
 
 

 

 

 

 

 

 

４章 岐阜高専におけるＡＬ関連個別事例集 

 

４．  総論：岐阜高専における AL 関係個別事例集 

研究主事 和田 清、 寮務主事 麻草 淳       p.4-1 

 
４．１ 授業参観週間のＡＬ授業実践報告集            p.4-2 

 

後期に実施した授業参観週間の個別授業でのＡＬ活用授業実践報告集            

 

４．２ 各授業におけるＡＬ展開事例や関係コンテンツ集       p.4-61 

 

年間を通しての各授業でのＡＬに関係した取組の事例紹介 

 

４．３ 本校ＬＭＳ上等の学修支援教材のコンテンツ集        p.4-73 

 

ＬＭＳ等で展開中のＡＬ事例や教室外学修に関連した学修支援コンテンツの事例紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜高専で実施したＡＬに関する事例集です。本校ではＡＰ推進室と連携して、

実験系科目や専門科目でのＡＬに加えて、平成２６年度当初から物理・化学・数学・

応用物理・応用数学関係の科目群について、後期からは１年生の科目群へとＡＬの

拡充を進めました。さらに平成２７年度には、第３学年以下の低学年科目全体へＡ

Ｌの活用を開始し、４．５年科目へもＡＬ活用を拡充しました。また、全学年科目

へのＬＭＳ上の学修支援コンテンツ内容の拡充を開始し、推進してきました。それ

らの一部について紹介しています。 



 



総論：岐阜高専における AL 関係個別事例集 
 

和田 清※１   麻草 淳※2 
 Kiyoshi WADA    Atsushi MAGUSA 

 
 
1. 本事例集の所在 
 本稿は本報告書の第4章の構成を明示するものであ

る。本校における教育AP事業の全体像を示した第1〜3
章を受けて、第4章では個々の授業におけるAL(Active 
Learning)の実施状況、AL授業実施報告や各授業のAL展
開事例、コンテンツ集の一部を紹介する。 

 

2. 構成 

2-1．授業参観週間のAL授業実践報告 

4.1 は、27 年度 1〜3 学年全科目における AL 実践報

告である。 
本校の教育 AP 事業は 5 ヵ年計画で進められている。

その 1 年目にあたる 26 年度には第 1 学年 5 クラスに

AL 環境改善工事が実施された。この工事により教室前

面の既存の黒板に対比して教室後方にホワイトボード

が設置されると共にプロジェクターを含むスクリーン

が増設され、更に無線 LAN 環境が構築された。27 年

度は同様の工事が第 2・第 3 学年 10 クラスにまで進め

られ、学年進行に応じ継続した AL(主に ICT 機器を利

用した教育)の実施が可能となりつつある。このような

環境改善工事を受け、1〜3 学年全教育課程科目におい

て AL を導入することが推進された。 
また、本校では FD(Faculty Development：教育能力向

上)活動の一環として年度に 2回の授業参観週間を設置

している。27 年度は 5 月 18 日(月)から 22 日(金)と 1 月

18 日(月)から 23 日(金)に参観が実施された。2 回目の

授業参加週間では、1〜3 学年全科目においてできるだ

け AL を導入した授業を行なうことが推奨され、全教

員は 1 回以上の参観を行なうことが求められた。4-1 は

この 2 回目の授業参観週間に行われた AL を導入した

授業の実践報告が中心となっている。 

 

2-2. 各授業のAL展開事例や関係コンテンツ集 
4-2 は、本校 1-5 学年で常勤教員によって実施され

ている全教育課程科目を対象に募った事例報告であ

る。 
4-1 との違いは、対象が全学年に広がった事だけで

はなく、1 回の授業設計シートに捉われず、開講期間

を通じた授業での工夫や AL の活用、学修成果の可視

化 
 

 

戦略や、LMS コンテンツを利用した授業などに関わ

る事例報告となっている点である。 

 

2-3．本校 LMS上等の学修支援教材のコンテンツ 

4-3 は、具体的な LMS コンテンツの紹介である。本

校の専門 5 学科(機械工学科・電気情報工学科など)に
おいて、AL が実施されている事例を学年に捉われず示

した。AL を推進する上で、学生の理解度ごとや、教科

目をつなぐ部分の学修支援や補助コンテンツの開発と

蓄積を進めている。本教材開発は、様々なレベルにあ

る学生の能力をそれぞれ向上させることを目指してい

る。各学科の基幹科目や理工学基礎の学修などについ

て、開発中の学修支援コンテンツの一部紹介である。 

 

3．今後の展開と課題 
以上のように、第 4 章は 27 年度において本校で実施

されてきた AL の状況を報告するものである。今後は

導入を開始した AL 授業や回数頻度の増加、ならびに

無線 LAN を利用した学修者による情報収集やグルー

プ学修等に AL を積極的に活用し、自学自習等の習慣

化や学びのプロセスを重視した視点が重要となる。 
さらには、高専教育の特長である早期専門教育、実

験実習や演習、課外活動やインターンシップなどの「知

徳体」観点から、AL の多様性に着目した再検討が必要

である。これらは、前提として相手の立場からの対人

的思考力、各種のリテラシー、スキルに加えて、自分

で PDCA を回す力などが求められる。このようなメタ・

コンピテンシーをどのように育てるかは高専教育のミ

ッションでもあり、日常の学びと課外の学びをどのよ

うに連動させて有機的に結合し可視化するか、これは

本プロジェクトのテーマでもある。 
最後に、学生の成長過程をどのように評価するかに

ついては、主観・客観、結果・プロセスをどのように関

連づけるか、次の 3 点を今後の課題としたい。 
1)ルーブリック評価の導入 

 （学生と教員の共通言語となる評価軸をもつ） 
2)コンピテンシーテストの活用 

 （一定の評価指標による学生の成長の定点観測） 
3)デジタルプラットフォームの活用 

 （学びのプロセスを学生と教員が共有） 

※1岐阜工業高等専門学校 環境都市工学科 
※2岐阜工業高等専門学校 一般自然科目 
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印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
 

 
 政

治
経

済
試

験
対

策
練

習
問

題
 

pa
rt

 3
 

 1.
 以

下
の

問
い

に
答

え
よ

。
 

1)
あ

る
夫

婦
の

間
に

15
歳

、
17

歳
、

19
歳

、
21

歳
、

23
歳

、
25

歳
の

子
ど

も
が

一
人

ず
つ

い
た

と
す

る
。

20
15

年
の

夫
の

給
与

年
収

が
18

7,
65

4,
32

1
円

あ
り

、
妻

は
働

い
て

い
な

い
。

25
歳

の
子

の
給

与
年

収
が

1,
34

5,
67

8
円

、
23

歳
の

子
の

給
与

年
収

が
1,

00
0,

00
0

円
で

残
り

の
子

は
働

い
て

い
な

い
。

夫
の

み
生

命
保

険
に

加
入

し
て

お
り

、
保

険
料

を
年

間
98

,7
65

円
支

払
っ

た
。

夫
の

み
社

会
保

険
に

加
入

し
て

い
る

。
25

歳

の
子

の
名

義
で

利
子

所
得

が
年

間
で

45
,6

78
円

あ
っ

た
。

家
族

8
人

は
同

居
し

て
生

計
を

一
に

し
て

い
る

。

夫
と

23
・

25
歳

の
子

は
以

上
の

条
件

か
ら

可
能

な
控

除
申

請
を

行
な

い
、

扶
養

控
除

は
す

べ
て

夫
が

申
請

し

た
。

夫
は

均
等

割
を

納
め

る
。

 

①
 

夫
が

以
上

の
年

収
を

対
象

と
し

て
、

課
さ

れ
る

所
得

税
額

は
い

く
ら

か
。

 

②
 

夫
が

以
上

の
年

収
を

対
象

と
し

て
、

課
さ

れ
る

住
民

税
額

は
い

く
ら

か
。

 

③
 

25
歳

の
子

が
以

上
の

年
収

を
対

象
と

し
て

、
課

さ
れ

る
所

得
税

額
は

い
く

ら
か

。
 

④
 

25
歳

の
子

が
以

上
の

年
収

を
対

象
と

し
て

、
課

さ
れ

る
住

民
税

額
は

い
く

ら
か

。
 

2)
20

16
年

1
月

1
日

現
在

、
A

氏
は

B
県

C
市

に
住

民
登

録
し

た
自

宅
を

構
え

て
い

た
が

、
同

時
に

B
県

C

市
と

B
県

D
町

と
E

県
F

市
に

事
務

所
を

3
軒

ず
つ

持
っ

て
い

た
と

す
る

。
現

行
法

下
で

A
氏

が
こ

の
年

に
納

め
る

住
民

税
均

等
割

は
い

く
ら

か
。

 

3)
19

96
年

9
月

生
ま

れ
の

A
氏

が
両

親
か

ら
生

前
贈

与
を

受
け

、
父

か
ら

の
贈

与
に

つ
い

て
相

続
時

精
算

課
税

を
選

択
し

た
と

す
る

。
A

氏
は

20
15

年
か

ら
20

18
年

ま
で

父
か

ら
毎

年
7,

32
0,

50
8

円
ず

つ
贈

与
を

受
け

、

20
16

年
と

20
17

年
に

は
母

か
ら

2,
41

4,
21

3
円

ず
つ

贈
与

を
受

け
、

20
17

年
に

は
親

族
関

係
の

な
い

B
氏

か
ら

1,
91

2,
93

5
円

の
贈

与
を

受
け

た
。

20
16

年
か

ら
20

19
年

の
各

年
に

A
氏

が
納

入
す

る
贈

与
税

は
い

く
ら

か
。

た
だ

し
以

上
の

贈
与

は
す

べ
て

贈
与

税
の

対
象

と
な

る
性

格
の

も
の

で
あ

り
、

20
19

年
ま

で
贈

与

是
に

関
す

る
税

法
が

改
正

さ
れ

な
い

と
す

る
。

 

【
参
考

資
料

】
 

◎
 
基

礎
控

除
(所

得
税

) 
3
8
万

円
 

◎
 
基

礎
控

除
(所

得
割

) 
3
3
万

円
 

◎
 
社

会
保

険
料
控

除
 

給
与

収
入
の

1
0
％
と

す
る

 
◎

 
配

偶
者

控
除

･
配

偶
者

特
別
控

除
の

合
計

(所
得

税
) 

配
偶
者

の
年

間
収
入

(給
与

収
入

と
す

る
) 

控
除
額

 
1
0
5
万

円
未

満
 

1
0
5
万

円
以

上
1
1
0
万

円
未

満
 

1
1
0
万

円
以

上
1
1
5
万

円
未

満
 

1
1
5
万

円
以

上
1
2
0
万

円
未

満
 

1
2
0
万

円
以

上
1
2
5
万

円
未

満
 

1
2
5
万

円
以

上
1
3
0
万

円
未

満
 

1
3
0
万

円
以

上
1
3
5
万

円
未

満
 

1
3
5
万

円
以

上
1
4
0
万

円
未

満
 

1
4
0
万

円
以

上
1
4
1
万

円
未

満
 

1
4
1
万

円
以

上

3
8
万

円
 

3
6
万

円
 

3
1
万

円
 

2
6
万

円
 

2
1
万

円
 

1
6
万

円
 

1
1
万

円
 

6
万

円
 

3
万

円
 

0
円

◎
 
配

偶
者

控
除

･
配

偶
者

特
別
控

除
の

合
計

(所
得

割
) 

配
偶
者

の
年

間
収
入

(給
与

収
入

と
す

る
)

控
除
額

1
1
0
万

円
未

満
 

1
1
0
万

円
以

上
1
1
5
万

円
未

満
 

1
1
5
万

円
以

上
1
2
0
万

円
未

満
 

1
2
0
万

円
以

上
1
2
5
万

円
未

満
 

1
2
5
万

円
以

上
1
3
0
万

円
未

満
 

1
3
0
万

円
以

上
1
3
5
万

円
未

満
 

1
3
5
万

円
以

上
1
4
0
万

円
未

満
 

1
4
0
万

円
以

上
1
4
1
万

円
未

満
 

1
4
1
万

円
以

上
 

3
3
万

円
 

3
1
万

円
 

2
6
万

円
 

2
1
万

円
 

1
6
万

円
 

1
1
万

円
 

6
万

円
 

3
万

円
 

0
円

 
◎

 
扶

養
控

除
(所

得
税

) 
特

定
扶

養
親

族
(満

1
6
歳
以

上
満

1
9
歳

未
満

) 
3
8
万
円

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

特
定
扶

養
親

族
(満

1
9
歳
以

上
満

2
3
歳

未
満

) 
6
3
万
円

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
成

年
親

族
(満

2
3
歳

以
上
満

7
0
歳
未

満
) 

3
8
万

円
 

同
居
老

親
等

(満
7
0
歳

以
上

) 
5
8
万

円
 

◎
 
扶

養
控

除
(所

得
割

) 
特

定
扶

養
親

族
(満

1
6
歳
以

上
満

1
9
歳

未
満

) 
3
3
万
円

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
特

定
扶

養
親

族
(満

1
9
歳
以

上
満

2
3
歳

未
満

) 
4
5
万
円

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
成

年
親

族
(満

2
3
歳

以
上
満

7
0
歳
未

満
) 

3
3
万

円
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
同

居
老

親
等

(満
7
0
歳

以
上

) 
4
5
万

円
 

◎
 
扶

養
控

除
を
使

用
不

可
と

な
る
親

族
の

年
間
所

得
額

：
3
8
万

円
超

 
◎

 
勤

労
学

生
控
除

(所
得

税
) 

2
7
万

円
 

◎
 
勤

労
学

生
控
除

(所
得

割
) 

2
6
万

円
 

◎
 
給

与
所

得
控
除

表
 給

与
の
収

入
金
額

給
与

所
得

控
除

額

1
,6

2
5
,0

0
0
円

以
下

 
1
,6

2
5
,0

0
0
円
超

1
8
0
万

円
以

下
 

1
8
0
万

円
超

3
6
0
万
円

以
下

 
3
6
0
万

円
超

6
6
0
万
円

以
下

 
6
6
0
万
円

超
1
,0

0
0
万

円
以

下
 

1
,0

0
0
万

円
超

1
,5

0
0
万

円
以

下
 

1
,5

0
0
万

円
超

 

6
5
0
,0

0
0
円

 
収

入
金
額

×
4
0
％

 
収

入
金
額

×
3
0
％

+
1
8
万

円
 

収
入

金
額

×
2
0
％

+
5
4
万

円
 

収
入
金

額
×

1
0
％

+
1
2
0
万
円

 
収

入
金
額

×
5
％

+
1
7
0
万

円
 

2
,4

5
0
,0

0
0
円

(上
限

値
) 

◎
 
生

命
保

険
料
控

除
(所

得
税

、
新

制
度

の
み

) 
年
間

支
払
保

険
料

の
合
計

 
控

除
額

 

2
0
,0

0
0
円

以
下

 
2
0
,0

0
0
円

超
4
0
,0

0
0
円

以
下

 
4
0
,0

0
0
円

超
8
0
,0

0
0
円

以
下

 
8
0
,0

0
0
円

超
 

支
払

金
額

 
支
払

金
額

÷
2
+

1
0
,0

0
0
円

 
支
払

金
額

÷
4
+

2
0
,0

0
0
円

 
4
0
,0

0
0
円

 

◎
 
生

命
保

険
料
控

除
(所

得
割

、
新

制
度

の
み

) 
年

間
支

払
保

険
料
の

合
計

 
控
除

額
 

1
2
,0

0
0
円

以
下

 
1
2
,0

0
0
円

超
3
2
,0

0
0
円
以

下
 

3
2
,0

0
0
円

超
5
6
,0

0
0
円
以

下
 

5
6
,0

0
0
円

超

支
払
金

額
 

支
払

金
額

÷
2
+

6
,0

0
0
円

 
支
払

金
額

÷
4
+

1
4
,0

0
0
円

 
2
8
,0

0
0
円

◎
 
所

得
税
率

(利
子

所
得

・
配
当

所
得
以

外
) 

課
税

所
得

 
税
率

 
税

額
控
除

 

19
5
万
円
以
下

 
19

5
万

円
超

33
0
万

円
以

下
 

33
0
万
円
超

69
5
万

円
以

下
 

69
5
万

円
超

90
0
万
円
以
下

 
90

0
万
円
超

1,
80

0
万
円
以
下

 
1,

80
0
万
円
超

4,
00

0
万

円
以

下
 

4,
00

0
万

円
超

 

5%
 

10
%

 
20

%
 

23
%

 
33

%
 

40
%

 
45

%
 

- 
97

,5
00

円
 

42
7,

50
0
円

 
63

6,
00

0
円

 
1,

53
6,

00
0
円

 
2,

79
6,

00
0
円

 
4,

79
6,

00
0
円

 
※

時
限
立

法
に
よ

る
復

興
増

税
率
 

2.
1%

 
◎

 
利

子
所
得

税
率
 

20
.3

15
%
 

※
時
限

立
法
に

よ
る
復

興
増
税

分
を
含

む
 

◎
 
配

当
所
得

税
率
 

10
%
～

20
.4

2%
 

◎
 
均

等
割

 
都

道
府

県
 

1,
00

0
円

/年
 

市
区
町

村
3,

00
0
円

/年
 

※
時

限
立

法
に
よ

る
復

興
増

税
 
一

律
50

0
円

ず
つ

 
◎

 
所

得
割
税

率
 

10
%

 
◎

 
贈

与
税
率

(暦
年

課
税

、
一
般

税
率

) 
※

基
礎
控

除
：

11
0
万

円
 

基
礎

控
除

後
の
課

税
価
額

 
税

率
 

税
額

控
除

 

20
0
万
円

以
下

 
10
％

 
- 

20
0
万
円

超
30

0
万

円
以

下
 

15
％

 
10

万
円

 
30

0
万
円

超
40

0
万

円
以

下
 

20
％

 
25

万
円

 
40

0
万
円

超
60

0
万

円
以

下
 

30
％

 
65

万
円

 
60

0
万

円
超

1,
00

0
万

円
以

下
 

40
％

 
12

5
万

円
 

1,
00

0
万

円
超

1,
50

0
万

円
以
下

 
45
％

 
17

5
万

円
 

1,
50

0
万

円
超

3,
00

0
万

円
以
下

 
50
％

 
25

0
万

円
 

3,
00

0
万

円
超

 
55
％

 
40

0
万

円
 

◎
 
贈

与
税
率

(暦
年

課
税

、
特
例

税
率

) 
※

基
礎
控

除
：

11
0
万

円
 

 
対

象
は

該
当
年

1/
1
現
在

で
満

20
歳

以
上

の
直

系
卑
属

に
直
系

尊
属
か

ら
贈
与

が
あ
っ

た
場
合

 
基

礎
控
除

後
の
課

税
価
額

 
税

率
 

税
額

控
除

 

20
0
万
円

以
下

 
10
％

 
- 

20
0
万
円

超
40

0
万

円
以

下
 

15
％

 
10

万
円

 
40

0
万
円

超
60

0
万

円
以

下
 

20
％

 
30

万
円

 
60

0
万

円
超

1,
00

0
万

円
以

下
 

30
％

 
90

万
円

 
1,

00
0
万

円
超

1,
50

0
万

円
以
下

 
40
％

 
19

0
万

円
 

1,
50

0
万

円
超

3,
00

0
万

円
以
下

 
45
％

 
26

5
万

円
 

3,
00

0
万

円
超

4,
50

0
万

円
以
下

 
50
％

 
41

5
万

円
 

4,
50

0
万

円
超

 
55
％

 
64

0
万

円
 

◎
 
贈

与
税
率

(相
続

時
精

算
課
税

) 
20

%
 

※
特
別

控
除
枠

：
2,

50
0
万
円

 

4-3



 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 英
語

Ａ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

・電
⼦

制
御

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

１
⽉

１
９

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 ２

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 野

々
村

咲
⼦

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 英

⽂
を

⾃
主

的
に

読
解

す
る

。⾃
分

で
辞

書
を

引
き

、単
語

の
意

味
と発

⾳
を

確
認

して
使

え
る

よ
うに

す
る

。⾃
分

で
英

⽂
の

意
味

を
理

解
す

る
、英

⽂
の

⽂
法

項
⽬

を
理

解
した

上
で

、⾃
分

で
説

明
す

る
こと

が
で

き
る

よ
うに

す
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ま

ず
は

授
業

前
の

予
習

を
徹

底
させ

、ノ
ー

トづ
くり

を
し

た
上

で
授

業
に

臨
む

よ
う指

⽰
し

、授
業

の
中

で
予

習
内

容
を

確
認

で
き

る
よ

うに
し

た
こと

。授
業

中
に

、⾃
分

で
英

⽂
の

⽂
法

項
⽬

を
説

明
で

き
る

よ
うに

⼯
夫

し
た

こと
。ま

た
、授

業
内

容
の

理
解

を
徹

底
させ

る
た

め
、次

回
の

授
業

で
⼩

テ
ス

トを
⾏

い
、理

解
度

を
⾃

分
で

確
認

させ
た

こと
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 教

員
の

問
い

か
け

に
対

して
、な

る
べ

く⾃
発

的
に

意
⾒

を
⾔

え
る

よ
うに

⼯
夫

した
。個

別
の

学
⽣

の
理

解
度

を
確

認
す

る
た

め
に

⼩
テ

ス
ト

を
実

施
し

た
が

、多
くの

学
⽣

が
真

剣
に

取
り組

み
、基

本
的

な
英

⽂
の

⽂
法

項
⽬

に
つ

い
て

は
理

解
で

き
る

よ
うに

な
っ

た
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 英
語

の
⽂

法
項

⽬
を

よ
く理

解
し

て
い

る
学

⽣
は

発
⾔

す
る

こと
が

で
き

る
が

、予
習

の
段

階
で

つ
ま

ず
い

て
い

る
学

⽣
に

とっ
て

は
ノ

ー
トを

とる
な

どし
て

追
い

つ
くだ

け
で

精
⼀

杯
に

な
って

しま
うと

ころ
が

あ
り、

理
解

度
に

ば
らつ

き
が

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

0 
 

10
分

 
前

回
の

授
業

内
容

に
つ

い
て

の
⼩

テ
ス

ト 
○

学
習

活
動

  
前

回
の

授
業

の
理

解
度

の
確

認
 

○
 

展
 

開
 

10
:5

0〜
 

11
:0

0 
15

分
 

今
回

の
授

業
で

の
新

出
単

語
・熟

語
の

確
認

と発
⾳

の
確

認
 

■
説

明
 ○

学
習

活
動

 
予

習
内

容
の

確
認

 
間

違
って

い
た

とこ
ろ

や
理

解
不

⾜
の

とこ
ろ

は
各

⾃
で

確
認

 

 

11
:0

0〜
 

12
:0

0 
60

分
 

 
英

⽂
とそ

の
和

訳
を

学
⽣

が
板

書
し

、
⽂

法
項

⽬
を

学
⽣

が
説

明
す

る
 

  

☆
Ａ

Ｌ
の

⼭
場

 
学

⽣
が

英
⽂

と
そ

の
和

訳
を

板
書

し
、

個
々

の
英

⽂
に

つ
い

て
、⽂

法
項

⽬
を

学
⽣

が
説

明
す

る
。 

間
違

って
い

た
とこ

ろ
や

理
解

不
⾜

の
とこ

ろ
は

各
⾃

で
確

認
す

る
。 

○
 

ま
 と め
 

12
:0

0〜
 

12
:1

0 
10

分
 

授
業

内
容

の
ま

とめ
と最

後
の

設
問

の
確

認
 

 

○
学

習
活

動
  

今
回

の
授

業
内

容
と⽂

法
項

⽬
の

理
解

を
徹

底
させ

る
。 

 

  

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
特

に
な

し
 

  

   

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 予

習
の

段
階

で
か

な
り理

解
で

き
て

い
る

学
⽣

が
多

い
の

で
、学

⽣
⾃

⾝
で

⽂
法

事
項

を
説

明
で

き
る

こと
が

多
い

。多
くの

学
⽣

が
⾃

主
的

に
学

習
して

お
り、

⼗
分

理
解

で
き

て
い

る
学

⽣
が

多
い

よ
うに

思
わ

れ
る

。 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 予
習

の
段

階
で

つ
ま

ず
い

て
い

る
学

⽣
に

とっ
て

は
ノー

トを
とる

な
どし

て
追

い
つ

くだ
け

で
精

⼀
杯

に
な

って
し

ま
うこ

とが
あ

り、
理

解
度

に
ば

らつ
き

が
あ

る
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
 

 

4-4



   

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

英
語

A 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 3
年

 電
⼦

制
御

⼯
学

科
  

  
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

１
２

⽉
１

９
⽇

（
⽔

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
 １

  
  

  
限

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
菅

原
 崇

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 E

ラー
ニ

ン
グ

教
材

（
AL

C 
N

et
 A

ca
de

m
y2

「T
O

EI
C

テ
ス

ト演
習

」）
を

⽤
い

、各
学

⽣
が

授
業

内
で

⾃
⾝

の
理

解
度

を
測

り、
そ

れ
に

合
わ

せ
て

⾃
発

的
に

学
習

活
動

を
⾏

う。
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 授
業

ス
タイ

ル
に

関
す

る
周

知
を

徹
底

す
る

こと
で

（
シ

ラバ
ス

に
従

い
、年

間
を

通
じ

同
様

の
授

業
を

複
数

回
実

施
）

、「
や

り
⽅

」の
説

明
を

省
き

、学
⽣

らが
⾃

⾝
の

学
習

に
⼗

分
な

時
間

を
か

け
る

こと
が

で
き

る
よ

う⼯
夫

して
い

る
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 1

⽉
実

施
の

TO
EI

C-
IP

受
験

を
想

定
して

お
り、

全
体

的
な

学
習

意
識

は
⾼

い
。 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ⾼
専

学
⽣

に
とっ

て
英

語
は

苦
⼿

意
識

の
⾼

い
科

⽬
とい

え
る

が
、3

年
⽣

に
限

れ
ば

1
⽉

実
施

の
TO

EI
C-

IP
が

控
え

て
い

る
た

め
、先

述
の

通
り全

体
的

な
学

習
意

識
は

⾼
い

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
50

 
50

分
 

E
ラ

ー
ニ

ン
グ

教
材

「T
O

EI
C

テ
ス

ト
演

習
」

を
2

題
解

答
 

○
TO

EI
C

を
想

定
し

た
テ

ス
ト形

式
の

リ
ス

ニ
ン

グ
・リ

ー
デ

ィン
グ

教
材

の
解

答
（

1
つ

に
つ

き
お

よ
そ

25
分

で
解

答
可

能
）

 

○
 

展
 

開
 

9:
50

〜
 

10
:2

0 
30

分
 

先
の

テ
ス

ト
演

習
の

結
果

を
も

とに
不

正
解

箇
所

を
中

⼼
に

解
説

を
熟

読
、ノ

ー
トに

ま
とめ

る
。 

ま
た

、
未

知
の

単
語

・熟
語

に
つ

い
て

も
同

様
に

ピ
ッ

クア
ップ

、辞
書

で
意

味
を

確
認

し
ノ

ー
ト

に
ま

と
め

る
。 

☆
先

の
テ

ス
ト

演
習

の
結

果
は

学
⽣

ご
と

に
異

な
る

た
め

、⾃
⾝

の
苦

⼿
箇

所
を

⾒
極

め
、そ

れ
を

克
服

す
べ

く⾃
発

的
に

学
習

活
動

に
取

り組
む

。な
お

、学
⽣

は
解

説
を

熟
読

し
そ

れ
で

も
理

解
で

き
な

い
場

合
に

は
教

員
に

質
問

す
る

。
教

員
は

適
宜

そ
の

質
問

に
答

え
る

。 
  

○
 

ま
 と め
 

10
:2

0〜
 

10
:3

0 
5

分
 

多
くの

学
⽣

が
不

正
解

、
理

解
困

難
だ

った
箇

所
の

解
説

、次
回

以
降

の
ス

ケ
ジ

ュー
ル

確
認

 

 
 

   

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
な

し 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

で
き

た
。 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
特

に
な

し。
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
な

し
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 英
語

Ｂ
 

通
年

・前
期

・後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 １
年

⽣
全

学
科

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

０
⽉

  
⽇

（
 曜

⽇
）

 
  

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 佐

⽵
 直

喜
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
活

動
、会

話
活

動
を

通
した

⽂
法

の
学

習
 

 ・
⾃

主
的

に
⽂

法
を

学
習

す
る

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

教
員

の
介

⼊
の

タイ
ミン

グ
が

重
要

、さ
らに

改
善

した
い

 
 ・

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
で

も
飽

き
させ

な
い

⼯
夫

が
どれ

だ
け

で
き

る
か

が
⼤

切
だ

と思
う 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

作
業

は
で

き
る

、⼀
⽅

的
に

話
を

聞
くだ

け
で

は
飽

き
て

しま
う 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 新
しく

教
え

る
項

⽬
が

多
す

ぎ
る

の
で

、⼀
⽅

通
⾏

に
も

な
りや

す
い

 
 双

⽅
向

で
や

りと
り・

ペ
ア

や
グ

ル
ー

プ
の

活
動

後
に

教
員

の
説

明
で

理
解

が
深

ま
る

とい
い

と思
う 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

９
：

０
０

 
２

０
分

不
定

詞
の

基
本

を
復

習
 

対
話

⽂
の

理
解

、対
話

⽂
を

使
って

不
定

詞
を

復
習

、ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
対
話

練
習

な
ど 

○
 

展
 

開
 

９
：

２
０

 
５

５
分

発
展

学
習

 
慣

⽤
表

現
な

どが
で

て
くる

の
で

、プ
リン

ト
を

埋
め

る
こ

とに
よ

って
⼀

通
りの

⽂
法

が
理

解
で

き
る

よ
うな

プ
リン

トを
配

布
し

、グ
ル

ー
プ

で
テ

キ
ス

ト
を

読
み

な
が

ら
⽂

法
の

理
解

と練
習

問
題

を
させ

た
。教

師
は

説
明

せ
ず

、彼
ら
の
⼒
で
⾏
った

 

○
 

 
  

    

。  
 

ま
 と め
 

１
０

：
１

５
 

１
５

分
答

え
を

板
書

させ
説

明
 

     

プ
リン

ト
、

練
習

問
題

の
答

え
を

板
書

さ
せ

、説
明

し
た

。板
書

も
単

に
答

え
を

書
か

せ
る

の
で

は
な

く、
答
え
を
か
か
せ
る
と

授
業
の
流
れ
が
分
か
る
よ
うに

ま
とめ

た
。

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 ・
教

員
が

話
し

す
ぎ

る
授

業
に

な
らな

か
った

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

・教
員

の
介

⼊
の

タイ
ミン

グ
が

重
要

、さ
らに

改
善

した
い

 
 ・

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
で

も
飽

き
させ

な
い

⼯
夫

が
どれ

だ
け

で
き

る
か

が
⼤

切
だ

と思
う 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

倫
理

 
通

年
・前

期
・後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 環
境

都
市

⼯
学

科
  

  
  

  
実

施
⽇

：
平

成
28

年
２

⽉
3

⽇
（

⽔
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

1
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

福
井

駿
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 「
議

論
」を

実
践

・内
省

す
る

こと
に

よ
って

，
学

⽣
が

異
な

る
意

⾒
の

⼈
と論

を
戦

わ
せ

る
と何

が
お

こる
の

か
，

どの
よ

うに
⾃

分
の

意
⾒

を
主

張
す

れ
ば

よ
い

の
か

，
に

つ
い

て
考

え
る

こと
を

ね
らい

とす
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

し
て

改
善

・⼯
夫

を
し

た
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

し
た

い
と思

って
い

る
こと

：
デ

ィベ
ー

トの
⽅

向
を

教
員

が
誘

導
しな

い
よ

うに
⼼

が
け

た
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じ

て
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
クラ

ス
メイ

ト
同

⼠
の

信
頼

関
係

が
上

⼿
く構

築
され

て
お

り，
学

習
の

ス
ピ

ー
ド

が
遅

い
⼦

に
対

し
て

周
りが

⾃
然

に
サ

ポ
ー

トす
る

場
⾯

も
⾒

られ
る

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
し

に
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
倫

理
と

い
う科

⽬
は

，
多

様
な

内
容

が
含

ま
れ

て
い

る
の

で
，

上
⼿

く学
⽣

の
興

味
が

あ
る

内
容

を
選

ん
で

活
⽤

す
る

と双
⽅

向
の

授
業

が
しや

す
い

と考
え

られ
る

。 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト

の
記

号
の

記
載

と共
に

内
容

を
記

載
す

る
) 

AL
個

所
に

○
印

を
記

⼊
す

る

導 ⼊
 

9:
00

〜
 

9:
05

  
10 分

 
デ

ィベ
ー

トの
意

義
，

ル
ー

ル
，

進
め

⽅
に

つ
い

て
確

認
す

る
。 

■
：

デ
ィベ

ー
ト

は
あ

くま
で

，
⼀

定
の

ル
ー

ル
の

も
とで

⾏
わ

れ
る

こ
と，

相
⼿

チ
ー

ム
で

は
な

くジ
ャッ

ジ
の

説
得

が
⽬

的
で

あ
る

こと
を

強
調

 

 

展 開
 

9:
10

〜
 

10
:1

5 
65 分

 
◯

2
チ

ー
ム

に
分

か
れ

て
デ

ィベ
ー

トを
⾏

う。
 

「デ
ィベ

ー
ト論

題
：

⽇
本

で
安

楽
死

を
法

的
に

認
め

る
べ

き
か

」
・肯

定
側

⽴
論

1：
4

分
→

否
定

側
質

疑
1：

3
分

 
・否

定
側

⽴
論

1：
4

分
→

肯
定

側
質

疑
1：

3
分

 
・肯

定
側

⽴
論

2：
4

分
→

否
定

側
質

疑
2：

3
分

 
・否

定
側

⽴
論

2：
4

分
→

肯
定

側
質

疑
2：

3
分

 
・否

定
側

反
駁

1：
3

分
 

・肯
定

側
反

駁
1：

3
分

 
・否

定
側

反
駁

2：
3

分
 

・肯
定

側
反

駁
2：

3
分

 
◯

ジ
ャッ

ジ
は

，
⽴

論
×

4
回

・質
疑

×
4

回
・反

駁
×

4
回

＝
12

の
ス

ピ
ー

チ
そ

れ
ぞ

れ
で

，
な

に
が

論
じ

られ
て

い
た

か
を

ジ
ャッ

ジ
・シ

ー
トに

書
く。

 
 

☆
:2

チ
ー

ム
に

分
か

れ
た

学
⽣

が
，

⾃
分

た
ち

で
調

べ
て

き
た

情
報

な
どを

も
とに

，
役

割
分

担
し

，
⾃

分
た

ち
うで

議
論

を
作

る
こ

とを
促

す
。ま

た
，

ジ
ャッ

ジ
に

は
，

そ
の

議
論

を
メモ

に
取

ら
せ

る
こと

に
よ

って
，

議
論

を
客

観
視

し
，

(で
き

る
か

ぎ
り)

中
⽴

に
ジ

ャ
ッジ

す
る

こ
と

を
求

め
る

。
こ

れ
は

，
デ

ィベ
ー

ト
とい

うゲ
ー

ム
の

成
⽴

条
件

で
あ

る
と共

に
，

「議
論

の
場

」を
経

験
す

る
こと

に
よ

って
，

良
い

議
論

とは
どの

よ
うな

も
の

か
を

考
え

る
授

業
⽬

標
達

成
の

キ
ー

ポ
イ

ン
トに

な
る

部
分

で
あ

る
。 

 

◯
 

ま
 と め
 

10
:1

5
〜

 
10

:3
0 

15 分
 

◯
ジ

ャッ
ジ

は
，

どち
らの

主
張

が
「勝

ち
」か

，
結

論
を

⼀
つ

出
す

。 
◯

ジ
ャッ

ジ
とデ

ィベ
ー

ター
とも

に
今

回
の

デ
ィベ

ー
トを

ふ
り

か
え

り，
コメ

ン
トを

書
く。

 
 

  
 

  

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

特
に

な
し。

 
 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 概
ね

ね
らい

どお
りに

展
開

で
き

た
。 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 楽

し
そ

うに
や

って
い

た
学

⽣
も

多
か

った
が

，
中

に
は

⼈
前

で
話

を
す

る
こと

⾃
体

に
苦

⼿
意

識
を

持
って

い
る

よ
うに

思
わ

れ
る

学
⽣

も
い

た
。ま

た
，

全
体

的
に

，
論

点
を

定
め

主
張

と主
張

の
関

係
を

整
理

し
て

い
くと

い
うこ

とに
つ

い
て

は
，

ま
だ

ま
だ

経
験

不
⾜

の
よ

うに
思

わ
れ

た
。 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

  
 た

だ
ア

クテ
ィブ

に
す

る
だ

け
で

は
，

不
⼗

分
で

あ
る

とも
感

じた
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

◯
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

◯
 

 
③

構
造

化
 

 
 

◯
 

④
合

意
形

成
 

 
◯

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

◯
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

  
 物

理
BⅡ

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ２
年

 
  

  
  

 M
学

科
（

E,
D

学
科

も
同

様
の

授
業

を
⾏

った
）

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

 １
⽉

２
８

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
  

  
  

お
よ

び
 １

⽉
２

９
⽇

（
⾦

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
2 

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
坂

部
 和

義
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
実

際
に

学
⽣

実
験

を
す

る
と、

９
０

分
程

度
要

す
る

実
験

内
容

を
、演

⽰
実

験
を

教
員

側
で

⾏
うこ

とに
よ

り、
実

験
時

間
の

短
縮

を
⽬

指
す

「模
擬

実
験

」で
あ

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
実

際
に

学
⽣

⾃
らが

実
験

を
して

得
られ

る
知

識
と同

等
の

知
識

を
、短

時
間

で
習

得
す

る
こと

を
試

み
た

。 
 ・

実
験

の
設

定
、内

容
が

分
か

る
よ

うに
、最

初
に

教
員

が
プ

ロジ
ェク

ター
で

の
説

明
や

演
⽰

実
験

を
⾏

った
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

実
験

結
果

だ
け

で
な

く、
具

体
的

な
実

験
の

設
定

や
⼿

順
・⽅

法
が

分
か

り、
よ

り関
⼼

が
深

ま
った

と思
う。

 
 ・

全
員

に
課

題
問

題
の

提
出

を
課

す
こと

に
よ

り、
緊

張
感

を
持

って
授

業
に

取
り組

め
た

の
で

は
な

い
か

と思
う。

 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

教
科

書
の

学
習

す
べ

き
基

礎
知

識
を

、あ
らか

じ
め

教
員

が
説

明
し

、そ
の

基
礎

知
識

を
基

に
し

て
「模

擬
実

験
」を

⾏
うの

で
、学

⽣
主

体
で

⾃
ら考

え
て

学
習

す
る

時
間

が
増

え
る

と同
時

に
内

容
の

理
解

も
深

ま
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
ト

) 

AL
 

確
認

 

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

10
:3

0 
 

９
０

分
「ヤ

ン
グ

の
実

験
」「

回
折

格
⼦

の
原

理
」の

学
習

 
■

：
説

明
（

「光
の

⼲
渉

」の
原

理
に

つ
い

て
の

説
明

、プ
ロジ

ェク
ター

に
よ

る
視

覚
化

）
 

 

 

展
 

開
 

  
9:

00
〜

9:
30

 
30

分
 

実
験

内
容

の
説

明
 

（
演

⽰
実

験
）

 
 

■
：

説
明

（
演

⽰
実

験
を

しな
が

らの
 

「回
折

格
⼦

」や
「ヤ

ン
グ

の
実

験
」に

 
よ

る
光

の
⼲

渉
実

験
の

内
容

説
明

）
 

 

9:
30

〜
 

10
:0

0 
30

分
 

 
クラ

ス
全

員
の

学
⽣

に
よ

 
る

課
題

問
題

の
演

習
 

（
実

験
内

容
の

理
解

）
 

○
：

学
習

活
動

、☆
：

AL
の

⼭
場

 
（

ヤ
ン

グ
の

⼲
渉

縞
の

間
隔

、回
折

格
 

⼦
定

数
、光

の
波

⻑
な

どの
計

算
）

 
 

 

ま
 と め
 

 1
0:

00
〜

 
10

:3
0 

 
30

分
 

学
⽣

に
よ

る
実

験
レ

ポ
ー

ト
の

結
果

発
表

、お
よ

び
教

員
に

よ
る

コメ
ン

ト 

※
：

結
果

発
表

、
お

よ
び

回
折

格
⼦

と
同

じ原
理

で
⼲

渉
縞

が
⾒

られ
る

、
CD

な
どの

裏
⾯

に
つ

い
て

の
考

察
 

  
  

 

   

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
「物

理
実

験
ノー

ト」
（

数
研

出
版

）
 

を
も

とに
「回

折
格

⼦
に

よ
る

光
の

⼲
渉

実
験

」の
実

験
器

具
の

準
備

、プ
リン

ト
の

作
成

（
学

⽣
に

配
布

）
を

⾏
った

。 
   

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 

あ
る

程
度

は
で

き
た

。
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
授

業
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

授
業

の
進

度
が

遅
れ

る
の

で
は

な
い

か
、

 

 
と

懸
念

す
る

学
生

が
少

な
か

ら
ず

い
た

。
 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  

時
間

的
な

余
裕

が
あ

れ
ば

、
当

授
業

の
よ

う
な

「
模

擬
実

験
」

で
は

な
く

、
実

際
の

実
験

を
行

っ
た

方
が

、
 

 
よ

り
教

育
的

で
あ

る
と

思
う

。
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
  

  
  

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
  

  
  

○
 

 
 

②
 

構
造

化
 

 
  

  
  

○
 

 
③

 
合

意
形

成
 

 
○

  
  

 
 

④
 

情
報

共
有

化
 

 
  

  
  

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 保
健

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 １
年

環
境

都
市

⼯
学

科
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 １

⽉
 2

6 
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

 1
  

  
  

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 久

世
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 視
覚

に
よ

る
情

報
か

ら、
よ

りリ
ア

ル
に

⾃
⾝

の
課

題
を

⾒
つ

め
る

こと
。 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ビ
デ

オ
鑑

賞
中

に
コメ

ン
トを

⼊
れ

た
こと

。 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 興
味

関
⼼

を
持

って
⾒

て
くれ

る
が

、質
問

な
どが

出
て

こな
い

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 特

に
な

し 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
10

  
10

分
 

筋
⾁

の
構

造
の

概
略

 
 

 

展
 

開
 

9:
10

〜
 

10
:0

5 
55

分
 

筋
⾁

の
構

造
・⽣

理
学

的
⾒

地
 

    

 

 
 

      

 
 

ま
 と め
 

10
:0

5〜
 

10
:2

5 
20

分
 

レ
ポ

－
トの

ま
とめ

 
     

 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 レ
ポ

－
トを

⾒
る

限
りに

お
い

て
、学

⽣
は

⾮
常

に
興

味
深

く学
習

し
て

い
た

。⾃
⾝

の
問

題
や

課
題

と⽐
較

しな
が

ら、
⽣

活
の

中
に

取
り⼊

れ
よ

うと
す

る
意

思
が

感
じら

れ
た

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 次
の

授
業

で
筋

⾁
の

模
型

を
⾒

せ
な

が
ら説

明
した

の
で

、学
⽣

に
は

よ
り具

体
性

が
感

じら
れ

た
よ

うで
あ

る
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 保
健

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 １

年
建

築
学

科
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 １

⽉
 2

5 
⽇

（
⽉

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

 ３
  

  
  

限
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 久
世

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 視

覚
に

よ
る

情
報

か
ら、

よ
りリ

ア
ル

に
⾃

⾝
の

課
題

を
⾒

つ
め

る
こと

。 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ビ

デ
オ

鑑
賞

中
に

コメ
ン

トを
⼊

れ
た

こと
。 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 興

味
関

⼼
を

持
って

⾒
て

くれ
る

が
、質

問
な

どが
出

て
こな

い
。 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 特
に

な
し 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:1

0 
 

10
分

 
筋

⾁
の

構
造

の
概

略
 

 
 

展
 

開
 

13
:1

0〜
 

14
:0

5 
55

分
 

筋
⾁

の
構

造
・⽣

理
学

的
⾒

地
 

    

 

 
 

      

 
 

ま
 と め
 

14
:0

5〜
 

14
:2

5 
20

分
 

レ
ポ

－
トの

ま
とめ

 
     

 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 レ
ポ

－
トを

⾒
る

限
りに

お
い

て
、学

⽣
は

⾮
常

に
興

味
深

く学
習

し
て

い
た

。⾃
⾝

の
問

題
や

課
題

と⽐
較

しな
が

ら、
⽣

活
の

中
に

取
り⼊

れ
よ

うと
す

る
意

思
が

感
じら

れ
た

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 次
の

授
業

で
筋

⾁
の

模
型

を
⾒

せ
な

が
ら説

明
した

の
で

、学
⽣

に
は

よ
り具

体
性

が
感

じら
れ

た
よ

うで
あ

る
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 数
学

AI
I 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
A 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

1
⽉

28
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

  
２

限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 岡
⽥

章
三

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 学

⽣
⾃

⾝
に

教
師

役
を

や
らせ

て
内

容
の

積
極

的
な

理
解

を
図

る
 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 説
明

す
る

の
に

書
画

カメ
ラを

⽤
い

た
。プ

ロジ
ェク

ター
等

も
を

使
わ

せ
る

よ
うに

した
い

。 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 新
しい

内
容

に
つ

い
て

の
積

極
的

理
解

が
得

られ
た

。雰
囲

気
も

よ
か

った
と思

う。
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 グ
ル

ー
プ

ラー
ニ

ン
グ

や
反

転
授

業
等

は
時

間
の

制
約

は
あ

る
が

、他
の

授
業

よ
りは

導
⼊

可
能

だ
と思

う。
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

0 
 

10
分

 
全

体
の

説
明

 
■

教
師

役
とな

って
説

明
す

る
内

容
の

紹
介

の
他

、全
体

的
な

流
れ

を
説

明
 

 

展
 

開
 

10
:5

0〜
 

11
:1

0 
20

分
 

班
別

に
学

習
内

容
 

○
全

体
を

８
つ

の
班

に
分

け
て

班
ご

との
分

担
を

決
定

す

る
。班

ご
とに

に
説

明
す

る
内

容
を

学
習

し
、説

明
の

仕
⽅

を
検

討
す

る
。ま

た
担

当
者

を
決

め
る

。 
 

○
 

11
:1

0〜
 

12
:0

0 
50

分
 

 
班

別
に

発
表

 
     

☆
班

別
に

順
番

に
分

担
し

た
学

習
内

容
を

説
明

す
る

。説

明
後

は
質

疑
応

答
 

○
 

ま
 と め
 

12
:0

0〜
 

12
:1

0 
10

分
 

全
体

的
な

ま
とめ

 
     

各
⾃

の
感

想
や

反
省

を
聞

く。
学

習
内

容
に

つ
い

て
の

補
⾜

や
注

意
点

を
説

明
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

板
書

に
時

間
が

か
か

って
しま

った
。 

全
体

的
に

は
教

師
に

よ
る

講
義

で
の

説
明

よ
り理

解
が

進
ん

だ
よ

うに
思

わ
れ

る
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
説

明
を

聞
く⽅

が
緊

張
を

保
ち

に
くい

 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

今
後

は
板

書
で

は
な

く書
画

カメ
ラや

プ
ロジ

ェク
ター

を
使

って
効

率
よ

く説
明

させ
る

とよ
い

と思
った

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 数
学

AI
I 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 2
E 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

1
⽉

29
⽇

（
⾦

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

  
２

限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 岡
⽥

章
三

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 学

⽣
⾃

⾝
に

教
師

役
を

や
らせ

て
内

容
の

積
極

的
な

理
解

を
図

る
 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 説
明

す
る

の
に

書
画

カメ
ラを

⽤
い

た
。プ

ロジ
ェク

ター
等

も
を

使
わ

せ
る

よ
うに

した
い

。 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 新
しい

内
容

に
つ

い
て

の
積

極
的

理
解

が
得

られ
た

。雰
囲

気
も

よ
か

った
と思

う。
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 グ
ル

ー
プ

ラー
ニ

ン
グ

や
反

転
授

業
等

は
時

間
の

制
約

は
あ

る
が

、他
の

授
業

よ
りは

導
⼊

可
能

だ
と思

う。
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

0 
 

10
分

 
全

体
の

説
明

 
■

教
師

役
とな

って
説

明
す

る
内

容
の

紹
介

の
他

、全
体

的
な

流
れ

を
説

明
 

 

展
 

開
 

10
:5

0〜
 

11
:1

0 
20

分
 

班
別

に
学

習
内

容
 

○
全

体
を

８
つ

の
班

に
分

け
て

班
ご

との
分

担
を

決
定

す

る
。班

ご
とに

に
説

明
す

る
内

容
を

学
習

し
、説

明
の

仕
⽅

を
検

討
す

る
。ま

た
担

当
者

を
決

め
る

。 
 

○
 

11
:1

0〜
 

12
:0

0 
50

分
 

 
班

別
に

発
表

 
     

☆
班

別
に

順
番

に
分

担
し

た
学

習
内

容
を

説
明

す
る

。説

明
後

は
質

疑
応

答
 

○
 

ま
 と め
 

12
:0

0〜
 

12
:1

0 
10

分
 

全
体

的
な

ま
とめ

 
     

各
⾃

の
感

想
や

反
省

を
聞

く。
学

習
内

容
に

つ
い

て
の

補
⾜

や
注

意
点

を
説

明
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

板
書

に
時

間
が

か
か

って
しま

った
。 

全
体

的
に

は
教

師
に

よ
る

講
義

で
の

説
明

よ
り理

解
が

進
ん

だ
よ

うに
思

わ
れ

る
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
説

明
を

聞
く⽅

が
緊

張
を

保
ち

に
くい

 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

今
後

は
板

書
で

は
な

く書
画

カメ
ラや

プ
ロジ

ェク
ター

を
使

って
効

率
よ

く説
明

させ
る

とよ
い

と思
った

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 数
学

AI
I 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 3
A 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

1
⽉

21
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

  
２

限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 岡
⽥

章
三

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 学

⽣
⾃

⾝
に

教
師

役
を

や
らせ

て
内

容
の

積
極

的
な

理
解

を
図

る
 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 説
明

す
る

の
に

板
書

（
⿊

板
）

を
⽤

い
た

が
今

後
は

書
画

カメ
ラや

プ
ロ

ジ
ェク

ター
を

使
わ

せ
る

よ
うに

した
い

。 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 新
しい

内
容

に
つ

い
て

の
積

極
的

理
解

が
あ

る
程

度
得

られ
た

。雰
囲

気
も

よ
か

った
と思

う。
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 グ
ル

ー
プ

ラー
ニ

ン
グ

や
反

転
授

業
等

は
時

間
の

制
約

は
あ

る
が

、他
の

授
業

よ
りは

導
⼊

可
能

だ
と思

う。
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

0 
 

10
分

 
全

体
の

説
明

 
■

教
師

役
とな

って
説

明
す

る
内

容
の

紹
介

の
他

、全
体

的
な

流
れ

を
説

明
 

 

展
 

開
 

10
:5

0〜
 

11
:1

0 
20

分
 

班
別

に
学

習
内

容
 

○
全

体
を

８
つ

の
班

に
分

け
て

班
ご

との
分

担
を

決
定

す

る
。班

ご
とに

に
説

明
す

る
内

容
を

学
習

し
、説

明
の

仕
⽅

を
検

討
す

る
。ま

た
担

当
者

を
決

め
る

。 
 

○
 

11
:1

0〜
 

12
:0

0 
50

分
 

 
班

別
に

発
表

 
     

☆
班

別
に

順
番

に
分

担
し

た
学

習
内

容
を

説
明

す
る

。説

明
後

は
質

疑
応

答
 

○
 

ま
 と め
 

12
:0

0〜
 

12
:1

0 
10

分
 

全
体

的
な

ま
とめ

 
     

各
⾃

の
感

想
や

反
省

を
聞

く。
学

習
内

容
に

つ
い

て
の

補
⾜

や
注

意
点

を
説

明
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

板
書

に
時

間
が

か
か

って
しま

った
。 

全
体

的
に

は
教

師
に

よ
る

講
義

で
の

説
明

よ
り理

解
が

進
ん

だ
よ

うに
思

わ
れ

る
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
説

明
を

聞
く⽅

が
緊

張
を

保
ち

に
くい

 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

今
後

は
板

書
で

は
な

く書
画

カメ
ラや

プ
ロジ

ェク
ター

を
使

って
効

率
よ

く説
明

させ
る

とよ
い

と思
った

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

  
  

  
  

化
学

Ａ
  

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

１
年

建
築

学
科

 
実

施
⽇

：
平

成
28

年
１

⽉
20

，
22

⽇
（

⽔
，

⾦
）

実
施

時
限

：
Ⅱ

，
Ⅲ

a
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

上
原

敏
之

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

反
応

熱
を

テ
ー

マ
に

，
教

科
書

や
問

題
集

の
演

習
問

題
を

通
し

て
，

お
互

い
に

説
明

し
合

うこ
とで

各
⾃

の
理

解
度

を
さら

に
深

め
て

，
知

識
の

定
着

を
図

る
。ま

た
，

そ
れ

らの
類

似
問

題
の

作
成

を
通

して
，

出
題

者
の

意
図

を
理

解
す

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
昨

年
度

の
反

省
点

とし
て

，
グ

ル
ー

プ
学

習
に

よ
る

演
習

の
際

に
，

各
学

⽣
の

進
度

が
教

員
側

か
ら把

握
し

に
くい

こと
が

あ
っ

た
。そ

の
た

め
，

今
回

は
，

各
⾃

の
ノー

トに
書

か
せ

る
の

で
は

な
く，

⽩
紙

の
A4

⽤
紙

を
配

布
し，

両
⾯

を
3

段
に

分
け

て
解

答
させ

る
よ

うに
した

。 
 ・

⼈
に

教
え

る
こと

で
理

解
度

が
深

ま
る

こと
か

ら，
昨

年
度

，
２

⼈
の

ペ
ア

で
交

代
に

先
⽣

役
とな

って
，

演
習

問
題

を
1

問
ず

つ
説

明
し

教
え

合
うこ

とを
実

施
した

が
，

実
際

に
⾏

った
か

どう
か

が
教

員
側

か
ら把

握
で

き
な

か
った

。そ
の

た
め

，
今

回
は

，
先

⽣
役

の
学

⽣
の

A4
⽤

紙
に

，
聞

き
役

の
学

⽣
が

署
名

と任
意

で
評

価
を

書
か

せ
る

こと
に

した
。次

年
度

は
，

各
⾃

が
作

成
した

類
似

問
題

に
つ

い
て

も
，

同
様

に
⾏

い
た

い
。 

 ・
昨

年
度

の
反

省
点

とし
て

，
前

述
の

２
点

に
共

通
して

い
る

の
は

，
個

々
の

学
⽣

の
進

度
が

教
員

１
⼈

で
は

把
握

で
き

な
い

こと
で

あ
る

。今
回

の
取

り組
み

に
よ

り，
⾒

れ
ば

分
か

る
よ

うに
は

改
善

され
た

が
，

４
０

⼈
を

確
認

す
る

に
は

数
分

を
要

す
る

た
め

，
個

々
の

現
状

況
は

把
握

で
き

な
か

った
。次

年
度

は
，

グ
ル

ー
プ

リー
ダー

を
指

名
す

る
な

ど改
善

を
図

りた
い

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
⾮

常
に

真
⾯

⽬
で

熱
⼼

な
学

⽣
が

多
い

が
，

発
⾔

を
求

め
て

も
⼩

声
で

返
す

な
ど，

全
体

的
に

発
⾔

しに
くい

雰
囲

気
が

あ
る

。そ
の

分
，

教
員

に
とっ

て
は

⼀
⽅

的
な

授
業

が
⼤

変
しや

す
い

が
，

双
⽅

向
の

授
業

は
苦

⼿
な

様
⼦

が
感

じら
れ

る
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
⾝

近
な

現
象

か
ら導

⼊
で

き
る

た
め

，
通

常
の

授
業

で
も

，
双

⽅
向

の
授

業
が

展
開

しや
す

い
。 

 ・
基

本
的

事
項

は
，

教
室

外
学

修
で

も
⼗

分
対

応
可

能
で

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:4

5 
5

分
 

燃
焼

熱
，

⽣
成

熱
，

溶
解

熱
の

定
義

の
確

認
 

■
教

員
が

，
３

つ
の

反
応

熱
に

つ
い

て
教

科
書

の
どこ

に
書

か
れ

て
い

る
か

を
⽰

す
。 

 

展
 

開
 

11
:4

5〜
 

11
:1

5 
30

分
 

教
科

書
の

演
習

問
題

 
○

３
問

に
つ

い
て

，
グ

ル
ー

プ
学

習
に

よ
り，

全
員

の
理

解
を

⽬
指

す
。 

〇
 

11
:1

5〜
 

11
:4

0 
25

分
 

教
科

書
の

演
習

問
題

の
解

説
 

■
教

員
が

模
範

解
答

を
⽰

し
，

注
意

点
な

どを
解

説
す

る
。さ

ら
に

，
発

展
さ

せ
た

内
容

の
課

題
を

与
え

る
。 

 

11
:4

0〜
 

12
:1

0 
30

分
 

 
問

題
集

の
演

習
問

題
 

 
☆

２
⼈

ペ
ア

に
な

り，
交

互
に

先
⽣

役
と

して
，

１
問

ず
つ

解
法

を
説

明
す

る
。 

〇
 

14
:4

0〜
 

15
:2

5 
45

分
 

演
習

問
題

の
類

似
問

題
の

作
成

 
☆

類
似

問
題

を
３

問
作

成
し

，
解

説
と

解
答

を
つ

くり
，

課
題

とし
て

提
出

す
る

。 
〇

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

 

ま
 と め
 

15
:2

5〜
 

15
:3

0
5

分
 

問
題

作
成

の
ポ

イン
ト 

 
■

問
題

作
成

の
難

し
さ

を
学

⽣
と共

有
し，

作
成

の
ポ

イン
トを

伝
授

す
る

。 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 昨
年

度
か

らの
改

善
の

効
果

も
あ

り，
ね

らい
通

りに
展

開
は

で
き

た
が

，
依

然
予

定
通

りに
は

進
ま

ず
，

最
後

の
問

題
作

成
の

課
題

の
残

りは
教

室
外

学
修

とし
た

。 
・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 模
範

解
答

の
解

説
で

は
，

ス
ライ

ドに
書

か
れ

た
内

容
を

⽂
字

を
追

い
な

が
ら読

み
上

げ
る

程
度

に
とど

め
，

受
け

⾝
に

な
る

時
間

を
極

⼒
減

らし
た

。学
⽣

か
ら⾒

る
と，

既
に

解
答

済
み

で
理

解
して

い
る

との
認

識
が

あ
る

た
め

，
どう

して
も

注
意

⼒
が

散
漫

に
な

りが
ち

で
あ

る
。 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 学

⽣
に

よ
って

多
くの

類
似

問
題

が
つ

くら
れ

た
の

で
，

時
間

が
あ

れ
ば

，
実

際
に

い
くつ

か
選

ん
で

全
員

で
解

い
て

み
る

と，
さら

な
る

意
欲

の
向

上
に

つ
な

が
る

か
も

しれ
な

い
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
〇

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

〇
 

 
③

 
構

造
化

 
 

〇
 

 
④

 
合

意
形

成
 

 
〇

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
〇

 
 

 

4-14



 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
1

年
A

科
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
２

０
⽇

（
⽔

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
 ３

 限
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

教
員

名
：

中
島

泉
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ⾃
分

で
公

式
を

導
き

出
す

。 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 公

式
を

暗
記

す
る

の
で

は
な

く、
⾃

分
で

作
り出

す
こと

を
体

験
して

も
らい

た
い

。 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 や
る

気
の

な
い

学
⽣

も
少

数
い

る
が

、多
くの

学
⽣

が
関

⼼
を

持
って

くれ
て

い
る

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
    ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
 

１
３

:２
０

 
２

０
分

三
⾓

関
数

の
加

法
定

理
の

復
習

 
■

三
⾓

関
数

の
加

法
定

理
の

説
明

 
 

展
 

開
 

１
３

:２
０

〜
 

１
３

:５
０

 
３

０
分

加
法

定
理

か
ら

三
⾓

関
数

の
積

を
和

・差
に

変
え

る
公

式
を

作
る

。 

○
グ

ル
ー

プ
を

作
り、

教
え

あ
い

な
が

らプ
リ

ン
トを

埋
め

る
。 

☆
プ

リン
ト

に
従

い
加

法
定

理
の

式
を

変
形

し
て

積
を

和
・差

に
変

え
る

公
式

を
作

る
 

○
 

１
３

:５
０

〜
 

１
４

:０
０

 
１

０
分

 
グ

ル
ー

プ
ご

とに
制

作
し

た
公

式
を

発
表

し
て

も
ら

う 

○
各

グ
ル

ー
プ

か
ら代

表
1

名
が

作
った

公
式

を
発

表
し

て
も

らう
 

○
 

ま
 と め
 

１
４

:０
０

〜
 

１
４

:３
０

 
３

０
分

三
⾓

関
数

の
和

・差
を

積
に

変
え

る
公

式
の

説
明

 
     

■
同

じよ
うに

し
て

三
⾓

関
数

の
和

・差
を

積
に

変
え

る
公

式
が

作
れ

る
こと

を
説

明
 

 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

多
くの

学
⽣

は
興

味
を

持
って

くれ
た

こと
と思

う。
 

⼀
部

⼈
の

プ
リン

トを
書

き
写

す
だ

け
の

者
も

い
た

。 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

加
法

定
理

に
興

味
を

持
つ

学
⽣

が
少

し
増

え
た

よ
うに

感
じた

。 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

 
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
造

化
 

 
 

○
 

④
 

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

B 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
  

1
年

D
科

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

１
⽉

１
９

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

 ３
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 中
島

 泉
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 3
次

元
ベ

クト
ル

の
内

積
を

理
解

す
る

。 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
    対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

    科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

    ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
 

１
３

:３
０

 
３

０
分

内
積

の
定

義
と余

弦
定

理
の

復
習

 
■

内
積

の
定

義
の

説
明

と前
期

に
な

らっ
た

余
弦

定
理

の
説

明
 

 

展
 

開
 

１
３

:３
０

〜
 

１
４

:０
０

 
３

０
分

座
標

か
ら

辺
の

⻑
さ

や
な

す
⾓

の
コサ

イン
を

求
め

る
 

○
グ

ル
ー

プ
学

習
 

☆
ベ

クト
ル

の
⼤

き
さ(

辺
の

⻑
さ)

を
座

標
か

ら
求

め
る

。ま
た

、余
弦

定
理

に
よ

りな
す

⾓
の

コサ
イン

を
求

め
る

。 
そ

の
結

果
を

内
積

の
定

義
に

当
て

は
め

る
 

○
 

１
４

:０
０

〜
 

１
４

:２
０

 
２

０
分

 
グ

ル
ー

プ
代

表
に

よ
る

発
表

 
   

○
成

分
に

よ
る

内
積

の
計

算
式

を
導

き
出

す
途

中
式

を
グ

ル
ー

プ
代

表
に

発
表

し
て

も
らう

。 

○
 

ま
 と め
 

１
４

:２
０

〜
 

１
４

:３
０

 
１

０
分

次
回

授
業

の
内

容
で

あ
る

内
積

の
応

⽤
の

説
明

 
  

■
次

回
授

業
の

内
容

説
明

 
 

  

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

ほ
ぼ

順
調

に
授

業
が

で
き

た
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
か

な
り⾯

倒
な

計
算

が
必

要
だ

が
、多

くの
学

⽣
が

で
き

て
い

た
。 

複
雑

な
式

が
最

終
的

に
は

簡
単

な
式

に
な

る
の

で
す

っ
き

り
し

た
学

生
も

多
か

っ
た

と
思

う
 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

 
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
造

化
 

 
○

 
 

④
 

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

数
学

AI
I 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
 2

年
D

・M
科

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
 

２
M

平
成

２
８

年
１

⽉
２

０
⽇

（
⽔

曜
⽇

）
 

２
D

平
成

２
８

年
１

⽉
２

２
⽇

（
⾦

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
 ２

M
２

限
２

D
1

限
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 中

島
 泉

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 微

分
の

復
習

 
 積

分
の

練
習

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ル

ジ
ャン

ドル
多

項
式

を
作

り、
⾯

⽩
い

性
質

を
持

つ
関

数
に

興
味

を
持

って
も

らう
。 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 積

分
した

結
果

が
す

べ
て

０
に

な
る

こと
に

興
味

を
持

った
よ

うで
あ

る
。 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
０

:４
０

〜
 

１
０

:４
５

 
５

分
 

プ
リン

トの
説

明
 

■
プ

リン
トの

内
容

の
説

明
。 

 

展
 

開
 

１
０

:４
５

〜
 

１
１

:２
０

 
３

５
分

ル
ジ

ャ
ン

ド
ル

多
項

式
を

作
る

。 
○

グ
ル

ー
プ

学
習

 
プ

リン
トに

あ
る

よ
うに

、微
分

す
る

こと
に

よ
りル

ジ
ャン

ドル
多

項
式

を
作

る
。 

グ
ル

ー
プ

代
表

が
で

き
た

式
を

発
表

す
る

 
 

○
 

１
１

:２
０

〜
 

１
２

:０
０

 
４

０
分

 
ル

ジ
ャ

ン
ド

ル
多

項
式

の
積

を
－

１
か

ら
１

ま
で

積
分

す
る

。 
  

○
グ

ル
ー

プ
学

習
 

☆
ル

ジ
ャン

ド
ル

多
項

式
の

直
交

性
に

よ
り、

そ
の

積
を

積
分

す
る

とす
べ

て
０

に
な

る
こと

を
実

際
に

計
算

す
る

。 
 

○
 

ま
 と め
 

１
２

:０
０

〜
 

１
２

:１
０

 
１

０
分

ル
ジ

ャ
ン

ド
ル

多
項

式
の

説
明

 
  

■
直

交
多

項
式

は
将

来
習

うフ
ー

リエ
解

析
な

どで
重

要
で

あ
る

と説
明

。 
ま

た
、ル

ジ
ャ

ン
ド

ル
多

項
式

は
波

動
⽅

程
式

とも
関

係
して

い
る

こと
を

説
明

。 
 

 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

順
調

に
授

業
が

で
き

た
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
数

学
へ

の
関

心
が

少
し

高
ま

っ
た

よ
う

に
 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 保
健

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

E
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
27

年
4

⽉
21

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
 １

  
  

 限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 ⼭
本

 浩
貴

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ⽣

活
習

慣
病

に
関

係
す

る
肥

満
に

つ
い

て
、体

組
成

の
測

定
や

体
格

指
数

法
を

⽤
い

た
⽅

法
で

各
⾃

の
健

康
状

態
を

計
測

・測
定

し
検

証
し

、各
⾃

の
⽣

活
習

慣
に

つ
い

て
考

え
て

み
る

。 
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 健
康

度
の

調
査

とい
うこ

とで
各

⾃
の

肥
満

度
に

注
⽬

し
、計

算
法

や
測

定
⽅

法
を

い
くつ

か
⽤

い
て

実
施

し
た

。 
計

算
調

査
⽅

法
（

標
準

体
重

か
ら⾒

た
肥

満
度

・ロ
ー

レ
ル

指
数

法
・B

M
I）

 
測

定
⽅

法
（

近
⾚

外
線

分
光

法
・イ

ン
ピ

ー
ダン

ス
法

2
種

類
・W

H
R

法
・⾎

圧
測

定
）

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 グ
ル

ー
プ

で
計

測
を

実
施

し
た

り、
⾃

分
の

デ
ー

タと
他

者
と⽐

較
し

た
りな

ど、
情

報
交

換
し

な
が

ら纏
め

る
作

業
を

させ
る

事
で

、
健

康
度

の
確

認
や

⽣
活

習
慣

に
興

味
を

持
って

学
習

で
き

て
い

た
の

で
良

か
った

。 
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 保
健

の
内

容
は

健
康

な
⽣

活
を

営
む

上
で

⼤
変

重
要

で
あ

る
が

、知
識

を
理

解
す

る
だ

け
の

授
業

に
陥

りや
す

い
た

め
、⽐

較
的

健
康

で
あ

る
若

年
層

に
は

必
要

性
が

感
じ

に
くい

。そ
の

た
め

、実
際

⾃
分

の
⾝

体
に

つ
い

て
計

測
・測

定
・診

断
す

る
こと

で
、興

味
を

持
って

学
習

す
る

こと
が

で
き

る
と考

え
られ

る
。 

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
15

  
15

分
 

肥
満

度
の

調
査

と体
組

成
の

測
定

に
つ

い
て

、内
容

や
⽅

法
の

説
明

。 

資
料

に
基

づ
き

、計
算

法
や

測
定

法
の

⽅
法

と注
意

事
項

を
説

明
す

る
。 

 

展
 

開
 

9:
15

〜
 

10
:1

5 
 

60
分

 
  

各
計

算
法

の
調

査
実

施
 

各
測

定
法

の
測

定
実

施
 

 

   

○
 

 
 

 
 

 

ま
 と め
 

10
:1

5〜
 

10
:3

0 
15

分
 

調
査

結
果

を
レ

ポ
ー

ト
に

し
て

提
出

す
る

為
、

レ
ポ

ー
トの

ま
とめ

⽅
の

説
明

 
     

2
週

間
の

期
間

内
に

調
査

結
果

を
レ

ポ
ー

ト
とし

て
纏

め
さ

せ
る

。ま
た

、⽣
活

習
慣

病
に

つ
い

て
、⾃

⼰
に

関
係

し
て

くる
内

容
な

ど
を

各
⾃

で
調

べ
、

レ
ポ

ー
ト

に
含

め
る

。 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
【計

算
法

】資
料

配
布

 
 ロー

レ
ル

指
数

法
 

BM
I指

数
法

 
標

準
体

重
法

 
  

【測
定

法
】測

定
器

使
⽤

 
 オ

ム
ロン

ハ
ン

ドタ
イプ

イン
ピ

ー
ダン

ス
法

 
タニ

タ全
⾝

測
定

⽤
イン

ピ
ー

ダン
ス

法
 

近
⾚

外
線

分
光

測
定

器
 

W
H

R
法

（
メジ

ャー
測

定
）

 
オ

ム
ロン

⾎
圧

計
 

 

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

各
⾃

の
健

康
に

関
す

る
内

容
とし

て
、⾃

分
の

⾝
体

に
つ

い
て

調
査

す
る

為
、誰

も
が

興
味

を
持

って
取

り組
む

こと
が

で
き

て
⾮

常
に

良
か

った
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
教

科
書

に
書

い
て

あ
る

事
を

学
ぶ

だ
け

で
は

な
く、

実
際

に
⾃

分
の

⾝
体

を
計

測
測

定
す

る
こと

で
、⾃

⼰
は

どう
で

あ
る

か
？

 
とい

う観
点

か
ら、

⽣
活

習
慣

を
振

り返
る

事
が

で
き

、と
て

も
興

味
を

持
って

学
習

して
い

る
。 

測
定

結
果

を
ま

とめ
考

察
して

レ
ポ

ー
トに

して
提

出
させ

て
い

る
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 体
育

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 第
2

学
年

 M
科

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
8

年
1

⽉
15

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
Ⅱ

  
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 ⿇

草
 淳

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 チ

ー
ム

とし
て

の
戦

い
⽅

、⾃
分

の
役

割
に

つ
い

て
確

認
し

、実
践

す
る

。(
種

⽬
：

サ
ッカ

ー
) 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 各
⾃

が
⾃

分
の

能
⼒

に
応

じて
チ

ー
ム

に
貢

献
で

き
る

よ
うに

チ
ー

ム
で

の
話

し
合

い
を

重
視

した
。 

 他
チ

ー
ム

の
試

合
を

よ
く観

察
す

る
た

め
に

通
常

よ
りも

審
判

の
数

を
増

や
した

。 
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 か

らだ
を

動
か

す
こと

が
好

き
な

学
⽣

が
多

く、
体

育
授

業
に

対
して

積
極

的
で

あ
る

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

5 
 

15
分

 
授

業
の

説
明

 
ウ

ォー
ミン

グ
ア

ップ
 

■
説

明
 

   

 

展
 

開
 

10
:5

5〜
 

11
:0

5 
10

分
 

チ
ー

ム
ミー

テ
ィン

グ
 

☆
ポ

ジ
シ

ョン
、チ

ー
ム

とし
て

の
戦

い
⽅

な
どに

つ
い

て
経

験
者

を
中

⼼
に

話
し

合
い

ゲ
ー

ム
へ

の
準

備
を

す
る

。 
  

〇
 

11
:0

5〜
 

12
:0

5 
60

分
 

ゲ
ー

ム
15

分
×

2 
審

判
・球

拾
い

15
分

 
チ

ー
ム

練
習

15
分

 

☆
ミー

テ
ィン

グ
し

た
こ

とを
ゲ

ー
ム

で
実

践
す

る
。 

審
判

・球
拾

い
を

し
な

が
ら他

チ
ー

ム
の

戦
い

ぶ
りを

よ
く観

察
す

る
。 

チ
ー

ム
とし

て
の

課
題

を
話

し
合

い
、具

体
的

な
練

習
を

⾏
な

う。
 

 
 

ま
 と め
 

12
:0

5〜
 

12
：

10
 

5
分

 
ゲ

ー
ム

の
反

省
 

⽚
付

け
 

■
 

   

 

  

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 ゲ
ー

ム
の

み
な

らず
、審

判
・球

拾
い

へ
の

積
極

的
な

取
り組

み
が

⾒
られ

た
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 ゲ

ー
ム

前
の

チ
ー

ム
ミー

テ
ィン

グ
を

⾏
な

うこ
とで

、戦
い

⽅
に

関
す

る
意

識
が

⾼
ま

り、
ゲ

ー
ム

中
の

声
の

掛
け

合
い

が
増

え
た

。 
全

体
に

⾃
分

の
役

割
に

対
す

る
意

識
が

⾼
ま

り、
積

極
的

な
プ

レ
ー

に
繋

が
って

い
た

様
⼦

。 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

 特
に

な
し 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

〇
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

〇
 

 
③

構
造

化
 

 
〇

 
 

④
合

意
形

成
 

 
〇

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

〇
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 保
健

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 第
１

学
年

 D
科

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

27
年

5
⽉

20
⽇

（
⽔

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

Ⅱ
  

限
  

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 ⿇
草

 淳
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ⾃
分

の
「か

らだ
」と

⽣
活

習
慣

との
関

わ
りに

つ
い

て
考

え
る

こと
か

ら、
健

康
的

な
⽣

活
習

慣
へ

の
意

識
、実

践
⼒

を
⾼

め
る

。
 ま

た
、健

康
に

関
わ

る
測

定
器

の
正

しい
利

⽤
法

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ⼯
夫

：
体

組
成

計
に

加
え

、2
種

類
の

体
脂

肪
計

測
機

を
⽤

い
て

体
脂

肪
計

測
を

⾏
な

った
。 

 今
後

：
レ

ポ
ー

トの
内

容
を

充
実

させ
る

こと
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
教

員
の

話
に

対
して

⾮
常

に
反

応
が

良
い

学
⽣

が
多

い
半

⾯
、全

く関
⼼

を
⽰

さな
い

学
⽣

も
い

る
。全

体
とし

て
は

騒
が

し
く

な
りや

す
い

雰
囲

気
で

あ
る

の
で

、き
ち

ん
とけ

じめ
を

付
け

させ
る

必
要

が
あ

る
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ⾼
校

⽣
の

年
代

に
「健

康
」に

対
し

て
興

味
を

持
た

せ
る

こと
は

な
か

な
か

難
し

い
。そ

うい
う点

で
、学

⽣
が

積
極

的
に

授
業

に
取

り組
む

た
め

の
⼯

夫
は

⾮
常

に
重

要
とな

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

5 
 

15
分

 
授

業
の

説
明

 
■

説
明

 
 

展
 

開
 

10
:5

5〜
 

11
:5

5 
 

60
分

 
 

各
⾃

が
以

下
の

計
測

を
⾏

な
う。

 
 ・体

組
成

計
測

 
・体

脂
肪

計
測

 
  

イン
ピ

ー
ダン

ス
法

 
  

近
⾚

外
線

分
光

法
 

・⾎
圧

計
測

 
・⾝

⻑
計

測
 

・肥
満

度
計

算
 

〇
学

習
 

計
測

の
合

間
に

は
計

測
結

果
の

ま
とめ

⽣
活

習
慣

の
振

り返
りな

どを
⾏

な
う。

 
 

〇
 

ま
 と め
 

11
:5

5〜
 

12
:1

0 
15

分
 

レ
ポ

ー
トの

ま
とめ

⽅
説

明
 

 
■

説
明

 
 

 

   

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 授
業

内
で

は
全

員
が

⾃
分

の
か

らだ
に

興
味

を
持

ち
意

欲
的

に
取

り組
む

様
⼦

が
⾒

られ
た

。 
今

回
の

授
業

で
は

、計
測

の
結

果
と⽣

活
習

慣
との

関
わ

り、
今

後
の

実
⽣

活
で

の
実

践
ま

で
考

え
ま

とめ
る

こと
が

⽬
的

で
あ

り、
AL

最
⼤

の
⼭

場
は

レ
ポ

ー
トの

作
成

場
⾯

に
あ

る
と考

え
て

い
た

。し
か

し、
後

⽇
提

出
され

た
レ

ポ
ー

トで
は

期
待

す
る

よ
う

な
内

容
ま

で
⾄

って
い

な
い

も
の

が
散

⾒
され

た
。 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 ⾃

分
の

か
らだ

に
関

す
る

計
測

は
興

味
深

く取
り組

ん
で

い
た

。 
異

な
る

⽅
法

で
計

測
した

体
脂

肪
率

に
つ

い
て

、結
果

の
違

い
に

興
味

を
持

って
い

た
。 

⾎
圧

が
些

細
な

こと
で

変
動

す
る

こと
に

気
が

付
い

て
い

た
。 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 特

に
な

し 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

〇
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

〇
 

 
③

構
造

化
 

 
〇

 
 

④
合

意
形

成
 

 
〇

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

〇
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

物
理

A 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

 
電

⼦
制

御
⼯

学
科

(D
)/

環
境

都
市

⼯
学

科
(C

)/
建

築
学

科
(A

) 
実

施
⽇

：
平

成
28

年
2

⽉
8

⽇
（

⽉
曜

⽇
）

(A
) 

平
成

28
年

2
⽉

15
⽇

（
⽉

曜
⽇

）
(D

,C
)

実
施

時
限

：
 1

限
(D

,A
),

 2
限

(C
)

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 菅
 菜

穂
美

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 実

験
を

通
じ

て
ݒ	
െ
グ	ݐ

ラフ
の

傾
き

か
ら重

⼒
加

速
度

の
値

が
求

ま
る

こと
を

理
解

す
る

。 
 ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 実

験
の

途
中

に
説

明
・発

問
を

⾏
い

、全
員

で
考

え
る

時
間

を
設

け
た

。 
 対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 真
⾯

⽬
に

実
験

を
す

る
学

⽣
が

⼤
部

分
で

あ
った

が
、注

意
散

漫
の

学
⽣

が
数

名
い

た
。 

 結
果

を
求

め
た

ら満
⾜

して
しま

う学
⽣

が
少

な
か

らず
い

た
の

で
、考

察
す

る
よ

うに
促

した
。 

 科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 実
験

中
は

ス
タッ

フ２
名

で
巡

回
し、

随
時

質
問

に
対

応
した

。 
 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
15

  
15

分
 

実
験

の
⽬

的
及

び
⼿

順
の

説
明

 
■

教
員

が
演

⽰
実

験
を

⾏
い

、⼿
順

を
説

明
す

る
。 

 

展
 

開
 

9:
15

〜
 

9:
40

 
25

分
 

落
下

実
験

 
☆

3
⼈

で
1

班
を

構
成

。1
⼈

1
回

ず
つ

実
験

を
⾏

う。
紙

テ
ー

プ
を

2
打

点
ご

と
に

切
り、

グ
ラフ

⽤
紙

に
貼

付
す

る
。 

 

○
 

9:
40

〜
 

9:
55

 
15

分
 

 
グ

ラフ
及

び
重

⼒
加

速
度

の
求

め
⽅

の
説

明
 

 

■
グ

ラ
フの

縦
軸

・横
軸

の
物

理
量

及
び

⽬
盛

り幅
を

説
明

す
る

。グ
ラフ

の
傾

き
か

ら
重

⼒
加

速
度

の
値

が
求

ま
る

こ
とを

説
明

す
る

。 

 

9:
55

〜
 

10
:1

5 
20

分
 

重
⼒

加
速

度
を

求
め

る
。 

結
果

を
考

察
す

る
。 

☆
重

⼒
加

速
度

の
値

と相
対

誤
差

を
求

め
る

。誤
差

が
⽣

じ
た

原
因

を
考

察
し

、
精

度
を

⾼
め

る
⼯

夫
を

考
案

す
る

。 
 

○
 

ま
 と め
 

10
:1

5〜
 

10
:3

0 
15

分
 

結
果

と
考

察
内

容
を

班
で

共
有

し、
議

論
す

る
。 

道
具

を
⽚

づ
け

る
。 

教
員

に
よ

る
ま

とめ
は

次
回

の
授

業
の

冒
頭

で
⾏

う。
 

○
 

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
物

理
実

験
ノ

ー
ト

（
数

研
出

版
）

pp
.4

-5
 「

2.
重

⼒
加

速
度

g
の

測
定

」を
印

刷
し

、配
布

した
。 

  

ݒ
െ
グݐ

ラフ
の

作
成

 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
結

果
・考

察
の

共
有

が
上

⼿
く出

来
て

い
る

班
と出

来
て

い
な

い
班

が
あ

った
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
授

業
の

冒
頭

で
⼀

気
に

説
明

す
る

よ
りも

、作
業

とデ
ー

タ処
理

の
間

に
説

明
時

間
を

設
け

た
こと

で
、昨

年
よ

りク
ラス

全
体

の
理

解
度

が
⾼

ま
った

と思
わ

れ
る

。 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

通
常

の
授

業
期

間
で

は
時

間
が

取
れ

ず
、補

講
を

1
時

限
設

け
て

実
験

を
⾏

った
。 

15
回

の
授

業
の

中
に

組
み

⼊
れ

る
の

は
時

間
的

に
困

難
な

状
況

で
あ

る
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 数
学

Ａ
II

 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

１
年

環
境

都
市

⼯
学

科
 

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

 ２
⽉

１
０

⽇
（

⽔
曜

⽇
）

 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 Ｉ

 限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 北
川

真
也

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

専
⾨

科
⽬

と関
連

の
深

い
，

三
⾓

関
数

の
合

成
を

理
解

す
る

。 
 ・

三
⾓

関
数

の
合

成
を

応
⽤

した
問

題
も

解
け

る
よ

うに
な

る
。 

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

教
科

書
とリ

ン
クし

た
課

題
を

設
定

して
，

学
⽣

が
⾃

主
的

に
復

習
し

易
い

よ
うに

配
慮

す
る

。 
 ・

宿
題

を
課

し
て

，
⼀

層
の

習
熟

を
図

る
。 

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
概

ね
熱

⼼
に

取
り組

ん
で

い
る

。 
 ・

理
解

の
早

い
学

⽣
が

，
理

解
が

遅
め

の
学

⽣
に

教
え

て
，

教
え

る
⽅

も
理

解
が

深
ま

って
い

る
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
年

間
を

通
し

て
学

ぶ
べ

き
分

量
が

多
い

基
礎

科
⽬

の
た

め
，

創
造

させ
る

時
間

を
確

保
し難

い
。 

 ・
定

理
や

公
式

を
学

⽣
⾃

⾝
が

再
発

⾒
で

き
る

こと
が

理
想

で
は

あ
る

が
，

他
教

科
と連

携
し

た
動

機
付

け
が

難
しい

。 
 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
15

  
15

分
 

三
⾓

関
数

の
加

法
定

理
 

■
：

先
週

の
講

義
を

振
り返

りな
が

ら，
 

公
式

が
導

か
れ

る
流

れ
を

復
習

す
 

る
。 

 

展
 

開
 

9:
15

〜
 

9:
40

 
25

分
 

三
⾓

関
数

の
合

成
の

基
礎

 
 

■
：

教
科

書
の

例
題

を
理

解
す

る
。 

○
：

教
科

書
の

基
本

的
な

⽔
準

の
問

を
解

く。
 

 

 

9:
40

〜
 

9:
55

 
15

分
 

 
三

⾓
関

数
の

合
成

の
応

⽤
 

 

○
：

５
⼈

ま
た

は
６

⼈
グ

ル
ー

プ
を

作
 

り，
教

科
書

の
章

末
に

あ
る

練
習

問
題

の
解

答
例

を
理

解
す

る
。 

 

○
 

9:
55

〜
 

10
:2

0 
25

分
 

三
⾓

関
数

の
合

成
の

応
⽤

 
 

☆
：

５
⼈

ま
た

は
６

⼈
グ

ル
ー

プ
を

作
 

り，
上

述
の

配
布

プ
リン

トを
参

考
 

に
して

，
練

習
問

題
の

類
似

を
解

 
く。

 
 

○
 

ま
 と め
 

10
:2

0〜
 

10
:3

0 
10

分
 

三
⾓

関
数

の
基

礎
と応

⽤
 

■
：

要
点

を
再

度
確

認
す

る
。 

○
：

三
⾓

関
数

の
合

成
の

応
⽤

問
題

を
宿

題
とし

て
受

け
⼊

れ
る

。 

○
 

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
冬

季
休

業
中

に
基

本
的

な
三

⾓
関

数
の

グ
ラ

フを
復

習
し

て
お

くよ
うに

指
⽰

し
た

が
，

必
ず

し
も

弧
度

法
に

慣
れ

き
って

い
な

い
。 

しか
し，

ね
らい

通
り，

級
友

た
ち

と知
識

を
補

い
な

が
ら理

解
を

深
め

て
い

た
。 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
宿

題
に

も
熱

⼼
に

取
り組

ん
で

い
る

。 
創

造
的

な
活

動
の

時
間

も
確

保
した

い
。

 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
宿

題
を

忘
れ

る
学

⽣
も

い
る

。 
こち

らか
ら丁

寧
な

解
答

例
を

⽰
す

こと
で

，
学

習
時

間
を

短
縮

で
き

る
側

⾯
も

あ
る

が
，

⼀
⽅

で
創

造
⼒

を
養

う機
会

を
奪

って
しま

う。
 

時
間

配
分

が
難

し
い

。 
ま

た
，

新
しい

概
念

の
習

得
よ

りも
，

単
純

な
計

算
ミス

で
諦

め
る

学
⽣

が
少

な
くな

い
。 

そ
こで

，
陳

腐
な

計
算

で
も

丁
寧

に
フォ

ロー
し

て
お

け
ば

取
りこ

ぼ
しを

減
らせ

る
が

，
冒

頭
の

よ
うな

問
題

が
⽣

じる
。 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 数
学

AⅡ
 

通
年

・前
期

・後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
  

  
  

3
年

環
境

都
市

⼯
学

科
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 2

⽉
  

5
⽇

（
 ⾦

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
３

 限
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 ⼋
⽊

真
太

郎
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

ら
い

：
 

 微
分

⽅
程

式
は

あ
らゆ

る
⽅

⾯
で

汎
⽤

性
が

⾼
く，

これ
に

対
す

る
数

学
か

らの
ア

プ
ロ

ー
チ

⽅
法

を
⾝

に
着

け
る

．
ま

た
，

微
分

⽅
程

式
を

解
く過

程
で

微
積

分
の

計
算

技
術

の
定

着
を

図
りた

い
．

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 基

本
とな

る
発

想
や

⼿
法

に
加

え
て

急
所

を
明

⽰
し，

そ
こか

ら実
際

の
問

題
に

ア
プ

ロ
ー

チ
して

い
く．

 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 教
員

に
対

して
も

，
各

学
⽣

間
で

も
概

ね
好

意
的

に
接

して
い

る
．

 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 学

⽣
間

の
や

る
気

や
学

⼒
に

⼤
き

な
開

き
が

あ
り，

学
⽣

間
の

議
論

が
必

ず
し

も
成

⽴
し

な
い

．
勉

強
の

仕
⽅

⾃
体

を
学

⼒
に

開
き

が
あ

る
学

⽣
間

で
指

導
しあ

うの
は

困
難

で
，

あ
る

程
度

授
業

者
が

個
別

に
対

応
しな

け
れ

ば
い

け
な

い
．

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

 1
3:

00
 

〜
13

:0
5 

５
分

 
問

題
提

⽰
 

 
 

 

   展 開
   

  

13
:0

5 
〜

14
:2

5 
80

分
 

 
演

習
及

び
解

説
 

     

1
階

線
形

⽅
程

式
を

求
積

法
で

解
か

せ
た

．
積

分
の

技
巧

を
要

す
る

た
め

，
1

つ
1

つ
丁

寧
に

振
り返

らせ
た

．
 

２
階

線
形

⽅
程

式
を

特
性

⽅
程

式
を

使
う⽅

法
で

解
か

せ
た

．
解

の
構

造
が

ポ
イン

トと
な

る
．

 
 教

員
か

らは
質

問
を

徹
底

的
に

細
分

し
て

で
き

る
だ

け
多

くの
学

⽣
に

回
答

さ
せ

た
．

 
 

    ○
 

ま
 と め
 

14
:2

5 
〜

14
:3

0 
５

分
 

ま
とめ

 
     

解
く⼿

順
に

絞
って

簡
潔

に
こ

の
時

間
の

復
習

を
した

．
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
な

し 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

狙
い

通
りの

⽅
向

に
学

⽣
の

関
⼼

や
議

論
が

進
ん

だ
．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

プ
リン

トを
配

布
した

り，
簡

単
な

数
値

計
算

の
結

果
を

提
⽰

し
た

りし
て

も
良

か
った

か
と思

う．
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
⼤

多
数

の
学

⽣
は
❝

試
験

の
た

め
❞

に
勉

強
す

る
傾

向
が

あ
る

が
，

この
段

階
を

超
え

た
学

⽣
が

何
⼈

か
現

れ
，

授
業

者
とし

て
も

や
りが

い
が

あ
った

．
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
○

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

 
構

造
化

 
 

○
 

 
④

 
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
構

学
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 第
３

学
年

 機
械

⼯
学

科
 

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
７

⽉
１

６
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

Ⅲ
 限

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
 ⼭

⽥
 実

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ⾃

分
の

⼿
で

機
構

を
組

み
⽴

て
て

，
実

際
の

動
き

を
確

か
め

る
こと

で
機

構
の

動
き

の
イメ

ー
ジ

を
持

た
せ

る
．

 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 レ

ゴ
マ

イン
ドス

トー
ム

を
⽤

い
る

こと
で

，
簡

単
に

さま
ざ

ま
な

機
構

を
試

す
こと

が
で

き
る

よ
うに

した
．

 
 グ

ル
ー

プ
内

で
作

った
機

構
を

他
の

グ
ル

ー
プ

に
も

紹
介

して
，

お
互

い
に

刺
激

を
あ

た
え

た
．

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 教
科

書
に

あ
る

絵
で

は
動

き
が

理
解

しに
くい

よ
うで

あ
った

が
，

実
際

に
動

くの
を

⾒
て

関
⼼

を
持

った
よ

うで
あ

る
．

 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 幾

何
学

的
な

位
置

関
係

を
求

め
た

り，
数

式
の

導
出

が
多

い
の

で
，

各
⾃

で
導

出
して

い
くよ

うな
授

業
が

で
き

る
．

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
 

１
３

：
１

５
  

１
５

分
学

習
の

流
れ

，
レ

ゴ
ブ

ロ
ック

の
説

明
 

■
レ

ゴ
ブ

ロ
ック

の
扱

い
に

つ
い

て
注

意
事

項
を

話
す

．
 

 

展
 

開
 

１
３

:１
５

〜
 

１
３

:３
０

 
１

５
分

４
節

リン
ク

の
グ

ラ
ス

ホ
フ

の
定

理
が

成
り⽴

つ
か

確
か

め
る

．
 

○
さま

ざ
ま

⻑
さの

リン
クを

使
って

４
節

リ
ン

クを
作

り，
最

短
節

が
完

全
回

転
す

る
組

み
合

わ
せ

を
⾒

つ
け

る
．

 
 

○
 

１
３

:３
０

〜
 

１
３

:４
５

 
１

５
分

ク
ラ

ン
ク

ス
ラ

イ
ダ

ー
機

構
の

作
成

 
○

レ
ゴ

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

とで
す

べ
り対

偶
を

作
る

．
 

 

○
 

１
３

:４
５

〜
 

１
４

:１
５

 
３

０
分

直
線

近
似

あ
る

い
は

直
線

運
動

機
構

の
作

成
 

☆
ポ

ー
ス

リエ
の

機
構

，
ス

コ
ット

・ラ
ッセ

ル
機

構
な

どの
作

成
．

 
 

○
 

ま
 と め
 

１
４

:１
５

〜
 

１
４

:３
０

 
１

５
分

レ
ゴ

ブ
ロッ

クの
⽚

付
け

 
 

■
⽚

付
け

る
前

に
作

成
し

た
機

構
を

全
員

に
紹

介
す

る
．

 
 

   

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

⾃
分

の
⼿

で
機

構
を

動
か

す
こと

で
機

構
の

動
き

の
イメ

ー
ジ

が
つ

か
め

た
よ

うで
あ

った
．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

こち
らが

想
定

して
い

な
い

レ
ゴ

ブ
ロッ

クの
組

み
合

わ
せ

で
ス

ライ
ダー

を
作

成
した

りし
て

い
て

，
新

た
な

発
⾒

が
あ

った
．

 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
多

くの
レ

ゴ
の

セ
ット

が
必

要
で

あ
る

が
，

教
室

ま
で

の
運

搬
は

学
⽣

が
進

ん
で

⼿
伝

って
くれ

た
．

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

計
測

⼯
学

  
前

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

４
⽉

２
３

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 Ⅰ

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
⼩

栗
 久

和
  

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 測
定

値
の

誤
差

分
布

の
統

計
的

な
取

扱
い

を
、実

際
の

⻑
さ測

定
に

よ
り理

解
させ

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
ス

テ
ン

レ
ス

製
円

柱
の

直
径

を
マ

イク
ロメ

ー
タで

測
定

させ
、ク

ラス
の

測
定

値
の

分
布

か
ら、

誤
差

分
布

を
学

習
させ

る
。 

 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ・
授

業
に

対
す

る
反

応
は

とて
も

良
い

が
、基

礎
学

⼒
が

極
め

て
低

い
学

⽣
が

１
／

４
程

度
い

る
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
 ・

授
業

は
諸

物
理

量
の

測
定

や
、統

計
的

な
処

理
が

対
象

とな
る

た
め

、グ
ル

ー
プ

で
取

り組
む

授
業

は
導

⼊
しや

す
い

。 
 ・

測
定

機
器

を
多

く揃
え

る
必

要
が

あ
る

た
め

、こ
の

点
は

経
費

的
に

難
しい

⾯
も

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

９
:0

5〜
 

９
:2

0 
15

分
 

マ
イ

ク
ロ

メ
ー

タ
の

取
扱

い
に

つ
い

て
説

明
。 

■
 

  

 

展
 

開
 

９
:2

0〜
 

10
:0

5 
45

分
 

マ
イ

ク
ロ

メ
ー

タ
とス

テ
ン

レ
ス

製
円

柱
を

各
列

に
配

布
。2

⼈
1

組
で

測
定

し
、配

布
⽤

紙
に

値
を

記
録

す
る

。測
定

が
終

了
し

た
ら

、
順

次
後

⽅
に

送
る

。 
 

〇
☆

 
   

〇
 

10
:0

5〜
 

10
:2

0 
15

分
 

 
記

録
⽤

紙
を

配
布

。 
ヒ

ス
ト

グ
ラ

ム
作

成
⽅

法
の

説
明

。 
 

■
 

 

ま
 と め
 

10
:2

0〜
 

10
:3

0 
10

分
 

課
題

と今
後

の
展

開
に

つ
い

て
説

明
。 

 

■
 

 

     

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

           

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 被

測
定

物
の

直
径

の
精

度
が

⾼
す

ぎ
て

、ほ
とん

どば
らつ

き
が

な
く、

誤
差

分
布

を
説

明
す

る
資

料
とし

て
は

不
適

切
だ

った
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 相

互
に

教
え

合
うこ

とで
、理

解
が

深
ま

る
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

〇
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

〇
 

 
③

構
造

化
 

 
〇

 
 

④
合

意
形

成
 

 
〇

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
〇
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 ⼯
業

⼒
学

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

２
⽉

４
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
 Ⅰ

限
  

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
 ⽯

丸
和

博
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 過
去

に
期

末
試

験
で

出
題

し
た

問
題

を
解

き
、こ

れ
ま

で
の

授
業

中
で

の
演

習
問

題
か

らで
は

分
か

り切
れ

な
か

った
とこ

ろ
を

抽
出

す
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 事

前
に

問
題

を
配

布
し

、ど
の

よ
うな

問
題

で
あ

る
か

は
確

認
させ

て
い

る
。今

後
、グ

ル
ー

プ
学

習
に

て
理

解
を

深
め

られ
る

よ
う

に
す

る
。ま

た
、代

表
者

に
⿊

板
上

で
書

か
せ

る
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 概

ね
真

⾯
⽬

に
取

り組
ん

で
い

る
。 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 予
習

の
段

階
で

問
題

が
解

け
る

ほ
どの

知
識

を
得

る
こと

は
難

し
い

。最
初

の
⽅

の
⽐

較
的

簡
単

な
章

で
は

反
転

学
習

等
も

可
能

か
と思

わ
れ

る
が

、難
易

度
が

⾼
くな

る
と反

転
学

習
に

は
相

当
の

⼯
夫

が
必

要
と思

わ
れ

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

９
：

０
０

〜
 

９
：

１
０

 
 

10
分

 
問

題
の

簡
単

な
説

明
 

■
：

問
題

の
説

明
 

 

展
 

開
 

９
：

１
０

 
９

：
４

０
 

30
分

 
問

題
を

解
か

せ
る

。 
○

・☆
：

問
題

の
解

答
 

   

○
 

 
 

      

 
 

ま
 と め
 

９
：

４
０

 
１

０
：

０
０

 
20

分
 

解
き

⽅
の

解
説

 
     

■
：

模
範

解
答

の
提

⽰
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 概
ね

展
開

で
き

た
と考

え
て

い
る

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 学
習

す
る

時
間

を
与

え
て

も
、や

る
気

の
な

い
学

⽣
は

どう
して

も
出

て
き

て
しま

う。
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 や

る
気

の
な

い
学

⽣
を

出
さな

い
よ

うに
す

る
に

は
、グ

ル
ー

プ
学

習
を

させ
る

の
が

効
果

的
と感

じ
た

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 流
体

機
械

 
前

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

５
年

・機
械

⼯
学

科
 

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
６

⽉
８

⽇
（

⽉
曜

⽇
）

 
実

施
時

限
：

Ⅱ
限

 
教

員
名

：
中

⾕
 淳

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 同

研
究

室
の

所
属

す
る

学
⽣

を
１

グ
ル

ー
プ

とし
て

、学
⽣

同
⼠

の
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
⼒

の
向

上
 

 課
題

に
対

す
る

調
査

能
⼒

の
向

上
、膨

⼤
な

情
報

か
ら必

要
な

情
報

を
取

捨
選

択
す

る
能

⼒
の

向
上

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 本

年
度

は
試

験
的

に
実

施
し

た
た

め
特

筆
す

べ
き

こと
は

無
い

が
、次

年
度

に
関

し
て

は
、夏

季
休

業
中

に
参

加
し

た
中

堅
教

員
研

修
で

学
ん

だ
AL

技
法

を
可

能
な

範
囲

で
取

り⼊
る

こと
が

出
来

れ
ば

と考
え

て
い

る
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 意

外
に

き
ち

ん
と対

応
して

い
る

 
 興

味
の

有
無

に
応

じて
、掘

り下
げ

た
調

査
を

⾏
うか

どう
か

の
個

⼈
差

は
あ

る
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 担
当

して
い

る
科

⽬
に

関
して

は
、科

⽬
の

特
徴

や
特

性
は

AL
と殆

ど関
係

な
い

と考
え

て
い

る
。む

し
ろ

授
業

担
当

教
員

の
専

⾨
性

と技
能

お
よ

び
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
が

AL
の

導
⼊

に
深

く関
係

して
い

る
と思

わ
れ

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導 ⼊
 

10
:4

5〜
 

11
:1

0 
25

分
 

後
期

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

、お
よ

び
推

進
装

置
に

関
す

る
説

明
 

推
進

装
置

に
関

す
る

概
要

の
説

明
（
■、

※
）

 
グ

ル
ー

プ
学

習
（
○、

※
）

 
 

 

展 開
 

11
:1

0〜
 

12
:4

0 
30

分
 

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
調

査
課

題
検

討
 

多
様

な
推

進
装

置
が

あ
る

中
で

、グ
ル

ー
プ

ご
とに

どの
推

進
装

置
（

具
体

的
な

種
類

）
を

選
択

す
る

か
の

検
討

（
○、

※
）

 

○ 

12
:4

0〜
 

12
:1

0 
30

分
 

グ
ル

ー
プ

で
の

調
査

 
グ

ル
ー

プ
ご

とに
調

査
。イ

ン
タ

ー
ネ

ット
検

索
や

図
書

館
の

利
⽤

を
可

とし
た

（
○

、
※

）
 

 

○ 

ま
 と め
 

適
宜

 
適

宜
 

調
査

内
容

に
関

す
る

コ
メ

ン
トや

ア
ドバ

イス
 

グ
ル

ー
プ

学
習

は
授

業
数

回
に

亘
って

実
施

し
た

の
で

、適
宜

、グ
ル

ー
プ

を
巡

回
し

た
（

※
）

 
 

 

    

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
担

当
教

員
作

成
の

ス
ライ

ド（
抜

粋
）

 
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 試

⾏
的

な
実

施
で

あ
った

た
め

AL
とし

て
の

質
は

さて
お

き
、⼀

応
当

初
の

狙
い

通
りに

実
施

で
き

た
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 特

に
な

し 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

 A
L

の
技

法
を

知
らず

に
実

践
す

る
よ

りも
、知

った
上

で
実

践
した

⽅
が

AL
とし

て
の

体
裁

は
整

うか
も

しれ
な

い
。 

 A
L

を
授

業
で

実
践

す
る

場
合

は
、項

⽬
を

絞
り、

か
つ

学
⽣

が
⾝

に
付

け
る

事
項

を
具

体
化

させ
る

こと
が

重
要

で
あ

る
と感

じ
た

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

 
 

○（
割

と学
⽣

任
せ

）
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
（

グ
ル

ー
プ

を
研

究
室

単
位

に
した

⼯
夫

）
 

 

③
 

構
造

化
 

 
 

○
（

教
員

の
経

験
値

不
⾜

）
 

④
 

合
意

形
成

 
 

○
（

必
要

に
応

じ
た

ア
ド

バ
イ

ス
程

度
）

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○（
プ

レ
ゼ

ン
に

よ
る

共
有

）
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 材
料

学
Ⅰ

 
前

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

3
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

7
年

6
⽉

22
⽇

（
⽉

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

 1
  

  
 限

  
  

  
  

  
  

  
 

教
員

名
：

 本
塚

 智
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 状
態

図
の

読
み

⽅
を

理
解

す
る

こと
 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 学
⽣

同
⼠

で
教

え
あ

うこ
とで

、状
態

図
に

関
す

る
理

解
を

深
め

る
よ

うに
⼼

が
け

た
。 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 授

業
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
の

差
が

⼤
き

い
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 暗
記

が
多

い
の

で
反

転
授

業
の

導
⼊

が
難

し
い

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
10

  
10

分
 

背
景

の
説

明
 

■
状

態
図

の
読

み
⽅

の
原

則
を

説
明

 
 

展
 

開
 

9:
10

〜
 

10
:1

0 
60

分
 

状
態

図
か

ら
の

合
⾦

の
組

成
と

相
の

⽐
率

の
読

み
取

り 

○
原

則
に

従
って

状
態

図
を

使
うこ

とで
、

合
⾦

の
組

成
と相

の
⽐

率
が

読
み

取
れ

る
こと

を
体

験
して

も
らう

 

○
 

 
 

 
 

 

ま
 と め
 

10
:1

0〜
 

10
:3

0 
20

分
 

学
⽣

に
教

室
の

前
に

出
て

も
ら

い
、

例
題

の
解

説
を

させ
る

。 
      

☆
学

⽣
同

⼠
で

説
明

・指
摘

し
あ

うこ
と

で
理

解
を

深
め

る
 

   

 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

  
  

 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

で
き

た
。 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
6
人

1
組

で
島

を
作

り
、
そ

の
島

ご
と

に
課

題
に

取
り

組
ま

せ
た

。
一

人
で

も
で

き
る

子
が

い
れ

ば
、
普

段
余

り
取

り

組
ま

な
い

よ
う

な
子

も
影

響
さ

れ
て

、
意

欲
を

持
っ

て
取

り
組

ん
で

い
た

点
が

印
象

的
で

あ
っ

た
。

 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
特

に
な

し 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 コ
ン

ピ
ュー

タリ
テ

ラシ
 

前
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

2
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

7
⽉

14
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

 3
  

  
 限

  
  

  
  

  
  

  
 

教
員

名
：

 本
塚

 智
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ワ
ー

プ
ロソ

フト
の

使
い

⽅
を

理
解

す
る

こと
 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ⾃
分

の
好

き
な

趣
味

を
ま

とめ
させ

る
こと

で
、よ

り興
味

を
持

って
ワ

ー
プ

ロソ
フト

の
使

い
⽅

を
修

得
で

き
る

よ
うに

した
。 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 授

業
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョン
の

差
が

⼤
き

い
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ⽐
較

的
反

転
授

業
は

や
りや

す
い

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:1

0 
 

10
分

 
背

景
の

説
明

 
■

ワ
ー

プ
ロソ

フト
の

使
い

⽅
の

説
明

 
 

展
 

開
 

13
:1

0〜
 

14
:1

0 
60

分
 

趣
味

を
ワ

ー
プ

ロ
ソ

フト
で

ま
とめ

る
 

○
最

低
限

の
使

い
⽅

を
ま

とめ
た

ファ
イ

ル
を

配
布

し
、あ

とは
⾃

分
た

ち
で

使
い

な
が

らソ
フト

の
使

い
⽅

を
学

ぶ
 

○
 

 
 

 
 

 

ま
 と め
 

14
:1

0〜
 

14
:3

0 
20

分
 

早
く終

わ
った

学
⽣

に
は

、
終

わ
って

い
な

い
学

⽣
に

教
え

る
よ

うに
促

す
 

      

☆
学

⽣
同

⼠
で

説
明

・指
摘

し
あ

うこ
と

で
理

解
を

深
め

る
 

   

 

  

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

  

 

 

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
概

ね
で

き
た

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

中
学

校
な

ど
で

あ
る

程
度

ワ
ー

ド
を

教
わ

っ
て

い
る

か
と

思
っ

て
い

た
が

、
予

想
以

上
に

使
い

こ
な

せ
る

子
は

少
な

く
、
ほ

ぼ
ゼ

ロ
か

ら
の

ス
タ

ー
ト

に
近

か
っ

た
。
一

方
で

、
要

領
の

良
い

子
は

課
題

の
仕

上
が

り
も

早
い

が
、
気

質
の

問
題

な
の

か
、

他
の

子
に

教
え

る
と

い
う

場
面

は
、

促
さ

な
い

限
り

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
特

に
な

し 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
械

⼯
学

実
習

Ⅰ
 

通
年

・前
期

・後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 2
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

7
年

 5
⽉

 2
8

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
 Ⅲ

・Ⅳ
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 宮

藤
 義

孝
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

  
 各

種
⼯

作
法

を
習

得
し、

機
械

操
作

が
で

き
る

。今
回

は
フラ

イス
盤

作
業

に
つ

い
て

. 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
  

 加
⼯

図
⾯

を
理

解
す

る
た

め
の

デ
ィス

カッ
シ

ョン
の

導
⼊

, 
加

⼯
段

取
りを

グ
ル

ー
プ

に
分

け
考

え
させ

た
..

 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

  
 か

な
り元

気
の

良
い

クラ
ス

で
す

.問
い

か
け

に
は

⼤
声

で
皆

答
え

て
くれ

る
. 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

  
触

った
こと

の
な

い
機

械
の

作
業

が
増

え
る

の
で

, 
学

⽣
は

操
作

を
覚

え
る

の
に

苦
労

す
る

よ
うで

あ
る

. 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
20

  
20

分
 

フラ
イス

盤
に

つ
い

て
 

■
⽤

語
に

つ
い

て
の

説
明

お
よ

び
⼯

作
物

を
付

け
ず

に
, 

フラ
イス

盤
を

操
作

させ
る

.
  

 

展
 

開
 

9:
20

〜
 

9:
50

 
30

分
 

正
し

い
フ

ラ
イ

ス
盤

の
操

作
⽅

法
の

説
明

 
○

機
械

の
部

分
名

称
と操

作
⽅

法
を

学
ぶ

.双
⽅

向
で

の
展

開
. 

  

○
 

9:
50

〜
 

10
:2

0 
30

分
 

 
フラ

イス
盤

加
⼯

 
 

☆
ジ

ョブ
の

学
⽣

全
体

へ
問

い
か

け
, 

そ
の

後
, 

個
⼈

へ
問

い
か

け
る

. 
必

ず
, 

理
由

を
聞

き
, 

正
し

い
操

作
⽅

法
を

徹
底

的
に

伝
授

す
る

. 
 

○
 

ま
 と め
 

9:
50

〜
 

10
:0

0 
10

分
 

⽚
付

け
, 

整
理

整
頓

 
  

    

 

  

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

材
・関

連
の

資
料

は
著

作
権

が
あ

り,
 

掲
載

不
可

. 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

鋼
が

切
削

され
る

場
⾯

は
を

学
⽣

は
楽

し
い

よ
うで

, 
保

護
メガ

ネ
を

装
着

して
ま

じま
じと

⾒
て

い
る

. 
  

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

  
説

明
に

な
る

ほ
どと

思
わ

せ
る

こと
で

操
作

の
仕

⽅
に

印
象

が
残

る
よ

うだ
. 

 

 
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  

逐
⼀

教
え

る
よ

りも
, 

あ
る

程
度

⼀
⼈

で
⾏

わ
せ

る
ほ

うが
効

果
が

あ
る

か
も

し
れ

な
い

. 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
  

  
  

 ○
 

 
 

②
対

⼈
関

係
 

  
  

  
 ○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
  

  
  

 ○
 

 
④

合
意

形
成

 
  

  
  

 ○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

  
  

  
 ○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
械

⼯
作

法
Ⅰ

 
通

年
・前

期
・後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 2
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

7
年

 4
⽉

 2
4

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
 Ⅰ

限
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 宮

藤
 義

孝
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

応
⼒

－
ひ

ず
み

線
図

に
基

づ
く⾦

属
材

料
の

機
械

的
性

質
を

表
す

⽤
語

を
説

明
で

き
る

. 
   ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
  

 ⿊
板

に
⼤

き
く応

⼒
－

ひ
ず

み
線

図
を

描
か

せ
た

. 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

  
 か

な
り元

気
の

良
い

クラ
ス

で
す

.問
い

か
け

に
は

⼤
声

で
皆

答
え

て
くれ

る
. 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

  
 聞

い
た

こと
の

な
い

専
⾨

⽤
語

が
増

え
る

の
で

, 
学

⽣
は

覚
え

る
の

に
苦

労
す

る
よ

うで
あ

る
. 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
20

  
20

分
 

引
張

試
験

に
つ

い
て

 
■

⽤
語

に
つ

い
て

の
説

明
 

   

 

展
 

開
 

9:
20

〜
 

9:
50

 
30

分
 

応
⼒

－
ひ

ず
み

線
図

に
つ

い
て

説
明

 
○

専
⾨

⽤
語

と特
徴

を
学

ぶ
 

双
⽅

向
で

の
展

開
 

  

○
 

9:
50

〜
 

10
:2

0 
30

分
 

 
応

⼒
－

ひ
ず

み
線

図
を

 
板

書
させ

て
学

⽣
に

説
明

 
し

て
も

らう
.  

 

☆
ク

ラ
ス

の
学

⽣
全

体
へ

問
い

か
け

, 
そ

の
後

, 
個

⼈
へ

問
い

か
け

る
. 

 

○
 

ま
 と め
 

9:
50

〜
 

10
:0

0 
10

分
 

今
⽇

習
った

こ
との

お
さ

ら
い

. 
 

    

 

  

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

材
・関

連
の

資
料

は
著

作
権

が
あ

り,
 

掲
載

不
可

. 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

鋼
が

伸
び

て
破

断
す

る
こと

を
感

覚
的

に
教

え
る

こと
は

座
学

で
は

, 
や

は
り難

しい
. 

  
 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
  

写
真

な
どの

画
像

を
⾒

せ
る

と真
剣

に
⾒

て
い

る
.特

に
⾦

属
顕

微
鏡

で
観

察
した

試
料

な
ど.

 
 

 

 
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 あ

る
程

度
,鋼

へ
の

加
⼯

に
慣

れ
させ

て
か

ら応
⼒

等
を

教
え

る
な

ら効
果

が
あ

る
か

も
しれ

な
い

. 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
  

  
  

 ○
 

 
 

②
対

⼈
関

係
 

  
  

  
 ○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
  

  
  

 ○
 

 
④

合
意

形
成

 
  

  
  

 ○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

  
  

  
 ○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
械

⼯
作

法
Ⅱ

 
通

年
・前

期
・後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 2
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

7
年

 1
0

⽉
 2

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
 Ⅰ

限
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 宮

藤
 義

孝
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

  
 鋳

造
⽅

法
の

概
要

・特
徴

を
説

明
で

き
る

. 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
  

 ⿊
板

に
⼤

き
く鋳

型
断

⾯
の

図
を

描
か

せ
た

. 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

  
 か

な
り元

気
の

良
い

クラ
ス

で
す

.問
い

か
け

に
は

⼤
声

で
皆

答
え

て
くれ

る
. 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

  
 聞

い
た

こと
の

な
い

専
⾨

⽤
語

が
増

え
る

の
で

, 
学

⽣
は

覚
え

る
の

に
苦

労
す

る
よ

うで
あ

る
. 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
20

  
20

分
 

鋳
造

に
つ

い
て

 
■

⽤
語

に
つ

い
て

の
説

明
 

   

 

展
 

開
 

9:
20

〜
 

9:
50

 
30

分
 

砂
型

鋳
造

の
鋳

型
製

造
に

つ
い

て
 

○
専

⾨
⽤

語
と特

徴
を

学
ぶ

 
双

⽅
向

で
の

展
開

 
  

○
 

9:
50

〜
 

10
:2

0 
30

分
 

 
⿊

板
に

⼤
き

く鋳
型

断
⾯

 
の

図
を

描
か

せ
て

, 
説

明
 

を
させ

る
. 

  

☆
ク

ラ
ス

の
学

⽣
全

体
へ

問
い

か
け

, 
そ

の
後

, 
個

⼈
へ

問
い

か
け

る
. 

 

○
 

ま
 と め
 

9:
50

〜
 

10
:0

0 
10

分
 

今
⽇

習
った

こ
との

お
さ

ら
い

. 
 

    

 

  

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

材
・関

連
の

資
料

は
著

作
権

が
あ

り,
 

掲
載

不
可

. 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

鋼
が

16
00

℃
で

溶
解

す
る

こと
を

感
覚

的
に

教
え

る
こと

は
座

学
で

は
, 

や
は

り難
しい

. 
  

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

  
鋳

造
な

どの
動

画
を

⾒
せ

る
と真

剣
に

⾒
て

い
る

.特
に

製
鉄

所
現

場
の

動
画

は
印

象
に

残
る

よ
うだ

. 
 

 
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 あ

る
程

度
,実

際
の

鋳
造

を
作

業
させ

て
か

ら教
え

る
な

ら効
果

が
あ

る
か

も
しれ

な
い

. 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
  

  
  

 ○
 

 
 

②
対

⼈
関

係
 

  
  

  
 ○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
  

  
  

 ○
 

 
④

合
意

形
成

 
  

  
  

 ○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

  
  

  
 ○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
械

⼯
学

実
習

Ⅱ
 

通
年

・前
期

・後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 3
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

7
年

 4
⽉

 2
8

⽇
（

⽕
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
 Ⅲ

・Ⅳ
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 宮

藤
 義

孝
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

  
 各

種
⼯

作
法

を
習

得
し、

機
械

操
作

が
で

き
る

。今
回

は
フラ

イス
盤

作
業

に
つ

い
て

. 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
  

 加
⼯

図
⾯

を
理

解
す

る
た

め
の

デ
ィス

カッ
シ

ョン
の

導
⼊

, 
加

⼯
段

取
りを

グ
ル

ー
プ

に
分

け
考

え
させ

た
..

 
  対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

  
 2

年
⽣

と同
様

か
な

り元
気

の
良

い
クラ

ス
で

す
.問

い
か

け
に

は
⼤

声
で

皆
答

え
て

くれ
る

. 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
  

昨
年

⼀
度

操
作

して
い

る
の

で
, 

学
⽣

は
操

作
を

思
い

出
し,

 勝
⼿

に
加

⼯
で

き
る

技
量

に
な

って
い

る
..

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
05

  
5

分
 

フラ
イス

盤
に

つ
い

て
 

■
⽤

語
に

つ
い

て
の

説
明

お
よ

び
⼯

作
物

を
付

け
ず

に
, 

フラ
イス

盤
を

操
作

させ
る

.
  

 

展
 

開
 

9:
05

〜
 

9:
15

 
10

分
 

正
し

い
フ

ラ
イ

ス
盤

の
操

作
⽅

法
の

説
明

 
○

機
械

の
部

分
名

称
と操

作
⽅

法
を

思
い

出
させ

る
.双

⽅
向

で
の

展
開

. 
  

○
 

9:
50

〜
 

10
:2

0 
30

分
 

 
フラ

イス
盤

加
⼯

 
☆

ジ
ョブ

の
学

⽣
全

体
へ

問
い

か
け

, 
そ

の
後

, 
個

⼈
へ

問
い

か
け

る
. 

必
ず

, 
理

由
を

聞
き

, 
正

し
い

操
作

⽅
法

を
徹

底
的

に
伝

授
す

る
. 

  

○
 

ま
 と め
 

9:
50

〜
 

10
:0

0 
10

分
 

⽚
付

け
, 

整
理

整
頓

 
  

    

 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

材
・関

連
の

資
料

は
著

作
権

が
あ

り,
 

掲
載

不
可

. 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

鋼
が

切
削

され
る

場
⾯

は
を

学
⽣

は
楽

し
い

よ
うで

, 
保

護
メガ

ネ
を

装
着

して
昨

年
同

様
ま

じま
じと

⾒
て

い
る

. 
  

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

  
昨

年
同

様
, 

理
由

を
し

っか
りと

伝
え

, 
説

明
に

対
して

な
る

ほ
どと

思
わ

せ
る

こと
で

操
作

の
仕

⽅
に

印
象

が
残

る
よ

うだ
. 

 
 

 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  

逐
⼀

細
か

く教
え

る
よ

りも
, 

あ
る

程
度

⼀
⼈

で
⾏

わ
せ

る
ほ

うが
か

な
りの

効
果

が
あ

る
. 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
  

  
  

 ○
 

 
 

②
対

⼈
関

係
 

  
  

  
 ○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
  

  
  

 ○
 

 
④

合
意

形
成

 
  

  
  

 ○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

  
  

  
 ○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 も
の

づ
くり

⼊
⾨

 
通

年
・前

期
・後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

 機
械

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

 4
⽉

 3
0

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
 Ⅰ

限
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 宮

藤
 義

孝
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 も
の

づ
くり

に
関

わ
る

安
全

知
識

を
習

得
し

, 
適

切
な

作
業

を
す

る
こと

が
で

き
る

. 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 安

全
対

策
に

関
して

実
際

の
例

を
動

画
で

⾒
せ

, 
視

覚
的

に
印

象
に

残
る

よ
うに

した
. 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 例

年
に

⽐
較

して
, 

お
とな

しい
感

じ
が

す
る

.た
だ

, 
問

い
か

け
に

は
皆

答
え

て
くれ

る
. 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 何
が

危
険

で
何

が
安

全
か

理
解

して
い

な
い

の
で

, 
双

⽅
向

の
授

業
と反

転
授

業
は

導
⼊

が
しや

す
い

. 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
10

  
10

分
 

安
全

に
つ

い
て

 
■

実
際

の
例

を
⾒

せ
て

説
明

 
   

 

展
 

開
 

9:
10

〜
 

9:
30

 
20

分
 

危
険

予
知

(K
YT

)に
つ

い
て

 
○

何
が

危
険

か
を

学
ぶ

 
   

○
 

9:
30

〜
 

9:
50

 
20

分
 

 
安

全
に

普
段

か
ら気

 
を

つ
け

る
こと

は
？

 
グ

ル
ー

プ
討

議
を

⾏
う.

 
  

☆
何

が
危

険
か

が
理

解
で

き
れ

ば
, 

 
どう

す
れ

ば
安

全
か

を
考

え
る

 
○

 

ま
 と め
 

9:
50

〜
 

10
:0

0 
10

分
 

危
険

予
知

(K
YT

)の
実

際
の

使
⽤

例
を

⽰
す

. 
 

    

 

  

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

材
・関

連
の

資
料

は
著

作
権

が
あ

り,
 

掲
載

不
可

. 
  

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

加
⼯

作
業

を
した

こと
の

な
い

学
⽣

に
何

が
危

険
か

を
教

え
る

こと
は

座
学

で
は

, 
や

は
り難

し
い

. 
  

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

  
映

像
な

どの
動

画
を

⾒
せ

る
と真

剣
に

⾒
て

い
る

. 
 

 

 
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 あ

る
程

度
, 

加
⼯

作
業

に
慣

れ
させ

て
か

ら危
険

予
知

を
させ

た
後

な
ら効

果
が

あ
る

か
も

しれ
な

い
. 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
  

  
  

 ○
 

 
 

②
対

⼈
関

係
 

  
  

  
 ○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
  

  
  

 ○
 

 
④

合
意

形
成

 
  

  
  

 ○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

  
  

  
 ○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 も
の

づ
くり

⼊
⾨

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 １
M

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
２

８
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 ４
限

  
  

  
  

  
  

  
 

教
員

名
：

 ⾼
橋

憲
吾

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 ・

教
員

の
⼀

⽅
的

な
講

義
で

は
な

く、
学

⽣
同

⼠
で

教
え

あ
い

な
が

ら課
題

を
解

くこ
とで

、学
習

に
対

す
る

意
欲

度
と理

解
度

を
⾼

め
る

こと
を

⽬
標

とす
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ・

４
〜

６
名

の
グ

ル
ー

プ
に

な
り課

題
を

解
か

せ
、代

表
者

に
電

⼦
⿊

板
に

解
答

を
書

い
て

も
らっ

た
 

 対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

説
明

を
静

か
に

聞
い

て
くれ

る
。全

体
へ

の
問

い
か

け
に

対
して

す
ぐに

反
応

が
返

って
くる

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

図
⾯

製
作

課
題

時
に

反
転

授
業

を
導

⼊
す

る
こと

で
、授

業
に

お
い

て
課

題
に

取
り組

む
時

間
を

増
や

せ
る

と思
わ

れ
る

。 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
４

:４
０

〜
 

１
４

:４
５

  
５

分
 

前
回

の
復

習
 

■
幾

何
公

差
記

号
の

名
称

を
答

え
さ

せ
る

 
 

展
 

開
 

１
４

:４
５

〜
 

１
５

:２
５

 
４

０
分

幾
何

公
差

記
号

の
定

義
と図

⽰
法

の
説

明
 

■
幾

何
公

差
記

号
の

定
義

と図
⽰

法
に

つ
い

て
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

ス
ラ

イ
ド

を
使

って
説

明
す

る
。

ス
ラ

イ
ド

の
重

要
個

所
を

空
⽩

に
し

た
プ

リン
ト

(図
１

)を
配

布
し

、学
⽣

に
記

⼊
させ

る
。 

 

１
５

:２
５

〜
 

１
５

:５
０

 
２

５
分

グ
ル

ー
プ

学
習

（
課

題
プ

リン
ト）

 
☆

４
〜

６
名

の
グ

ル
ー

プ
を

つ
くり

、練
習

問
題

を
解

か
せ

る
。 

○
 

１
５

:５
０

〜
 

１
６

:０
５

 
１

５
分

 
課

題
プ

リン
トの

解
説

 
   

☆
各

グ
ル

ー
プ

の
代

表
者

が
、解

答
を

電
⼦

⿊
板

に
記

⼊
。正

解
か

不
正

解
か

を
全

体
へ

問
い

か
け

、理
由

も
答

え
て

も
ら

う。
 

○
 

ま
 と め
 

１
６

:０
５

〜
 

１
６

:１
０

 
５

分
 

幾
何

公
差

の
定

義
と図

⽰
法

の
要

点
 

  

■
定

義
と図

⽰
法

の
要

点
を

再
度

説
明

す
る

。 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

図
１

 配
布

プ
リン

ト
の

⼀
例

（
右

図
に

幾
何

公
差

記
号

を
記

⼊
させ

る
）

 

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

、ね
らい

どお
りの

授
業

が
で

き
た

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

グ
ル

ー
プ

学
習

に
て

学
⽣

同
⼠

で
教

え
合

う姿
が

⾒
られ

た
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
械

設
計

製
図

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ２
M

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
１

１
⽉

２
０

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 ４

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 ⾼

橋
憲

吾
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
個

別
課

題
を

与
え

学
⽣

が
主

体
的

に
課

題
に

取
り組

む
よ

うに
す

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
学

⽣
ご

とに
仕

様
の

異
な

る
３

D
CA

D
モ

デ
ル

製
作

課
題

を
出

した
。 

 対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

活
気

が
あ

り、
問

い
か

け
に

対
す

る
反

応
が

よ
い

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 ・

図
⾯

製
作

課
題

時
に

反
転

授
業

を
導

⼊
す

る
こと

で
、授

業
に

お
い

て
課

題
に

取
り組

む
時

間
を

増
や

せ
る

と思
わ

れ
る

。 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
４

:４
０

〜
 

１
５

:０
０

  
２

０
分

V
プ

ー
リの

特
徴

・⽤
途

 
■

V
プ

ー
リの

特
徴

、⽤
途

に
つ

い
て

説
明

す
る

 
  

 

展
 

開
 

１
５

:０
０

〜
 

１
５

:２
０

 
２

０
分

V
プ

ー
リの

製
作

図
 

■
V

プ
ー

リの
製

作
図

に
つ

い
て

説
明

 
   

 

１
５

:２
０

〜
 

１
５

:３
５

 
１

５
分

V
プ

ー
リの

規
格

 
■

V
プ

ー
リの

規
格

と、
表

か
ら形

状
・⼨

法
を

読
み

取
る

⽅
法

に
つ

い
て

説
明

す
る

。 
 

 

１
５

:３
５

〜
 

１
６

:０
５

 
３

０
分

 
個

別
仕

様
に

基
づ

く各
部

⼨
法

の
決

定
 

 

☆
名

列
番

号
別

に
個

別
仕

様
を

与
え

る
。学

⽣
は

仕
様

に
従

って
V

プ
ー

リ各
部

の
⼨

法
を

表
か

ら読
み

取
り図

⾯
に

記
⼊

す
る

。 
 

○
 

ま
 と め
 

１
６

:０
５

〜
 

１
６

:１
０

 
５

分
 

 
■

総
括

 
 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

図
１

 V
プ

ー
リ製

作
図

（
個

別
の

仕
様

に
基

づ
き

⼨
法

を
決

定
し、

空
⽩

部
に

記
⼊

す
る

）
 

   

           

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
概

ね
、ね

らい
どお

りの
授

業
が

で
き

た
。 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
個

別
の

仕
様

が
与

え
られ

る
こと

で
、⾃

分
だ

け
の

課
題

とい
う気

持
ち

が
芽

⽣
え

、意
欲

的
に

取
り組

ん
で

い
る

よ
うだ

った
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 機
械

設
計

製
図

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
M

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
１

０
⽉

２
１

⽇
（

⽔
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 ３

限
  

  
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 ⾼

橋
憲

吾
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ・
個

別
課

題
を

与
え

学
⽣

が
主

体
的

に
課

題
に

取
り組

む
よ

うに
す

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ・
学

⽣
ご

とに
仕

様
の

異
な

る
３

D
CA

D
モ

デ
ル

製
作

課
題

を
出

した
。 

 対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ・

し
っか

りと
考

え
て

課
題

に
取

り組
む

学
⽣

が
多

い
。 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 ・
図

⾯
製

作
課

題
時

に
反

転
授

業
を

導
⼊

す
る

こと
で

、授
業

に
お

い
て

課
題

に
取

り組
む

時
間

を
増

や
せ

る
と思

わ
れ

る
。 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
 

１
３

:３
０

  
３

０
分

コ
ン

プ
レ

ッサ
の

特
徴

・⽤
途

 
■

コ
ン

プ
レ

ッサ
の

特
徴

、⽤
途

に
つ

い
て

説
明

す
る

。実
物

の
コン

プ
レ

ッサ
も

動
作

させ
て

⾒
せ

る
。 

 

 

展
 

開
 

１
３

:３
０

〜
 

１
３

:３
５

 
５

分
 

個
別

の
設

計
仕

様
を

与
え

る
 

■
名

列
番

号
別

に
個

別
の

設
計

仕
様

を
与

え
る

 
 

 

１
３

:３
５

〜
 

１
３

:５
０

 
１

５
分

コ
ン

プ
レ

ッサ
の

基
本

設
計

に
必

要
な

式
の

導
出

 
☆

ク
ラ

ン
ク

偏
⼼

量
、連

接
棒

⻑
さ

を
導

出
す

る
た

め
の

式
を

導
く。

 
○

 

１
３

:５
０

〜
 

１
４

:０
５

 
１

５
分

コ
ン

プ
レ

ッサ
の

基
本

設
計

 
☆

各
⾃

の
仕

様
を

満
た

す
よ

うに
、ク

ラン
ク偏

⼼
量

、連
接

棒
⻑

さを
計

算
す

る
。 

○
 

１
４

:０
５

〜
 

１
４

:２
５

 
２

０
分

ピ
ス

トン
の

⼨
法

設
計

 
☆

各
⾃

の
仕

様
を

満
た

す
よ

うに
、ピ

ス
ト

ン
の

各
部

⼨
法

を
計

算
す

る
。 

○
 

ま
 と め
 

１
４

:２
５

〜
 

１
４

:３
０

 
５

分
 

 
■

総
括

 
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

図
１

 コ
ン

プ
レ

ッサ
基

本
設

計
プ

リン
ト 

   

           

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
概

ね
、ね

らい
どお

りの
授

業
が

で
き

た
。 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
個

別
の

仕
様

が
与

え
られ

る
こと

で
、⾃

分
だ

け
の

課
題

とい
う気

持
ち

が
芽

⽣
え

、意
欲

的
に

取
り組

ん
で

い
る

よ
うだ

った
。 

近
くの

学
⽣

同
⼠

で
相

談
しな

が
ら式

を
導

出
して

い
た

。次
年

度
は

グ
ル

ー
プ

学
習

に
して

も
よ

い
か

も
しれ

な
い

。 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
気

回
路

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

 電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

１
⽉

２
２

⽇
（

⾦
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
Ⅰ

 限
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 所
 哲

郎
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
Ｒ

Ｌ
とＣ

Ｒ
の

⼀
階

の
過

渡
現

象
は

、初
期

値
と最

終
値

を
求

め
る

事
が

で
き

れ
ば

、
指

数
関

数
的

に
時

定
数

τで
過

渡
的

変
化

が
収

束
す

る
だ

け
で

あ
る

。微
分

⽅
程

式
や

ラプ
ラス

変
換

を
学

ぶ
ま

で
も

な
く、

解
を

予
測

す
る

こと
が

で
き

る
。こ

の
こと

は
、数

学
的

な
解

法
が

何
を

も
とに

何
を

求
め

よ
うと

し
て

い
る

か
を

可
視

化
す

る
も

の
で

有
り、

⼤
学

の
教

科
書

を
３

年
⽣

で
学

ぶ
学

⽣
へ

の
チ

ャレ
ン

ジ
意

欲
を

くす
ぐる

も
の

で
あ

る
。こ

の
過

渡
現

象
学

修
の

肝
を

グ
ル

ー
プ

学
習

と双
⽅

向
プ

ロジ
ェク

ター
、L

M
S

を
駆

使
して

実
施

可
能

か
実

践
した

。 
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 課
題

とな
る

問
題

は
、学

⽣
が

初
⾒

とな
る

も
の

が
多

く、
他

の
⼤

学
⽤

教
科

書
か

らの
抜

粋
で

あ
る

。微
分

⽅
程

式
等

を
表

現
させ

る
の

で
な

く、
初

期
値

と最
終

値
、時

定
数

に
絞

って
、グ

ル
ー

プ
で

検
討

させ
た

。改
善

点
は

、双
⽅

向
プ

ロ
ジ

ェク
ター

の
回

りが
狭

く、
各

グ
ル

ー
プ

の
問

題
を

、そ
の

グ
ル

ー
プ

と近
くの

学
⽣

に
は

⼗
⼆

分
な

覚
醒

を
与

え
られ

た
と思

うが
、他

の
班

の
学

⽣
に

共
有

で
き

て
い

な
い

こと
。そ

れ
と関

連
し

て
、全

て
の

学
⽣

の
理

解
が

必
ず

し
も

得
られ

て
い

な
い

こと
で

あ
る

が
、こ

れ
らは

次
回

以
降

の
授

業
へ

の
動

機
付

け
を

与
え

る
事

が
今

回
の

授
業

の
⽬

的
で

あ
り、

後
々

改
善

し
て

い
く予

定
で

あ
る

。も
ち

ろ
ん

LM
S

に
は

、全
て

の
課

題
の

解
説

を
付

与
し、

教
室

外
学

修
へ

の
コン

テ
ン

ツ
とし

て
提

供
して

い
る

。 
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 こ

の
学

年
は

２
年

⽣
か

ら持
ち

上
が

りで
電

気
回

路
を

教
授

して
お

り、
何

⼈
か

の
学

⽣
は

才
能

を
開

花
す

る
と期

待
し

て
い

る
が

、や
や

授
業

態
度

が
や

か
ま

しく
、元

気
で

は
あ

る
が

教
員

の
⼀

⾔
⼀

⾔
に

集
中

で
き

て
い

な
い

瞬
間

が
あ

る
。そ

の
弊

害
が

、下
位

レ
ベ

ル
の

学
⽣

の
集

中
⼒

を
途

切
れ

させ
る

こと
に

な
らな

い
よ

うに
、注

意
して

い
き

た
い

。 
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 所
の

提
供

す
る

電
気

回
路

に
関

す
る

LM
S

上
の

コン
テ

ン
ツ

で
、全

て
の

希
望

す
る

進
路

に
不

⾜
無

く学
修

対
応

可
能

で
あ

る
こと

を
⽬

指
して

い
る

。教
室

外
学

修
環

境
を

しっ
か

りと
提

供
す

る
こと

を
⽬

指
し

て
い

る
。 

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

９
:０

０
〜

 
９

:３
０

  
３

０
分

今
⽇

の
Ａ

Ｌ
（

グ
ル

ー
プ

学
修

）
の

内
容

紹
介

と
回

答
例

の
説

明
 

■
:説

明
 初

期
値

と最
終

値
と時

定
数

の
求

め
⽅

 

○
:学

習
活

動
 ４

つ
の

課
題

に
対

し
て

教
師

か
ら

具
体

的
な

考
え

⽅
を

教
授

す
る
 

 

展
 

開
 

９
:３

０
〜

 
９

:５
０

 
２

０
分

３
－

４
名

の
各

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
問

題
へ

の
挑

戦
と、

相
互

理
解

 

☆
:A

L
の

⼭
場

 初
め

て
⾒

る
課

題
に

挑
戦

す
る

。所
の

LM
S

の
どこ

か
に

解
説

付
き

の
答

え
は

あ
る

。タ
ブ

レ
ット

を

駆
使

し
て

、⾃
分

た
ち

の
回

答
が

正
し

い
の

か
、関

連
す

る

問
題

を
調

べ
る

こ
とな

どを
期

待
し

た
。実

際
に

は
接

続
が

遅
く、

どこ
に

あ
る

か
探

しき
れ

て
い

な
い
 

○
 

９
:５

０
〜

 
１

０
:３

０
 

４
０

分
 

解
答

が
ま

とま
った

グ
ル

ー
プ

ご
とに

、担
当

した
問

題
の

双
⽅

向
プ

ロ
ジ

ェク
ター

を
活

⽤
した

解
説

の
実

施
 

※
:チ

ェッ
クポ

イ
ン

ト 
各

班
の

⾃
分

た
ち

の
回

答
が

正
し

い

の
か

、教
員

か
ら双

⽅
向

プ
ロ

ジ
ェク

ター
を

駆
使

し
て

解
説

す
る

。画
⾯

保
存

に
よ

り後
か

ら
振

り返
る

こ
と、

他
の

グ
ル

ー
プ

が
挑

戦
し

た
問

題
を

確
認

す
る

こと
が

可
能

。 

○
 

  

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

 

ま
 と め
 

１
０

:３
０

 
１

分
 

LM
S

を
活

⽤
す

る
よ

うに
指

⽰
 

○
:学

習
活

動
 ⼊

⾨
・基

準
・展

開
の

各
レ

ベ
ル

の
問

題

を
数

⼗
冊

の
電

気
回

路
の

教
科

書
か

ら⽤
意

し
、紹

介
し

て
い

る
。微

分
⽅

程
式

を
表

現
す

る
、過

渡
現

象
の

グ
ラフ

を
解

析
す

る
、ラ

プ
ラス

変
換

で
解

くな
ど、

⾊
々

な
解

き
⽅

を
展

開
し

、教
室

外
学

修
へ

の
展

開
を

可
能

とし
て

い
る

。 
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
（

計
２

０
問

を
提

供
した

）
 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
あ

え
て

盛
りだ

くさ
ん

で
、多

くの
内

容
、⾊

々
な

パ
ター

ン
の

問
題

を
、こ

れ
で

も
か

とい
うほ

ど展
開

し
て

い
る

。毎
回

の
授

業
で

四
則

演
算

が
で

き
れ

ば
ほ

とん
ど解

け
る

と、
懇

切
丁

寧
に

解
説

し
て

い
る

が
、

全
員

が
つ

い
て

来
て

い
る

か
は

必
ず

し
も

確
認

で
き

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
に

LM
S

を
活

⽤
し

、
オ

フ
ィス

ア
ワ

ー
や

O
ffi

ce
36

5
な

どを
活

⽤
して

、個
別

サ
ポ

ー
トを

実
施

して
い

る
。電

気
磁

気
学

な
ど他

の
科

⽬
との

連
携

も
鑑

み
、学

修
⽀

援
コ

ン
テ

ン
ツ

を
展

開
して

き
て

い
る

。本
⼈

の
学

習
意

欲
が

ア
クテ

ィブ
に

な
れ

ば
、良

い
授

業
で

あ
る

と思
って

い
る

が
、学

習
意

欲
を

ア
ク

テ
ィブ

に
させ

る
こと

に
は

、余
り良

い
戦

略
や

技
能

を
持

って
い

る
とは

⾔
い

が
た

い
か

も
知

れ
な

い
。 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
  

  
  

 課
題

学
修

へ
の

活
性

化
は

達
成

で
き

た
 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

  
  

 ネ
ット

ワ
ー

ク接
続

環
境

が
未

だ
解

決
で

き
て

い
な

い
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

  
 学

⽣
全

員
の

理
解

へ
繋

げ
る

ゆ
っく

りと
した

教
授

も
必

⽤
 

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
気

磁
気

学
Ⅰ

 
通

年
・前

期
・後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

・電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

 ２
⽉

 ４
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

 Ⅱ
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 熊

﨑
裕

教
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
４

章
の

テ
ー

マ
で

あ
る

誘
電

体
の

効
果

に
つ

い
て

、平
⾏

平
板

コン
デ

ン
サ

を
ベ

ー
ス

に
、

各
⾃

で
考

え
る

機
会

を
設

け
た

。ま
た

、誘
電

体
の

代
わ

りに
同

サ
イ

ズ
の

導
体

を
挿

⼊
し

た
場

合
等

と⽐
較

させ
る

こと
に

よ
り、

深
い

理
解

が
得

られ
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

し
た

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
し

た
い

と思
って

い
る

こと
：

教
科

書
の

章
末

演
習

問
題

を
発

展
させ

た
課

題
を

作
成

し
、毎

授
業

内
で

実
施

し
て

い
る

課
題

とし
て

取
り組

ま
せ

た
。解

答
が

明
⽰

さ
れ

て
い

な
い

課
題

に
取

り組
む

こと
で

よ
り興

味
を

持
って

くれ
る

こと
を

期
待

した
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
平

均
以

上
の

能
⼒

は
あ

り、
授

業
態

度
や

課
題

へ
の

取
り組

み
も

⽐
較

的
、ま

じめ
で

あ
る

が
、⾃

主
的

に
、あ

る
い

は
積

極
的

に
取

り組
む

姿
勢

が
あ

ま
り、

⾒
られ

な
か

った
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
し

や
す

さ（
し

に
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
⽬

に
⾒

え
な

い
現

象
を

扱
うこ

とが
ほ

とん
どで

あ
り、

そ
れ

を
如

何
に

可
視

化
し

て
イ

メー
ジ

させ
る

か
が

重
要

で
あ

る
。ま

た
、微

分
、積

分
な

ど数
学

で
学

習
した

こと
を

応
⽤

す
る

機
会

も
多

い
の

で
、演

算
イメ

ー
ジ

の
可

視
化

に
つ

い
て

も
同

様
で

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

11
:1

0 
30

分
 

復
習

お
よ

び
確

認
 

■
４

章
「誘

電
体

」の
ま

とめ
お

よ
び

重
要

ポ
イン

トの
復

習
 

  

 

展
 

開
 

11
:1

0〜
 

11
:3

0 
20

分
 

課
題

演
習

の
説

明
 

■
コ

ン
デ

ン
サ

に
蓄

え
ら

れ
る

静
電

エ
ネ

ル
ギ

ー
、仮

想
変

位
の

原
理

に
よ

る
境

界
⾯

に
働

く⼒
の

求
め

⽅
 

 

 

11
:3

0〜
 

12
:0

0 
30

分
 

 
演

習
、解

答
 

☆
静

電
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
⼤

⼩
関

係
（

平
⾏

平
板

コン
デ

ン
サ

に
2

種
類

の
誘

電
体

が
並

列
、

直
列

に
挿

⼊
さ

れ
て

い
る

場
合

）
、境

界
⾯

に
働

く⼒
の

算
出

 
  

○
 

ま
 と め
 

12
:0

0〜
 

12
:1

0 
10

分
 

考
察

 
☆

得
られ

た
結

果
に

つ
い

て
の

相
互

の
評

価
、討

論
 

  

○
 

 

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 ⼀
⽅

的
な

講
義

よ
りも

、提
供

し
た

課
題

に
よ

り積
極

的
に

取
り組

ん
で

い
る

よ
うに

感
じ

られ
た

が
、学

習
の

範
囲

は
限

定
的

と
な

った
。学

⽣
さん

の
評

価
や

理
解

度
な

どに
よ

り、
効

果
を

確
認

す
べ

き
で

あ
る

。 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 今
回

は
個

⼈
活

動
（

他
者

との
相

談
は

可
）

とし
た

が
、グ

ル
ー

プ
活

動
とす

る
場

合
の

検
討

事
項

とし
て

グ
ル

ー
プ

の
⼈

数
や

⼈
員

の
配

置
構

成
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
学

び
の

場
づ

くり
 

○
 

 
 

②
 

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

 
構

造
化

 
 

 
○

 
④

 
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

情
報

共
有

化
 

 
○

 
 

 

4-39



 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 応
⽤

物
理

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

３
年

･電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
⽕

曜
⽇

  
 

実
施

時
限

：
Ⅱ

限
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
安

⽥
 真

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 説

明
した

ば
か

りの
物

理
概

念
や

モ
デ

ル
に

つ
い

て
，

学
⽣

の
理

解
度

の
把

握
と理

解
の

促
進

を
⾏

う．
  

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 学
⽣

に
は

最
初

の
授

業
時

に
「 ○

A
」「
○B

」「
○C

」「
○D

」と
い

う札
を

配
布

し
た

．
授

業
時

は
，

折
を

⾒
て

簡
単

な
選

択
問

題
を

出
題

し
，

解
答

を
札

で
⽰

させ
る

．
結

果
が

分
か

れ
た

場
合

は
，

な
ぜ

そ
う考

え
る

の
か

説
明

させ
る

．
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 平

均
点

は
⽐

較
的

⾼
い

が
，

低
学

年
の

物
理

の
内

容
を

全
く理

解
して

い
な

い
学

⽣
も

⾒
受

け
られ

る
．

  
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 物

理
や

数
学

は
，

基
本

的
に

⾃
ら⼿

を
動

か
して

計
算

す
る

こと
が

⼤
事

だ
と考

え
て

い
る

．
  

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

 
 

 
 

 

展
 

開
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

ま
 と め
 

 
 

 
 

 

    

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

（
計

２
０

問
を

提
供

した
）

 
 

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

  
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

  
  

  
  

他
⼈

の
札

を
⾒

て
答

え
る

学
⽣

も
多

い
が

，
議

論
の

喚
起

は
多

少
で

き
た

．
ま

た
，

眠
気

覚
ま

しの
効

果
も

あ
った

．
  

 
・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
  

  
  

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

  
  

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 プ
ログ

ラミ
ン

グ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

  
  

  
  

  
  

  
２

年
・電

気
情

報
⼯

学
科

  
  

  
  

 実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
１

８
⽇

（
⽉

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

II
 限

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 出
⼝

 利
憲

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 プ

ログ
ラミ

ン
グ

の
実

践
能

⼒
を

養
う 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 課
題

や
レ

ポ
ー

トに
つ

い
て

，
岐

⾩
⾼

専
 学

習
⽀

援
サ

イ
ト（

m
oo

dl
e）

を
利

⽤
して

学
⽣

に
提

⽰
 

 プ
ログ

ラミ
ン

グ
実

習
に

加
え

，
早

く終
わ

った
者

に
対

して
ウ

ェブ
ア

プ
リを

利
⽤

して
整

列
⼿

法
の

検
討

 
 対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 実
習

に
は

積
極

的
に

取
組

ん
で

い
る

 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 知

識
だ

け
で

な
く，

実
際

に
プ

ログ
ラム

を
作

成
す

る
経

験
が

重
要

とな
る

。 
 整

列
⼿

法
の

検
討

で
は

，
ウ

ェブ
ア

プ
リを

⽤
い

た
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

0 
 

10
分

 
課

題
説

明
 

■
課

題
は

前
回

の
授

業
で

提
⽰

し
て

い
る

が
，

再
度

説
明

。ま
た

レ
ポ

ー
ト

作
成

上
の

注
意

点
（

配
点

す
る

点
）

に
つ

い
て

も
説

明
。 

 

 

展
 

開
 

10
:5

0〜
 

12
:1

0 
80

分
 

プ
ログ

ラミ
ン

グ
実

習
 

 
☆

各
⾃

で
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
し

，
実

⾏
す

る
 

学
⽣

間
の

相
談

，
教

え
合

い
も

可
能

 
 

○
 

11
:4

0〜
 

12
:1

0 
30

分
 

 
整

列
⼿

法
の

検
討

 
（

実
習

が
早

く終
わ

った
者

対
象

）
 

 

☆
早

く課
題

を
や

り
終

え
た

学
⽣

に
対

し
，

ウ
ェブ

ア
プ

リを
⽤

い
て

，
実

際
に

整
列

を
⾏

って
み

て
，

⼿
法

を
検

討
させ

る
 

○
 

ま
 と め
 

12
:1

0〜
 

12
:1

0 
0

分
 

  
    

 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イン
トー

どう
や

ろ
うか

迷
った

箇
所

、こ
れ

で
うま

くい
くか

不
安

に
思

った
箇

所
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 思

った
よ

りも
多

くの
学

⽣
が

ウ
ェブ

ア
プ

リを
利

⽤
して

い
た

。 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 多
くの

学
⽣

が
学

⽣
⽀

援
サ

イ
トを

開
い

て
課

題
等

の
情

報
を

⾒
て

い
る

。 
 課

題
つ

い
て

，
ネ

ット
検

索
を

⾏
って

い
る

。 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
気

機
器

 
通

年
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 3
年

 電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

10
⽉

13
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 I
V

限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 冨
⽥

睦
雄

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 教

科
書

上
の

図
や

式
で

は
わ

か
りに

くい
こと

を
、動

画
を

⾒
せ

な
が

ら⾃
ら考

察
させ

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 M
oo

dl
e

に
動

画
の

リン
クを

貼
る

こと
に

よ
り、

講
義

後
で

も
す

ぐ動
画

を
み

て
考

え
られ

る
よ

うに
した

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 教
員

の
説

明
に

対
して

疑
問

が
湧

い
た

場
合

、教
員

に
質

問
す

る
とと

も
に

、⾃
分

た
ち

で
も

考
え

始
め

る
学

⽣
が

多
い

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 M

oo
dl

e
に

動
画

の
リン

クを
貼

った
り、

授
業

で
説

明
しき

れ
な

か
った

こと
が

書
い

て
w

eb
ペ

ー
ジ

の
リン

クを
は

った
りす

る
な

ど、
M

oo
dl

e
を

活
⽤

して
い

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

11
:0

5 
 

25
分

 
誘

導
モ

ー
タの

原
理

 
■

誘
導

モ
ー

タに
つ

い
て

説
明

 
■

誘
導

モ
ー

タ
は

、回
転

⼦
に

は
磁

⽯
が

な
く、

例
え

ば
ア

ル
ミバ

ー
だ

け
し

か
な

い
の

に
回

転
す

る
こと

を
説

明
す

る
 

 

 

展
 

開
 

11
:0

5〜
 

11
:2

5 
20

分
 

誘
導

モ
ー

タの
原

理
 

☆
誘

導
モ

ー
タ

に
は

、例
え

ば
ア

ル
ミバ

ー
だ

け
し

か
な

い
の

に
、な

ぜ
回

転
す

る
か

を
考

え
させ

る
。ヒ

ン
トと

し
て

教
科

書
や

フレ
ミン

グ
の

法
則

を
説

明
す

る
。 

 

○
 

11
:2

5〜
 

11
:4

5 
20

分
 

 
誘

導
モ

ー
タの

原
理

 
  

○
M

oo
dl

e
に

リン
クを

は
って

あ
る

誘
導

モ
ー

タの
原

理
で

あ
る

ア
ラゴ

の
円

盤
の

動
画

を
⾒

せ
る

。 

 

ま
 と め
 

11
:4

5〜
 

12
:1

0 
25

分
 

誘
導

モ
ー

タの
原

理
 

     

☆
動

画
を

⾒
た

後
で

、
ア

ラ
ゴ

の
円

盤
と

例
え

ば
ア

ル
ミバ

ー
だ

け
し

か
な

い
の

に
回

転
す

る
誘

導
モ

ー
タと

の
関

係
に

つ
い

て
考

え
させ

る
。 

■
以

上
を

説
明

す
る

。 

○
 

  

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
な

し 
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
お

お
む

ね
で

き
た

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

学
⽣

の
具

体
的

イメ
ー

ジ
に

役
⽴

った
と思

い
ま

す
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

 
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

 
造

化
 

 
○

 
 

④
 

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
⼦

物
性

 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 3
年

 電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

2
⽉

5
⽇

（
⾦

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 I
II

限
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 冨
⽥

睦
雄

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 教

科
書

上
の

図
や

式
で

は
わ

か
りに

くい
こと

を
、動

画
を

⾒
せ

な
が

ら⾃
ら考

察
させ

る
。 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 M
oo

dl
e

に
動

画
の

リン
クを

貼
る

こと
に

よ
り、

講
義

後
で

も
す

ぐ動
画

を
み

て
考

え
られ

る
よ

うに
した

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 教
員

の
説

明
に

対
して

疑
問

が
湧

い
た

場
合

、教
員

に
質

問
す

る
とと

も
に

、⾃
分

た
ち

で
も

考
え

始
め

る
学

⽣
が

多
い

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 M

oo
dl

e
に

動
画

の
リン

クを
貼

った
り、

授
業

で
説

明
しき

れ
な

か
った

こと
が

書
い

て
w

eb
ペ

ー
ジ

の
リン

クを
は

った
りす

る
な

ど、
M

oo
dl

e
を

活
⽤

して
い

る
。 

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

11
:0

5 
 

25
分

 
強

磁
性

体
と常

磁
性

体
と反

磁
性

体
 

■
磁

性
体

と磁
化

に
つ

い
て

説
明

 
■

強
磁

性
体

と常
磁

性
体

と反
磁

性
体

に
つ

い
て

、磁
界

-磁
化

曲
線

と関
連

づ
け

て
説

明
 

 

 

展
 

開
 

11
:0

5〜
 

11
:2

5 
20

分
 

強
磁

性
体

と常
磁

性
体

と反
磁

性
体

 
☆

磁
界

-磁
化

曲
線

に
お

い
て

、磁
界

の
中

に
強

磁
性

体
と反

磁
性

体
を

お
い

た
場

合
何

が
起

こる
か

考
え

させ
る

。 
  

○
 

11
:2

5〜
 

11
:4

5 
20

分
 

 
   

○
M

oo
dl

e
に

リン
クを

は
って

あ
る

反
磁

性
体

に
磁

界
を

か
け

た
時

の
動

画
を

⾒
せ

る
。 

  

 

ま
 と め
 

11
:4

5〜
 

12
:1

0 
25

分
 

      

☆
動

画
を

⾒
た

後
で

、磁
界

中
に

強
磁

性
体

と常
磁

性
体

と反
磁

性
体

を
お

い
た

とき
に

起
こる

現
象

と磁
界

-磁
化

曲
線

と
の

関
係

に
つ

い
て

考
え

させ
る

。 
■

以
上

を
説

明
す

る
。 

  

○
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
な

し 
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
お

お
む

ね
で

き
た

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

学
⽣

の
具

体
的

イメ
ー

ジ
に

役
⽴

った
と思

い
ま

す
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

 
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

 
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

 
造

化
 

○
 

 
 

④
 

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
 

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 プ
ログ

ラミ
ン

グ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

・電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

７
年

５
⽉

２
０

⽇
（

⽔
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
 Ⅱ

限
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 ⼭
⽥

 博
⽂

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 学

⽣
同

⼠
で

プ
ログ

ラム
を

相
互

評
価

す
る

こと
に

よ
り、

学
⽣

⾃
⾝

が
作

成
した

プ
ログ

ラム
の

問
題

点
に

つ
い

て
気

づ
か

せ
る

。
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 演

習
時

に
作

成
した

プ
ロ

グ
ラム

を
学

⽣
同

⼠
で

評
価

しあ
う。

学
⽣

⼀
⼈

に
対

して
評

価
学

⽣
2

名
を

割
り当

て
た

。評
価

は
プ

ロ
グ

ラム
の

正
確

性
と可

読
性

の
２

項
⽬

に
つ

い
て

ル
ー

ブ
リッ

クで
⾏

うと
とも

に
、コ

メン
トと

し
て

気
づ

い
た

点
を

書
く。

評
価

学
⽣

の
割

り当
て

お
よ

び
評

価
の

⼊
⼒

は
、M

oo
dl

e
の

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
機

能
を

使
った

。な
お

、学
⽣

の
評

価
は

成
績

に
は

含
め

な
い

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

  
授

業
を

熱
⼼

に
受

け
て

い
る

学
⽣

か
らは

、授
業

中
や

演
習

中
に

質
問

が
出

る
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

  
授

業
に

お
い

て
、デ

ー
タ構

造
や

ア
ル

ゴ
リズ

ム
に

関
す

る
講

義
だ

け
で

な
く、

プ
ログ

ラミ
ン

グ
の

演
習

を
実

施
す

る
こと

が
多

い
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:4

5 
 

5
分

 
本

⽇
の

⽬
標

の
説

明
 

この
⽇

の
授

業
で

⾝
に

つ
け

る
こと

を
説

明
す

る
。 

 

展
 

開
 

10
:4

5〜
 

11
:1

5 
30

分
 

講
義

 
■

C
⾔

語
を

使
った

ファ
イル

へ
の

⼊
⼒

⽅
法

に
つ

い
て

説
明

す
る

。 
 

 

11
:2

0〜
 

11
:5

0 
5

分
 

演
習

課
題

の
説

明
 

演
習

課
題

の
内

容
お

よ
び

演
習

の
進

め
⽅

に
つ

い
て

説
明

す
る

。 
 

 

11
:2

0〜
 

11
:5

0 
30

分
 

 
プ

ログ
ラム

の
作

成
 

 
○

学
⽣

個
々

⼈
が

演
習

課
題

の
プ

ロ
グ

ラム
を

作
成

す
る

。 
 

○
 

11
:5

0〜
 

12
:0

0 
10

分
 

学
⽣

に
よ

る
相

互
評

価
 

 
☆

割
り当

て
ら

れ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

、学
⽣

が
ル

ー
ブ

リッ
クに

従
って

評
価

す
る

。 
 

○
 

ま
 と め
 

12
:0

0〜
 

12
:1

0 
10

分
 

模
範

解
答

の
提

⽰
 

振
り返

りノ
ー

トの
記

⼊
 

 

教
員

は
模

範
解

答
を

提
⽰

す
る

。学
⽣

は
、他

の
学

⽣
に

よ
る

評
価

を
確

認
し

、
今

回
の

授
業

に
対

す
る

振
り返

りノ
ー

トを
書

く。
 

 

○
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

図
1 

課
題

（
プ

ログ
ラム

）
の

提
出

状
況

（
M

oo
dl

e
の

教
師

画
⾯

）
 

図
2

 
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

評
価

（
M

oo
dl

e
の

学
⽣

画
⾯

）
 

 
図

3
 

学
⽣

に
よ

る
評

価
の

結
果

（
M

oo
dl

e
の

教
師

画
⾯

）
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
 学

⽣
の

取
り組

み
状

況
は

満
⾜

い
くも

の
で

あ
った

が
、時

間
の

コン
トロ

ー
ル

が
難

し
く、

予
定

の
時

間
を

超
え

て
しま

った
。 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 積

極
的

に
演

習
に

取
り組

む
とと

も
に

、他
者

の
プ

ログ
ラム

の
評

価
も

熱
⼼

に
⾏

って
い

た
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 特

に
な

し。
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
 

 
 

4-44



 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

電
気

回
路

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ２
年

・電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

２
⽉

４
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

Ⅳ
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 飯
⽥

 ⺠
夫

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

第
2

学
年

の
電

気
回

路
Ⅰ

で
は

、電
気

⼯
学

の
基

礎
とな

る
直

流
回

路
と交

流
回

路
の

基
本

に
つ

い
て

学
ぶ

。し
た

が
って

基
礎

の
総

復
習

とし
て

グ
ル

ー
プ

学
習

を
⾏

った
。 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
し

た
い

と思
って

い
る

こと
：

グ
ル

ー
プ

学
習

を
⾏

って
、学

⽣
間

で
理

解
度

を
⽐

較
し

て
い

くこ
とに

よ
り、

学
習

意
欲

を
⾼

め
て

い
くこ

とを
考

え
た

。改
善

点
とし

て
、学

⽣
間

の
理

解
度

が
離

れ
す

ぎ
て

い
る

と、
グ

ル
ー

プ
学

習
の

効
果

が
あ

ま
り得

られ
て

い
な

い
点

が
あ

げ
られ

る
。 

 対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じ

て
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
授

業
態

度
は

⽐
較

的
真

⾯
⽬

で
、質

問
も

積
極

的
に

し
て

くる
クラ

ス
で

あ
る

が
、グ

ル
ー

プ
に

な
る

と学
習

に
集

中
で

き
ず

、騒
が

し
くな

る
学

⽣
も

存
在

す
る

。 
 科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

し
や

す
さ（

し
に

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

電
気

回
路

Ⅰ
は

演
習

に
重

点
を

お
き

や
す

い
授

業
な

の
で

、グ
ル

ー
プ

学
習

は
⾏

い
や

す
い

。 
 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

14
:4

0〜
 

14
:5

0 
 

10
分

 
本

⽇
⾏

う
AL

の
説

明
、

演
習

問
題

の
配

布
 

 
 

展
 

開
 

14
:5

0〜
 

15
:3

0 
40

分
 

グ
ル

ー
プ

(4
〜

5
名

)学
習

に
よ

り演
習

問
題

を
回

答
 

 

   

○
 

15
:3

0〜
 

15
:5

0 
20

分
 

 
回

答
を

各
グ

ル
ー

プ
ご

とに
解

説
 

  

 
○

 

ま
 と め
 

15
:5

0〜
 

16
:1

0 
20

分
 

演
習

の
解

説
補

⾜
、

別
解

の
説

明
、学

習
の

ま
と

め
 

 

 
 

  

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

  
   

図
の

回
路

に
お

い
て

、
I R

3
を

求
め

な
さ

い
。
た

だ
し

、
I=

4A
、

E=
23

V
、

R
1=

5Ω
、

R
2=

1Ω
、

R
3=

2Ω
と

す

る
。

 

 図
の

回
路

に
お

い
て

、
I R

3
を

求
め

な
さ

い
。
た

だ

し
、

R
1=

R
2=

6Ω
、

R
3=

3Ω
、

R
4=

R
5=

8Ω
と

す

る
。

 
 

 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

 
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

 
グ

ル
ー

プ
学

習
は

雰
囲

気
良

く⾏
うこ

とが
で

き
、学

⽣
の

反
応

も
良

か
った

た
め

、狙
い

通
りに

⾏
うこ

とが
で

き
た

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

今
回

は
グ

ル
ー

プ
を

ラン
ダ

ム
で

作
成

し
た

た
め

、学
⽣

間
の

理
解

度
の

差
に

よ
りグ

ル
ー

プ
ご

とに
効

果
に

差
が

⽣
じ

て
し

ま
った

と
考

え
て

い
る

。次
回

は
理

解
度

を
考

慮
した

グ
ル

ー
プ

構
成

を
考

え
る

。 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○

 
 

 

I R
3
 

I R
3
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
気

情
報

⼯
学

実
験

 
通

年
・前

期
・後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

 電
気

情
報

⼯
学

科
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 7

⽉
 2

3
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

実
施

時
限

：
  

  
Ⅲ

，
Ⅳ

  
限

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
 ⽥

島
 孝

治
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ワ
ン

チ
ップ

マ
イ

コン
を

⽤
い

た
電

⼦
⼯

作
を

⾏
うた

め
に

、⾃
らの

作
りた

い
作

品
の

ア
イデ

ア
を

算
出

す
る

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 専

攻
科

⽣
の

体
験

談
を

取
り⼊

れ
る

。グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

う時
間

、表
現

す
る

時
間

を
とる

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ク
ラス

全
体

とし
て

は
和

気
藹

々
とし

て
い

る
。宿

題
や

提
出

物
は

しっ
か

りと
提

出
で

き
る

学
⽣

が
⼤

半
で

あ
る

が
、実

験
に

対
し

て
、⾃

主
的

に
事

前
学

習
や

調
査

を
⾏

って
くる

学
⽣

数
は

少
な

い
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 通
常

の
実

験
も

、実
験

書
で

事
前

学
習

し
た

上
で

班
別

に
実

習
に

取
り組

み
レ

ポ
ー

トを
ま

とめ
る

形
式

で
あ

る
が

、マ
イ

コン
に

よ
る

電
⼦

⼯
作

は
マ

ニ
ュア

ル
が

存
在

しな
い

た
め

、製
作

の
⼿

順
や

⽅
法

も
含

め
て

⾃
分

で
考

え
る

⼒
を

⾝
に

着
け

る
必

要
が

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:1

0 
 

10
分

 
マ

イ
コン

に
つ

い
て

の
基

礎
知

識
 

○
電

⼦
回

路
とパ

ー
ツ

だ
け

の
ロ

ボ
ット

を
⾒

せ
よ

り⾯
⽩

い
機

能
を

学
⽣

に
考

え
さ

せ
、質

問
す

る
。そ

の
機

能
が

マ
イ

コ
ン

を
使

うと
実

現
で

き
る

こと
を

説
明

す
る

。 

 

展
 

開
 

13
:1

0〜
 

13
:2

0 
10

分
 

マ
イコ

ン
製

作
実

習
  

体
験

談
 

■
専

攻
科

⽣
が

３
年

⽣
で

の
時

に
作

っ
た

製
作

物
に

つ
い

て
話

す
。 

 

13
:2

0〜
 

13
:3

5 
15

分
 

 
ア

イデ
ア

創
出

（
個

⼈
）

 
 

○
個

⼈
で

製
作

物
に

つ
い

て
考

え
る

。 
実

現
の

可
能

性
は

後
回

し
に

し
、ま

ず
は

作
りた

い
も

の
を

考
え

、ス
ケ

ッチ
す

る
。 

○
 

13
:3

5〜
 

13
:4

0 
5

分
 

ア
イデ

ア
の

説
明

 
○

隣
の

⼈
とペ

ア
に

な
り、

⾃
分

の
考

え
た

ア
イ

デ
ア

を
相

⼿
に

２
分

で
発

表
す

る
。

他
の

⼈
は

発
表

後
に

質
問

を
す

る
。 

○
 

13
:4

0〜
 

13
:4

5 
5

分
 

ア
イデ

ア
の

整
理

 
質

問
を

も
とに

⾃
分

の
ア

イ
デ

ア
を

整
理

し
な

お
し、

不
⾜

点
な

どを
追

加
す

る
 

○
 

13
:4

5〜
 

14
:1

5 
30

分
 

グ
ル

ー
プ

討
論

 
☆

４
ま

た
は

５
⼈

の
グ

ル
ー

プ
を

つ
くり

⾃
分

の
ア

イ
デ

ア
を

発
表

す
る

。 
○

 

13
:1

5〜
 

14
:3

0 
15

分
 

グ
ル

ー
プ

討
論

 
○

グ
ル

ー
プ

とし
て

⼀
番

⾯
⽩

い
ア

イ
デ

ア
を

選
ぶ

。選
ん

だ
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
さら

に
オ

リジ
ナ

ル
性

を
⾼

め
て

い
く 

○
 

14
:4

0〜
 

15
:2

5 
45

分
 

ポ
ス

ター
の

制
作

 
※

発
表

⽤
の

ポ
ス

タ
ー

を
グ

ル
ー

プ
で

作
成

す
る

。 
○

 

15
:2

5〜
 

15
:5

5 
30

分
 

ア
イデ

ア
発

表
会

 
☆

グ
ル

ー
プ

の
ア

イ
デ

ア
を

班
ご

とに
発

表
す

る
。 

○
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

 

ま
 と め
 

15
:5

5〜
 

16
:1

0 
15

分
 

個
⼈

ス
ケ

ッチ
（

課
題

】
の

説
明

 
 

■
す

べ
て

の
発

表
を

聞
い

た
上

で
⾃

分
の

作
りた

い
も

の
を

再
度

ス
ケ

ッチ
す

る
。パ

ー
ツ

に
つ

い
て

は
、セ

ン
サ

とア
クチ

ュエ
ー

タ―
を

調
査

す
る

とい
う課

題
を

説
明

す
る

 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

予
定

し
た

とお
りに

授
業

は
展

開
で

き
た

。も
っと

先
輩

の
話

を
聞

き
た

い
と授

業
後

も
説

明
を

聞
い

て
い

る
様

⼦
が

⾒
受

け
られ

た
。 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
実

際
に

モ
ノを

作
る

段
階

とア
イ

デ
ア

ス
ケ

ッチ
の

段
階

に
は

、セ
ン

サ
―

調
査

が
必

要
で

あ
り、

この
達

成
度

を
確

認
で

き
な

い
点

が
問

題
で

あ
った

。そ
の

後
、実

際
の

モ
ノ作

りを
⾏

った
が

知
識

不
⾜

の
ま

ま
商

品
を

購
⼊

し
使

い
⽅

が
分

か
らず

苦
労

す
る

学
⽣

が
数

名
で

て
しま

った
。 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
 B

1
の

⽤
紙

に
ペ

ン
で

記
⼊

す
る

⽅
法

で
プ

レ
ゼ

ン
を

製
作

させ
た

が
、タ

ブ
レ

ット
と電

⼦
⿊

板
の

導
⼊

を
来

年
は

実
験

した
い

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
気

電
⼦

設
計

製
図

 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 1
年

 電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

8
年

１
⽉

29
⽇

（
⾦

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

II
I 

〜
IV

 限
  

  
  

  
  

教
員

名
：

 柴
⽥

 欣
秀

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
教

員
の

⼀
⽅

的
な

授
業

で
は

な
く、

学
⽣

の
能

動
的

な
授

業
参

加
に

よ
り、

学
⽣

の
学

習
意

欲
と能

⼒
を

⾼
め

る
こと

を
⽬

指
す

。今
回

の
授

業
で

は
事

前
に

学
⽣

に
⾃

分
が

作
成

した
作

品
を

説
明

す
る

発
表

資
料

を
作

成
させ

、学
⽣

の
前

で
発

表
、質

疑
応

答
を

⾏
うこ

とに
よ

り、
情

報
発

信
能

⼒
の

向
上

を
⽬

指
す

。 
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 質
疑

応
答

の
際

に
、な

る
べ

く発
表

内
容

に
関

係
す

る
質

問
を

⾏
うよ

うに
指

⽰
を

し
た

。ま
た

、学
⽣

達
に

他
⼈

の
発

表
を

評
価

させ
る

こと
に

よ
り、

⾃
分

の
発

表
能

⼒
が

どの
程

度
な

の
か

を
把

握
させ

る
よ

うに
した

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 初
め

て
の

発
表

の
場

とい
うこ

とも
あ

り、
学

⽣
達

は
緊

張
し

て
い

た
が

、普
段

か
ら⼀

緒
に

学
習

し
て

い
る

仲
間

の
前

で
の

発
表

で
あ

った
た

め
、各

発
表

に
対

して
⾮

常
に

興
味

を
持

ち
、活

発
な

議
論

を
⾏

って
い

た
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 発
表

3
分

、質
疑

応
答

2
分

の
時

間
を

設
け

、学
⽣

⼀
⼈

ず
つ

発
表

を
⾏

わ
せ

た
た

め
、⾮

常
に

多
くの

時
間

が
か

か
って

し
ま

った
。そ

の
た

め
、2

⼈
⼀

組
に

す
る

な
どし

て
時

間
を

短
縮

す
れ

ば
、1

学
期

の
間

に
何

回
か

同
様

な
AL

を
⾏

うこ
とは

可
能

か
と考

え
られ

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:0

5 
 

5
分

 
発

表
⽅

法
や

順
番

を
学

⽣
に

説
明

 
 

説
明

 
 

展
 

開
 

13
:0

5〜
 

16
:0

0 
17

5
分

ス
ライ

ドを
⽤

い
た

学
⽣

1
⼈

ず
つ

の
発

表
、

お
よ

び
質

疑
応

答
 

 

AL
の

⼭
場

 
☆

 

ま
 と め
 

16
:0

0〜
 

16
:1

0 
10

分
 

発
表

の
総

評
と学

⽣
に

よ
る

投
票

の
実

施
 

 

ま
とめ

 
☆

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

 

 
 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

  
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

  
  

 
上

記
の

狙
い

どお
り達

成
で

き
た

 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 質
問

す
る

学
⽣

に
偏

りが
で

き
て

しま
って

い
た

た
め

、学
⽣

が
主

体
的

に
質

問
で

き
る

状
況

を
作

成
す

る
必

要
が

あ
る

。 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
  

 
特

に
な

し 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 応
⽤

数
学

A 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

 電
気

情
報

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

7
年

１
2

⽉
17

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
Ⅰ

I 
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 柴

⽥
 欣

秀
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

教
員

の
⼀

⽅
的

な
授

業
で

は
な

く、
学

⽣
の

能
動

的
な

授
業

参
加

に
よ

り、
学

⽣
の

学
習

意
欲

と能
⼒

を
⾼

め
る

こと
を

⽬
指

す
。特

に
難

易
度

の
⾼

い
問

題
を

グ
ル

ー
プ

で
デ

ィス
カ

ッシ
ョン

す
る

こと
に

よ
り、

⾃
分

の
理

解
度

を
他

⼈
と⽐

較
す

うこ
とに

よ
り

確
認

させ
る

こと
を

⽬
的

とし
た

。 
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 早
く問

題
を

解
け

た
学

⽣
は

で
き

て
い

な
い

学
⽣

に
説

明
す

る
こと

を
指

⽰
し

、グ
ル

ー
プ

内
で

模
擬

的
な

授
業

を
⾏

うよ
うに

指
導

した
。改

善
した

い
こと

は
、グ

ル
ー

プ
学

習
を

させ
る

際
に

学
⽣

が
机

を
移

動
させ

る
な

どし
て

グ
ル

ー
プ

を
作

成
す

る
よ

うに
指

⽰
は

した
が

、う
ま

くま
とめ

る
こと

が
で

き
な

か
った

た
め

、次
年

度
か

らは
グ

ル
ー

プ
学

習
が

しや
す

い
環

境
づ

くり
を

⾏
え

る
よ

うに
改

善
した

い
。 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 グ

ル
ー

プ
の

班
員

同
⼠

で
教

え
あ

うこ
とに

よ
り、

活
発

な
議

論
が

⾏
わ

れ
て

い
た

。ま
た

、早
く問

題
が

解
け

た
学

⽣
も

他
⼈

に
教

え
る

こと
に

よ
り、

⾃
分

の
理

解
度

を
把

握
す

る
こと

が
で

き
て

い
た

た
め

、⾃
分

が
どの

よ
うに

今
後

学
習

す
れ

ば
い

い
か

の
指

標
に

な
った

と思
わ

れ
る

。 
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 A
L

を
⾏

うた
め

に
は

どう
して

も
多

くの
時

間
を

必
要

とす
る

。そ
の

た
め

、A
L

の
回

数
を

増
や

し
て

しま
うと

、シ
ラバ

ス
で

設
定

し
た

範
囲

を
こな

す
時

間
が

少
な

くな
って

しま
うた

め
、1

学
期

で
1~

2
回

程
度

の
導

⼊
し

か
で

き
な

い
と思

わ
れ

る
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

10
:5

0 
 

10
分

 
課

題
内

容
と

そ
の

実
施

⽅
法

を
学

⽣
に

説
明

 
説

明
 

 
 

展
 

開
 

10
:5

0〜
 

11
:3

0 
40

分
 

6~
7

名
の

各
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

問
題

へ
の

挑
戦

とグ
ル

ー
プ

で
の

デ
ィス

カ
ッシ

ョ
ン

 

学
習

活
動

 
   

○
 

ま
 と め
 

11
:3

0〜
 

12
:1

0 
40

分
 

解
い

た
課

題
の

解
法

を
⿊

板
や

電
⼦

⿊
板

を
使

⽤
し

て
学

⽣
が

ク
ラ

ス
全

体
に

対
して

発
表

 

AL
の

⼭
場

 
☆

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
教

材
・関

連
の

資
料

や
様

⼦
の

写
真

等
 

 
 

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

担
当

教
員

に
よ

る
授

業
後

の
考

察
：

  
・教

員
の

ね
らい

どお
りに

授
業

が
展

開
で

き
た

か
？

  
  

 上
記

の
狙

い
どお

り達
成

で
き

た
 

・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

  
  

 解
法

を
板

書
す

る
時

間
が

か
か

って
し

ま
った

た
め

、事
前

に
タブ

レ
ット

を
配

布
し

、解
法

を
書

い
た

ス
ライ

ドを
作

成
して

も
らい

、電
⼦

⿊
板

で
説

明
す

れ
ば

時
間

の
節

約
に

な
り、

議
論

の
時

間
を

取
る

こと
が

で
き

た
と思

う。
 

・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

  
 特

に
な

し 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
担

当
教

員
に

よ
る

ファ
シ

リテ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル
の

チ
ェッ

クリ
ス

ト（
指

導
⼒

の
ふ

り返
り）

 
①

〜
⑤

の
該

当
す

る
箇

所
に

○
印

を
記

⼊
 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 情
報

処
理

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

電
⼦

制
御

⼯
学

科
２

年
  

  
  

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
１

９
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 Ⅲ
 限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 遠

藤
 登

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 Ｃ

⾔
語

の
関

数
を

利
⽤

した
プ

ログ
ラミ

ン
グ

に
つ

い
て

学
習

す
る

。簡
単

な
計

算
を

通
して

関
数

化
の

利
点

、階
層

的
な

関
数

の
利

⽤
法

に
つ

い
て

学
習

す
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 題

材
を

分
数

の
加

減
算

に
す

る
こと

で
計

算
⽅

法
に

つ
い

て
改

め
て

説
明

す
る

必
要

は
な

く、
通

分
・約

分
とい

った
計

算
に

必
要

な
⼀

連
の

操
作

が
す

べ
て

、最
⼤

公
約

数
を

基
に

構
成

で
き

る
た

め
、関

数
化

す
る

こと
が

容
易

。 
 

対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ク

ラス
全

体
に

説
明

して
い

る
とき

は
あ

ま
り反

応
して

い
る

様
⼦

は
⾒

られ
な

い
が

、演
習

時
の

机
間

巡
回

な
どで

個
々

の
学

⽣
の

質
問

に
対

応
して

い
る

とき
は

反
応

が
よ

い
。 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 パ
ソ

コン
を

利
⽤

す
る

た
め

、机
の

移
動

等
は

不
可

。隣
同

⼠
や

前
後

で
の

意
⾒

交
換

は
可

能
。イ

ン
ター

ネ
ット

か
らの

情
報

収
集

も
可

能
だ

が
、授

業
の

特
性

上
検

索
結

果
を

そ
の

ま
ま

コピ
ー

ペ
ー

ス
トす

る
可

能
性

も
あ

り、
あ

ま
り奨

励
しな

い
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
３

:０
０

〜
 

１
３

:１
５

  
１

５
分

分
数

の
加

減
算

を
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
関

数
化

に
つ

い
て

の
導

⼊
説

明
 

■
分

数
計

算
の

⼿
順

の
確

認
 

■
関

数
化

の
ポ

イン
ト 

 

展
 

開
 

１
３

:１
５

〜
 

１
３

:４
０

 
２

５
分

ユ
ー

ク
リッ

ド
の

互
除

法
に

よ
る

最
⼤

公
約

数
の

求
め

⽅
。

最
⼤

公
約

数
を

使
っ

た
最

⼩
公

倍
数

の
求

め
⽅

 

■
ユ

ー
クリ

ッド
の

互
除

法
 

○
ユ

ー
ク

リッ
ド

の
互

除
法

の
プ

ロ
グ

ラ
ミン

グ
 

○
最

⼤
公

約
数

、最
⼩

公
倍

数
の

プ
ロ

グ
ラミ

ン
グ

 

○
 

１
３

:４
０

〜
 

１
４

:１
０

 
３

０
分

 
通

分
・約

分
の

関
数

化
に

よ
る

分
数

計
算

プ
ロ

グ
ラム

の
作

成
 

○
通

分
を

す
る

関
数

の
プ

ログ
ラミ

ン
グ

 
○

分
数

計
算

プ
ログ

ラム
の

作
成

 
○

 

ま
 と め
 

１
４

:１
０

〜
 

１
４

:３
０

 
２

０
分

分
数

の
四

則
混

合
演

算
な

ど、
よ

り複
雑

な
計

算
に

つ
い

て
どの

よ
うに

プ
ロ

グ
ラ

ミン
グ

を
す

れ
ば

よ
い

か
の

⽅
針

を
検

討
 

☆
四

則
混

合
演

算
に

お
け

る
キ

ー
ポ

イ
ン

トの
理

解
 

☆
プ

ロ
グ

ラ
ミン

グ
に

お
け

る
具

体
的

な
処

理
の

検
討

 

○
 

   

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

狙
い

通
りに

展
開

で
き

た
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
プ

ロ
グ

ラミ
ン

グ
の

理
解

が
不

⼗
分

で
あ

る
学

⽣
も

い
る

た
め

、学
⽣

全
員

が
あ

る
程

度
の

能
⼒

ま
で

達
し

て
い

な
い

と効
果

が
弱

い
。た

だ
し、

学
⽣

同
⼠

で
教

え
あ

うこ
とで

教
員

に
よ

る
説

明
よ

りも
集

中
で

き
る

利
点

は
あ

る
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
学

⽣
は

単
純

な
処

理
で

あ
って

も
段

階
的

に
⼿

順
を

考
え

る
とい

うこ
とが

苦
⼿

で
あ

る
た

め
、ま

ず
は

簡
単

な
処

理
で

訓
練

す
る

こ
とが

重
要

で
あ

る
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 情
報

処
理

Ⅱ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

電
⼦

制
御

⼯
学

科
３

年
  

  
  

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
２

１
⽇

（
⽊

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 Ⅱ
 限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 遠

藤
 登

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 P

IC
マ

イコ
ン

の
割

込
み

処
理

の
重

要
性

つ
い

て
理

解
し

、割
込

み
処

理
を

利
⽤

し
た

簡
単

な
Ｃ

プ
ロ

グ
ラミ

ン
グ

の
技

法
を

習
得

す
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 初

め
て

の
割

込
み

処
理

とし
て

⽐
較

的
簡

単
に

動
作

が
確

認
で

き
る

外
部

割
込

み
を

扱
った

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

 ク
ラス

全
体

に
説

明
して

い
る

とき
は

あ
ま

り反
応

して
い

る
様

⼦
は

⾒
られ

な
い

が
、演

習
時

の
机

間
巡

回
な

どで
個

々
の

学
⽣

の
質

問
に

対
応

して
い

る
とき

は
反

応
が

よ
い

。 
 

科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 パ
ソ

コン
を

利
⽤

す
る

た
め

、机
の

移
動

等
は

不
可

。隣
同

⼠
や

前
後

で
の

意
⾒

交
換

は
可

能
。イ

ン
ター

ネ
ット

か
らの

情
報

収
集

も
可

能
だ

が
、授

業
の

特
性

上
検

索
結

果
を

そ
の

ま
ま

コピ
ー

ペ
ー

ス
トす

る
可

能
性

も
あ

り、
あ

ま
り奨

励
しな

い
。 

●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
０

:４
０

〜
 

１
１

:２
０

  
４

０
分

割
込

み
処

理
の

概
念

に
つ

い
て

理
解

 
  

■
割

込
み

処
理

の
概

要
 

■
割

込
み

処
理

実
現

の
ポ

イ
ン

ト 
 

展
 

開
 

１
１

:２
０

〜
 

１
１

:５
５

 
３

５
分

割
込

み
に

関
連

す
る

各
種

レ
ジ

ス
タ

の
設

定
と

CP
U

の
動

作
の

理
解

 
  

■
割

込
み

処
理

関
連

の
レ

ジ
ス

タ
の

説
明

 
○

割
込

み
処

理
の

プ
ログ

ラミ
ン

グ
 

○
 

１
１

:５
５

〜
 

１
２

:０
５

 
１

０
分

 
割

込
み

処
理

を
利

⽤
し

た
簡

単
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

動
作

確
認

 
  

○
マ

イコ
ン

ボ
ー

ドの
⼊

出
⼒

配
線

 
○

プ
ログ

ラム
の

実
装

と確
認

 
○

 

ま
 と め
 

１
２

:０
５

〜
 

１
２

:１
０

 
５

分
 

割
込

み
処

理
の

ま
とめ

 
    

☆
複

数
の

割
込

み
に

対
応

す
る

場
合

の
処

理
の

検
討

 
○

 

 

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

割
込

み
処

理
の

概
念

の
理

解
に

若
⼲

⼿
間

取
った

た
め

、予
定

し
て

い
た

時
間

を
⼤

幅
に

超
過

した
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
プ

ロ
グ

ラミ
ン

グ
の

理
解

が
不

⼗
分

で
あ

る
学

⽣
も

い
る

た
め

、学
⽣

全
員

が
あ

る
程

度
の

能
⼒

ま
で

達
し

て
い

な
い

と効
果

が
弱

い
。た

だ
し、

学
⽣

同
⼠

で
教

え
あ

うこ
とで

教
員

に
よ

る
説

明
よ

りも
集

中
で

き
る

利
点

は
あ

る
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
マ

イコ
ン

な
どの

組
込

み
系

の
プ

ロ
グ

ラミ
ン

グ
は

ソ
フト

ウ
ェア

だ
け

で
な

くハ
ー

ドウ
ェア

の
知

識
が

重
要

に
な

る
た

め
、並

⾏
し

て
ハ

ー
ドウ

ェア
に

つ
い

て
も

講
義

で
扱

うこ
とが

重
要

で
あ

る
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
⼦

制
御

⼯
学

実
習

Ⅰ
 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

電
⼦

制
御

⼯
学

科
 第

１
学

年
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 ⽉

  
⽇

（
 曜

⽇
）

 
  

  
  

  
  

毎
週

⽔
曜

⽇
 

実
施

時
限

：
  

２
，

３
  

限
  

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
 栗

⼭
嘉

⽂
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 も
の

づ
くり

の
⾯

⽩
さを

知
る

た
め

に
，

回
路

の
基

本
的

な
設

計
を

修
得

す
る

 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 授

業
時

間
を

も
っと

増
や

す
こと

が
，

今
後

の
改

善
で

あ
る

．
 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ⼀

番
⾯

⽩
い

授
業

と⾔
って

くれ
た

．
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 後
の

学
年

で
学

ぶ
電

⼦
回

路
，

情
報

処
理

，
電

気
回

路
に

直
結

す
る

だ
け

で
な

く，
数

学
の

必
要

性
を

説
明

し
て

い
て

お
り，

今
後

の
学

⽣
の

勉
強

意
欲

と理
解

度
を

増
や

そ
うと

して
い

る
．

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

素
⼦

の
仕

組
み

 
■

素
⼦

の
基

本
的

な
仕

組
み

な
どを

教
え

る
 

 

展
 

開
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

回
路

の
設

計
 

☆
⾃

分
の

⼒
で

指
定

し
た

回
路

を
ブ

レ
ッ

ドボ
ー

ド上
で

作
る

．
 

  

○
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

 

相
互

学
習

 
     

○
教

員
は

，
特

に
後

れ
て

い
る

⼦
を

指
導

し
，

そ
れ

以
外

の
後

れ
て

い
る

⼦
は

，
進

ん
で

い
る

⼦
か

ら
教

え
て

も
ら

うよ
う指

導
．

 

○
 

ま
 と め
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

考
え

⽅
 

     

■
回

路
の

組
み

⽴
て

⽅
の

例
を

⾒
せ

て
，

教
員

が
どの

よ
うに

考
え

て
作

って
い

る
の

か
を

説
明

 

 

   ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
資

料
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

よ
りダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
で

あ
る

が
，

基
本

的
に

学
⽣

も
し

く
は

希
望

者
以

外
の

閲
覧

が
で

き
ぬ

よ
うに

パ
ス

ワ
ー

ドロ
ック

を
か

け
て

い
る

．
 

 

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

で
き

た
．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

楽
しん

で
や

って
くれ

た
と思

う．
も

っと
時

間
を

増
や

した
い

．
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
⼦

制
御

⼯
学

実
習

Ⅱ
 

前
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

電
⼦

制
御

⼯
学

科
 第

2
学

年
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 ⽉

  
⽇

（
 曜

⽇
）

 
  

  
  

  
  

 毎
週

⾦
曜

⽇
 

実
施

時
限

：
  

３
，

４
  

限
  

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
 栗

⼭
嘉

⽂
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 も
の

づ
くり

の
⾯

⽩
さを

知
る

た
め

に
，

回
路

の
基

本
的

な
設

計
を

修
得

す
る

 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 授

業
時

間
を

も
っと

増
や

す
こと

が
，

今
後

の
改

善
で

あ
る

．
 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 ⼀

番
⾯

⽩
い

授
業

と⾔
って

くれ
た

．
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 後
の

学
年

で
学

ぶ
電

⼦
回

路
，

情
報

処
理

，
電

気
回

路
に

直
結

す
る

だ
け

で
な

く，
数

学
の

必
要

性
を

説
明

し
て

い
て

お
り，

今
後

の
学

⽣
の

勉
強

意
欲

と理
解

度
を

増
や

そ
うと

して
い

る
．

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

素
⼦

の
仕

組
み

 
■

素
⼦

の
基

本
的

な
仕

組
み

な
どを

教
え

る
 

 

展
 

開
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

回
路

の
設

計
 

☆
⾃

分
の

⼒
で

指
定

し
た

回
路

を
ブ

レ
ッ

ドボ
ー

ド上
で

作
る

．
 

  

○
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

 

相
互

学
習

 
     

○
教

員
は

，
特

に
後

れ
て

い
る

⼦
を

指
導

し
，

そ
れ

以
外

の
後

れ
て

い
る

⼦
は

，
進

ん
で

い
る

⼦
か

ら
教

え
て

も
ら

うよ
う指

導
．

 

○
 

ま
 と め
 

10
:3

0
〜

14
:3

0 
 

全
体

の
45

分
 

考
え

⽅
 

     

■
回

路
の

組
み

⽴
て

⽅
の

例
を

⾒
せ

て
，

教
員

が
どの

よ
うに

考
え

て
作

って
い

る
の

か
を

説
明

 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
資

料
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

よ
りダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
で

あ
る

が
，

基
本

的
に

学
⽣

も
し

く
は

希
望

者
以

外
の

閲
覧

が
で

き
ぬ

よ
うに

パ
ス

ワ
ー

ドロ
ック

を
か

け
て

い
る

．
 

 

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

で
き

た
．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

楽
しん

で
や

って
くれ

た
と思

う．
も

っと
時

間
を

増
や

した
い

．
 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

○
 

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
⼦

制
御

⼯
学

実
習

Ⅱ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

電
⼦

制
御

⼯
学

科
 第

３
学

年
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
 ⽉

  
⽇

（
 曜

⽇
）

 
  

  
  

  
  

テ
ス

ト⼀
週

間
前

 
実

施
時

限
：

  
１

  
限

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 教
員

名
：

 栗
⼭

嘉
⽂

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 教

え
あ

うこ
とで

，
教

え
て

も
らう

側
は

理
解

し
よ

うと
し

，
教

え
る

側
は

理
解

し
て

も
らう

よ
うに

⼯
夫

させ
る

こと
で

，
互

い
に

理
解

を
深

め
て

い
くこ

とを
ね

らっ
て

い
る

．
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 答
え

を
配

らず
，

互
い

に
答

え
を

確
認

しあ
って

考
え

させ
る

．
 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 良

く教
え

合
って

い
る

．
教

え
合

うグ
ル

ー
プ

が
固

定
され

て
い

る
．

 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 実

践
で

は
「答

え
」と

い
うも

の
は

存
在

せ
ず

，
⾃

ら確
信

して
「答

え
」を

導
き

出
す

トレ
ー

ニ
ン

グ
を

させ
て

い
る

つ
も

り 
 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
9:

10
 

10
分

 
使

う公
式

の
復

習
 

■
今

回
使

⽤
す

る
公

式
の

み
説

明
す

る
 

 

展
 

開
 

9:
10

〜
9:

40
 

30
分

 
テ

ス
トの

実
施

 
○

は
じ

め
は

⾃
分

の
⼒

，
理

解
⼒

が
どの

程
度

か
を

知
る

た
め

に
解

か
せ

る
．

 
  

 

9:
40

〜
10

:2
0 

 
40

分
 

相
互

学
習

 
     

☆
教

員
は

，
特

に
後

れ
て

い
る

⼦
を

指
導

し
，

そ
れ

以
外

の
後

れ
て

い
る

⼦
は

，
進

ん
で

い
る

⼦
か

ら
教

え
て

も
ら

うよ
う指

導
．

 

○
 

ま
 と め
 

10
:2

0
〜

10
:3

0 
 

10
分

 
答

え
の

確
認

の
仕

⽅
の

み
説

明
 

   

 
 

 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
資

料
は

イ
ン

タ
ー

ネ
ット

よ
りダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
で

あ
る

が
，

基
本

的
に

学
⽣

も
し

く
は

希
望

者
以

外
の

閲
覧

が
で

き
ぬ

よ
うに

パ
ス

ワ
ー

ドロ
ック

を
か

け
て

い
る

．
 

 

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

で
き

て
い

る
とお

も
う．

 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

テ
ス

トの
不

安
か

ら答
え

を
請

求
して

くる
．

 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 電
⼦

制
御

⼯
学

実
験

Ⅰ
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 3
年

 電
⼦

制
御

⼯
学

科
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
実

施
⽇

：
平

成
２

８
年

1
⽉

19
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 Ⅲ
・Ⅳ

 限
  

  
  

  
  

 
教

員
名

：
 籾

⼭
 克

章
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

授
業

で
学

ん
だ

知
識

を
実

際
の

回
路

で
表

現
し

て
確

認
す

る
こと

。グ
ル

ー
プ

に
な

って
共

同
で

作
業

を
進

め
動

作
確

認
技

術
を

⾝
に

つ
け

る
こと

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 ⼈

チ
ー

ム
⼈

数
の

ば
らつ

き
を

多
す

ぎ
ず

少
な

す
ぎ

ず
とい

うこ
とで

、６
⼈

程
度

の
グ

ル
ー

プ
に

分
け

た
。 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 わ

か
らな

い
こと

は
積

極
的

に
学

⽣
同

⼠
聞

き
あ

って
確

認
して

い
る

よ
うで

あ
った

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 実

験
の

授
業

な
の

で
、授

業
そ

の
も

の
が

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

クに
な

る
。 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

13
:0

0〜
 

13
:2

0 
 

２
０

分
実

験
内

容
の

確
認

 
 

 

展
 

開
 

13
:2

0〜
 

15
:5

0 
90

分
 

実
験

(回
路

の
動

作
チ

ェ
ック

の
確

認
を

グ
ル

ー
プ

で
⾏

う)
 

    

〇
 

 
 

      

 
 

ま
 と め
 

15
:5

0〜
 

16
:1

0 
20

分
 

今
⽇

の
ま

とめ
 

     

 
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
   

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

クで
学

⽣
同

⼠
学

び
あ

って
い

る
様

⼦
が

確
認

で
き

た
。 

  ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
⼈

数
の

ば
らつ

き
具

合
が

ち
ょう

どよ
くグ

ル
ー

プ
で

は
全

員
が

何
らか

の
役

割
を

して
実

験
して

い
た

。 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

〇
 

 
②

対
⼈

関
係

 
〇

 
 

 
③

構
造

化
 

 
〇

 
 

④
合

意
形

成
 

 
〇

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
〇
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

構
造

⼒
学

Ⅰ
 

通
年

・前
期

・後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

建
築

学
科

第
3

学
年

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

28
年

 1
⽉

22
⽇

（
⾦

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

Ⅱ
  

  
限

  
  

  
  

  
  

  
  

教
員

名
：

⽝
飼

 利
嗣

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
静

定
構

造
⼒

学
に

関
す

る
演

習
を

⾏
い

，
応

⽤
⼒

を
⾝

に
つ

け
させ

る
。 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

教
科

書
に

は
類

似
の

な
い

静
定

トラ
ス

の
問

題
を

演
習

課
題

とし
て

与
え

た
。 

 対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど)
：

 
積

極
的

に
課

題
に

取
り組

む
学

⽣
も

い
れ

ば
，

取
り組

む
以

前
に

諦
め

て
い

る
学

⽣
も

い
た

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
⼒

学
の

よ
うな

教
科

⽬
は

，
演

習
が

実
施

しや
す

い
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

Lの
⼭

場
 ※

:チ
ェッ

ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

9:
00

〜
 

9:
10

 
10

分
 

演
習

課
題

の
要

点
 

■
：

説
明

 
トラ

ス
に

⽣
じ

る
軸

⽅
向

⼒
を

求
め

る
に

あ
た

って
，

そ
の

要
点

とな
る

解
法

に
つ

い
て

説
明

した
。 

 

展
 

開
 

9:
10

〜
 

10
:1

5 
55

分
 

演
習

課
題

の
実

施
 

○
：

学
習

活
動

 
☆

：
AL

の
⼭

場
 

○
 

ま
 と め
 

10
:1

5〜
 

10
:3

0 
15

分
 

模
範

解
答

との
照

合
 

■
：

説
明

 
模

範
解

答
に

い
て

説
明

を
した

。 
 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
教

科
書

に
は

類
似

の
な

い
静

定
トラ

ス
の

演
習

課
題

を
作

成
した

。 
 

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

ね
らい

どお
りに

展
開

で
き

た
とは

い
え

な
い

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 演
習

課
題

に
対

して
積

極
的

に
取

り組
む

こと
が

で
き

る
よ

う，
事

前
に

学
⽣

の
動

機
付

け
を

す
る

必
要

が
あ

った
。 

  ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
ま

ず
は

構
造

⼒
学

に
興

味
を

持
た

せ
る

こと
が

重
要

で
あ

る
と感

じた
。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
 

○
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 応
⽤

物
理

Ⅰ
（

前
期

・後
期

の
他

の
学

年
・学

科
の

担
当

科
⽬

で
も

実
施

）
 

通
年

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

 建
築

学
科

  
  

 
（

前
期

・後
期

の
他

の
学

年
・学

科
の

担
当

科
⽬

で
も

実
施

）
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
１

９
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

前
期

・後
期

の
他

の
学

年
・学

科
の

担
当

科
⽬

で
も

実
施

実
施

時
限

：
  

  
  

  
Ⅰ

  
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 ⼩

川
 信

之
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

  
・学

⽣
の

⾃
ら学

び
、問

題
解

決
を

模
索

す
る

こと
で

創
造

的
思

考
を

⾝
に

つ
け

る
。 

  
・グ

ル
ー

プ
学

習
に

よ
り、

協
調

性
と積

極
性

を
育

み
、学

習
の

動
機

づ
け

を
伴

った
理

解
の

深
化

を
は

か
る

。 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
  

・１
５

回
の

座
学

の
授

業
の

２
〜

４
回

分
に

、グ
ル

ー
プ

毎
に

違
うテ

ー
マ

を
与

え
て

実
験

実
習

を
⾏

う、
実

験
実

習
と座

学
の

 
ハ

イブ
リッ

トに
よ

る
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

講
義

を
実

践
す

る
。１

クラ
ス

を
１

３
程

度
の

グ
ル

ー
プ

に
わ

け
て

実
施

。 
対

象
クラ

ス
に

つ
い

て
感

じて
い

る
学

⽣
の

雰
囲

気
、特

徴
（

授
業

中
の

反
応

や
当

該
科

⽬
に

対
す

る
関

⼼
度

合
い

な
ど）

：
 

  
・グ

ル
ー

プ
学

習
に

よ
る

実
験

の
た

め
、ク

ラス
が

活
性

化
した

。 
  

・他
の

グ
ル

ー
プ

との
協

調
も

起
こっ

た
。内

容
の

理
解

が
深

ま
り、

付
加

実
験

を
模

索
す

る
グ

ル
ー

プ
も

で
た

。 
科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
  

・応
⽤

物
理

の
科

⽬
の

特
性

で
、座

学
に

実
験

を
取

り込
ん

だ
試

み
は

、学
⽣

の
理

解
を

深
め

る
た

め
に

役
⽴

つ
。 

 ・
学

⽣
は

、実
現

象
との

関
連

で
内

容
を

理
解

で
き

、グ
ル

ー
プ

で
の

取
組

は
、今

回
の

取
り組

み
に

効
果

的
で

あ
る

。 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

９
:０

０
〜

 
９

:１
０

  
1０

分
 

各
グ

ル
ー

プ
実

験
を

進
め

る
際

の
進

め
⽅

・注
意

点
な

ど 

■
学

⽣
の

事
前

学
習

し
て

き
た

レ
ポ

ー
ト

を
返

却
し、

レ
ポ

ー
トに

従
って

各
グ

ル
ー

プ
の

実
験

を
効

果
的

に
す

す
め

る
よ

うに
伝

え
る

。 
 

 

展
 

開
 

９
:1

０
〜

 
９

:2
０

 
10

分
 

各
グ

ル
ー

プ
に

て
準

備
 

 
○

学
⽣

は
、事

前
学

習
の

レ
ポ

ー
トを

も
と

に
、各

グ
ル

ー
プ

の
実

験
の

た
め

に
、ど

の
よ

うな
器

具
が

必
要

か
検

討
し

準
備

す
る

。 
 

○
 

９
:2

０
〜

 
10

:1
5 

５
５

分
 

各
グ

ル
ー

プ
に

て
討

議
を

 
⾏

い
な

が
ら実

験
実

習
 

の
課

題
を

解
決

す
る

 
 

☆
各

グ
ル

ー
プ

の
実

験
テ

ー
マ

を
課

題
解

決
す

る
。グ

ル
ー

プ
で

の
討

議
や

実
践

が
な

され
る

。 

○
 

ま
 と め
 

10
:1

5〜
 

10
:3

0 
15

分
 

グ
ル

ー
プ

で
の

実
験

で
得

ら
れ

た
結

果
を

討
議

に
よ

りま
とめ

て
考

察
す

る
 

☆
各

グ
ル

ー
プ

で
の

実
験

テ
ー

マ
で

得
られ

た
結

果
を

ま
とめ

る
。グ

ル
ー

プ
で

の
討

議
や

考
察

が
な

され
る

。 
  

○
 

 ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
オ

シ
ロ

ス
コー

プ
を

⽤
い

た
電

気
実

験
テ

ー
マ

の
課

題
解

決
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク 

 

グ
ル

ー
プ

デ
ィス

カ
ッシ

ョン
に

よ
る

実
験

デ
ー

タの
検

討
 

  

ユ
ー

イン
グ

法
を

⽤
い

た
実

験
テ

ー
マ

の
課

題
解

決
に

お
け

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク 

  
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

概
ね

、ね
らい

どお
りの

授
業

展
開

で
あ

った
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
グ

ル
ー

プ
内

の
み

な
らず

、他
グ

ル
ー

プ
に

刺
激

され
て

競
うよ

うに
取

り組
ん

で
い

た
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
学

⽣
は

、事
前

学
習

に
よ

る
レ

ポ
ー

トで
は

、そ
れ

な
りに

理
解

して
き

て
い

る
が

、各
テ

ー
マ

の
課

題
を

取
り組

む
こと

で
よ

り深
く考

え
、グ

ル
ー

プ
で

取
り組

む
こと

で
活

発
な

考
察

を
⾏

って
い

た
。 

   ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

○
 

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 情
報

処
理

Ⅰ
 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ３
年

・建
築

学
科

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
１

９
⽇

（
⽕

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
 ２

 限
  

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 柴

⽥
 良

⼀
 

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

ね
らい

：
 

 ポ
ケ

コン
の

プ
ログ

ラミ
ン

グ
学

習
に

お
い

て
、数

名
の

グ
ル

ー
プ

で
教

え
あ

い
な

が
ら開

発
を

進
め

る
。 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 プ
ログ

ラム
に

ゲ
ー

ム
性

を
持

た
せ

る
こと

で
、グ

ル
ー

プ
内

で
競

争
す

る
こと

で
、開

発
へ

の
意

欲
を

⾼
め

た
。 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 与

え
られ

た
課

題
を

前
向

き
に

取
り組

む
姿

勢
が

あ
る

の
で

、そ
れ

を
グ

ル
ー

プ
に

展
開

させ
た

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 建

築
学

科
で

は
プ

ログ
ラミ

ン
グ

に
苦

⼿
意

識
が

強
い

の
で

、ま
ず

は
体

験
優

先
とし

た
授

業
内

容
とし

た
。 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

１
０

:４
０

〜
 

１
１

:０
０

  
２

０
分

プ
ロ

グ
ラム

課
題

「数
当

て
ゲ

ー
ム

」の
概

要
説

明
 

 
 

展
 

開
 

１
１

:０
０

〜
 

１
１

:２
０

 
２

０
分

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

基
本

部
分

の
提

⽰
 

乱
数

の
作

り⽅
 

Ｉ
Ｆ

⽂
の

条
件

分
岐

 
  

 

１
１

:２
０

〜
 

１
２

:０
０

 
４

０
分

 
個

⼈
で

の
プ

ロ
グ

ラ
ミン

グ
作

業
 

グ
ル

ー
プ

内
で

の
記

述
⽅

法
の

教
え

あ
い

 
グ

ル
ー

プ
同

⼠
で

の
実

⾏
結

果
の

競
争

 
 

そ
れ

ぞ
れ

の
プ

ロ
グ

ラム
を

⾒
せ

合
い

 
記

述
⽅

法
を

相
互

に
参

考
に

す
る

 
実

⾏
結

果
を

グ
ル

ー
プ

内
で

競
う 

さら
に

グ
ル

ー
プ

同
⼠

で
の

競
争

も
⾏

う 

○
 

ま
 と め
 

１
２

:０
０

〜
 

１
２

:１
０

 
１

０
分

学
習

した
要

点
の

ま
とめ

 
   

 
 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
  

 

 
 

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 通
常

の
授

業
形

態
と⽐

べ
て

、予
想

以
上

に
意

欲
的

な
取

り組
み

を
実

感
した

。 
  ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

 ゲ
ー

ム
性

を
持

た
せ

る
こと

で
、単

な
る

数
値

計
算

で
は

な
い

興
味

を
喚

起
で

き
た

。 
  ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
○

 
 

 
③

構
造

化
 

 
 

○
 

④
合

意
形

成
 

 
○

 
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

 
○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 建
築

学
通

論
 

後
期

 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 １
年

・建
築

学
科

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
７

年
１

１
⽉

１
９

⽇
（

⽊
曜

⽇
）

 
 

実
施

時
限

：
  

  
  

  
  

Ⅰ
限

  
  

  
  

  
  

  
教

員
名

：
 ⻘

⽊
 哲

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 新

築
住

宅
に

お
け

る
環

境
問

題
（

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

等
）

へ
の

取
り組

み
の

現
状

を
知

る
。 

  ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
に

関
して

改
善

・⼯
夫

を
した

こと
（

今
回

試
み

た
こと

）
、今

後
改

善
した

い
と思

って
い

る
こと

：
 

 ハ
ウ

ス
メー

カー
の

TV
CM

を
使

う。
 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 担

当
の

初
回

実
施

で
あ

った
た

め
、強

い
印

象
は

な
い

が
、ま

じめ
で

興
味

が
あ

りそ
うで

あ
った

。 
  科

⽬
の

特
徴

・特
性

(双
⽅

向
の

授
業

、反
転

授
業

の
導

⼊
の

しや
す

さ（
しに

くさ
）

、ア
クテ

ィビ
テ

ィの
活

⽤
な

ど)
：

 
 １

年
⽣

で
全

く知
識

の
な

い
とこ

ろ
か

らの
ス

ター
トな

の
で

、レ
ベ

ル
設

定
が

難
しい

。 
 建

築
学

の
こと

を
広

く浅
く伝

え
る

授
業

で
あ

る
。⻘

⽊
は

３
回

の
み

担
当

 
●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
実

施
の

内
訳

 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

９
:3

0〜
 

9:
40

  
10

分
 

ハ
ウ

ス
メー

カ
ー

の
位

置
づ

け
 

■
これ

か
ら⾒

せ
る

CM
に

つ
い

て
の

説
明

 

展
 

開
 

9:
40

〜
 

10
:1

0 
30

分
 

各
CM

放
映

と 
キ

ー
ワ

ー
ドを

拾
い

出
し 

○
CM

を
⾒

る
 

☆
CM

個
々

の
訴

え
た

い
内

容
を

学
⽣

に
述

べ
て

貰
う 

※
出

て
くる

キ
ー

ワ
ー

ドの
説

明
に

つ
い

て
 

 

○
 

10
:1

0〜
 

10
:2

0 
10

分
 

放
映

した
CM

を
振

り返
って

住
宅

メー
カ

ー
の

訴
え

て
い

る
共

通
す

る
キ

ー
ワ

ー
ドの

確
認

 
 

☆
全

体
的

な
印

象
（

訴
え

よ
うと

し
て

い
る

内
容

の
共

通
点

）
を

学
⽣

に
述

べ
て

も
らう

 
 

○
 

ま
 と め
 

10
:2

0〜
 

10
:3

0 
10

分
 

ハ
ウ

ス
メ

ー
カ

ー
が

訴
え

て
い

る
内

容
は

、
反

対
に

、
家

を
建

て
る

側
の

要
求

が
⾼

い
内

容
を

反
映

され
た

も
の

で
あ

る
こと

 

■
TV

CM
の

企
業

側
・ク

ライ
ア

ン
ト側

 
 ※

ブ
ラン

ド向
上

を
⽬

的
とし

た
訴

え
る

内
容

が
漠

然
とし

た
CM

の
取

り扱
い

 
 

 

 

■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
・パ

ナ
ホ

ー
ム

CM
 

・セ
キ

ス
イ

ハ
イ

ム
CM

 
・旭

化
成

ホ
ー

ム
ズ

CM
 

・三
井

ホ
ー

ム
CM

 
・住

友
林

業
CM

 
・積

⽔
ハ

ウ
ス

CM
 

・ミ
サ

ワ
ホ

ー
ム

CM
 

・⼤
和

ハ
ウ

ス
CM

 
・ト

ヨタ
ホ

ー
ム

CM
 ほ

か
 

W
EB

公
開

され
て

い
る

も
の

を
再

⽣
 

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

建
築

学
科

に
⼊

った
学

⽣
は

将
来

⾃
分

の
家

を
建

て
た

い
と思

って
い

る
こと

が
多

く、
学

⽣
に

も
興

味
を

持
って

も
らえ

た
と考

え
て

い
る

。 
 ・改

善
や

⼯
夫

に
対

す
る

学
⽣

の
反

応
や

気
づ

い
た

こと
 

も
う少

し
、学

⽣
同

⼠
の

意
⾒

が
交

わ
せ

る
とよ

い
。 

 ・そ
の

他
気

づ
い

た
点

（
例

：
○

、※
に

対
す

る
コメ

ン
ト）

 
ま

だ
知

識
が

な
い

た
め

、出
て

くる
キ

ー
ワ

ー
ドの

説
明

が
必

要
か

…
と思

い
つ

つ
、C

M
の

視
聴

対
象

は
⼀

般
市

⺠
の

た
め

、C
M

を
⾒

て
学

⽣
に

も
伝

わ
らな

か
った

の
で

あ
れ

ば
、そ

れ
は

CM
が

悪
い

とい
うこ

とに
も

な
る

。 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
 

 
○

 
 

④
合

意
形

成
 

 
 

○
 

⑤
情

報
共

有
化

 
 

○
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ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

の
実

践
報

告
 

科
⽬

名
：

 イ
ン

テ
リア

基
礎

 
後

期
 

実
施

授
業

の
学

年
・学

科
：

 ２
年

・建
築

学
科

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

実
施

⽇
：

平
成

２
８

年
１

⽉
２

０
⽇

（
⽔

曜
⽇

）
 

 
実

施
時

限
：

  
  

  
  

 Ⅱ
限

  
  

  
  

  
  

  
 教

員
名

：
 ⻘

⽊
 哲

 
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

の
ね

らい
：

 
 イ

ン
テ

リア
コー

デ
ィネ

ー
トボ

ー
ドの

作
成

課
題

に
あ

た
って

の
必

要
事

項
の

確
認

 
  ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

に
関

して
改

善
・⼯

夫
を

した
こと

（
今

回
試

み
た

こと
）

、今
後

改
善

した
い

と思
って

い
る

こと
：

 
 実

際
の

仕
事

を
模

して
、実

際
に

職
に

就
い

た
とき

の
気

分
に

させ
る

こと
 

  対
象

クラ
ス

に
つ

い
て

感
じて

い
る

学
⽣

の
雰

囲
気

、特
徴

（
授

業
中

の
反

応
や

当
該

科
⽬

に
対

す
る

関
⼼

度
合

い
な

ど）
：

 
 コ

ミュ
ニ

ケ
ー

シ
ョン

能
⼒

が
あ

る
 

  科
⽬

の
特

徴
・特

性
(双

⽅
向

の
授

業
、反

転
授

業
の

導
⼊

の
しや

す
さ（

しに
くさ

）
、ア

クテ
ィビ

テ
ィの

活
⽤

な
ど)

：
 

 イ
ン

テ
リア

に
関

す
る

初
め

て
の

授
業

。個
々

で
作

品
を

作
る

。 
  ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

授
業

実
施

の
内

訳
 

 
時

 間
 

分
 

学
習

内
容

 
備

 考
 

(■
:説

明
 ○

:学
習

活
動

☆
:A

L
の

⼭
場

 ※
:チ

ェッ
ク

ポ
イ

ン
トの

記
号

の
記

載
と共

に
内

容
を

記
載

す
る

) 

AL
個

所

に
○

印
を

記
⼊

す
る

導
 

⼊
 

10
:4

0〜
 

11
:0

0 
 

20
分

 
イ

ン
テ

リア
コ

ー
デ

ィネ
ー

ト
とは

 
課

題
に

つ
い

て
 

■
仕

事
とし

て
イ

ン
テ

リア
を

作
る

に
あ

た
っ

て
の

流
れ

。そ
の

中
で

授
業

に
お

い
て

取
り

扱
う部

分
 

 

 

展
 

開
 

11
:0

0〜
 

11
:2

0 
20

分
 

クラ
イア

ン
トを

選
ぶ

 
○

依
頼

内
容

の
プ

リン
トを

⾒
る

 
☆

⾃
分

で
対

応
で

き
る

クラ
イ

ア
ン

ト
を

依
頼

内
容

に
つ

い
て

確
認

し
な

が
ら

選
定

す
る

 
 

○
 

11
:2

0〜
 

11
:5

0 
30

分
 

 
コー

デ
ィネ

ー
ト

コン
セ

プ
ト

シ
ー

ト
へ

の
イ

メ
ー

ジ
の

書
込

 

○
形

容
詞

とイ
メ

ー
ジ

カ
ラ

ー
に

関
す

る
プ

リン
トを

読
む

 
☆

課
題

の
⾃

分
で

コン
セ

プ
トを

考
え

る
 

 

○
 

ま
 と め
 

11
:5

0〜
 

12
:1

0 
○

分
 

今
後

の
課

題
の

進
め

⽅
 

  

  
 

   

  ■
 説

明
―

講
義

で
話

す
内

容
の

概
要

 
○

 学
習

活
動

―
どの

よ
うな

学
習

活
動

を
取

り⼊
れ

る
の

か
、注

意
事

項
な

ど 
☆

 ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

⼭
場

（
核

とな
る

部
分

）
 

※
 チ

ェッ
クポ

イ
ン

トー
どう

や
ろ

うか
迷

った
箇

所
、こ

れ
で

うま
くい

くか
不

安
に

思
った

箇
所

 
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
授

業
の

教
材

・関
連

の
資

料
や

様
⼦

の
写

真
等

 
 イン

テ
リア

に
関

す
る

書
籍

６
冊

 
コー

デ
ィネ

ー
ト依

頼
内

容
プ

リン
ト 

課
題

の
進

め
⽅

プ
リン

ト 
コー

デ
ィネ

ー
トボ

ー
ドの

例
 

   

           
 ●

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
講

義
担

当
教

員
に

よ
る

授
業

後
の

考
察

：
 

・教
員

の
ね

らい
どお

りに
授

業
が

展
開

で
き

た
か

？
 

 で
き

た
。 

 ・改
善

や
⼯

夫
に

対
す

る
学

⽣
の

反
応

や
気

づ
い

た
こと

 
 ク

ライ
ア

ン
トの

名
前

に
くい

つ
く。

 
 ・そ

の
他

気
づ

い
た

点
（

例
：

○
、※

に
対

す
る

コメ
ン

ト）
 

 イ
ン

テ
リア

に
対

して
関

⼼
が

⾼
い

 

 ●
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

担
当

教
員

に
よ

る
ファ

シ
リテ

ー
シ

ョン
ス

キ
ル

の
チ

ェッ
クリ

ス
ト（

指
導

⼒
の

ふ
り返

り）
 

①
〜

⑤
の

該
当

す
る

箇
所

に
○

印
を

記
⼊

 

ス
キ

ル
項

⽬
 

評
価

基
準

 
よ

い
 

ふ
つ

う 
あ

ま
りよ

くな
い

 
①

学
び

の
場

づ
くり

 
○

 
 

 
②

対
⼈

関
係

 
 

○
 

 
③

構
造

化
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告
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⽬
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⼯
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Ⅰ
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 ３
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⽇
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教科「政治経済」における AL 実施状況 
 

久保田 圭司※１ 
Keiji KUBOTA 

 
 
1. 教科「政治経済」について 

 政治経済は高等学校など後期中等教育における社会

科教育の一つではあるが、現代社会に生きる技術者が

必要とすると考えられる経済的識見を身につけること

に重点を置いた構成としている。そのため、資本主義

経済の歴史の理解、景気循環など現代社会における経

済現象の理解、20世紀後半以降の主要経済政策の理解

等と並び、租税・消費者信用(クレジット)の利用法や

危険性の理解に加え、代表的な直接税の算定、消費者

信用利用時の返済パターンの算定を課程に含めている。 

 

2. 実施状況 

2-1. 26年度以前から実施済のAL 

 前期の中間試験対象期間は、通貨論の一要素という

位置づけから消費者信用を取り上げている。販売信用

における分割払いは比較的容易な内容であるため、板

書による説明をした後で課題に入る。これに対し、販

売信用におけるリボルビング払いと消費者金融は複雑

な内容となるため 8 頁ものの資料を用意し、注意点を

説明したうえで課題を解かせる。90 分授業で 5 回を課

題に充て、最初の 2 回は説明時間を 30 分程度取り、比

較的容易な問題を 60 分程度で解かせる。続く 3 回はや

や高度で複雑な課題を準備して、要点のみの説明を 10

分程度した後で 80 分を算定作業に充てる。学生は配布

された資料を参照しながら、計算機を用いて課題にあ

たる。教員への質問は受け付けられるが、学生間での

教えあい、特に答案を見せるのは不正行為に位置づけ

られる。これは課題の点数が評定対象に含まれるため

である。 

 後期の中間試験対象期間は財政政策の重要な要素と

して租税を取り上げている。学校教育における租税論

は使途に焦点を置いたものになることが多いが、本講

では年間に収入がどれだけあれば家族構成等の条件に

より控除条件等が変わることから実際の納税額が幾ら

になるかを算定させる作業を取り入れている。財務省

HP からの転載内容を含む 16 頁ものの資料を準備し、1

回目は全体の構造を説明する。次回以降は所得税に 2

回、個人住民税に 2 回、贈与税に 1 回を充てて前期と

ほぼ同じ展開で難易度を上げながら算定作業を行い、

結果を課題点として評定対象に加えている。 

 

2-2. 27年度から導入したAL 

26 年度以前も、中間試験前の最後の授業では本番と

同じ形式の練習問題を用意して総復習をさせており、

この際には不明の点をクラスメイトに質問することを

許可していた。該当会の問題は課題点として評定対象

に計上せず、試験の準備をするのが目的であるためで

ある。 

27 年度からは 3 年生以下の全授業において B レベル

ないし A レベルの AL を導入することが義務付けられ

たこともあり、該当会の総復習を最初からグループ学

習の形式で 5-6 名単位の机を向き合わせて実施される

ことにした。ここでの重点は、質問をする側よりそれ

に応えて教える側の学生に置かれている。AL の目標の

一つとして、他の学生に教えることで学習内容をより

高度に内面に取り込むことが可能となる側面がある。

総じて活発な教え合いが展開されていたが、担当教員

が適宜公表する正解例に対する関心はこれを上回るも

のがあったのも事実である。 

 

3．今後の見込と課題 

現在、岐阜高専では各教室に電子黒板が導入されて

いるが、今後は無線 LAN を利用して各学生にタブレッ

トを貸与し、授業中に学生がネットワークで情報検索

できる環境を整備しつつある。現状ではまだネットワ

ークに入る時点やタブレットの自動更新に時間を要す

るなど、通常の授業で利用可能な状況ではないという

限界を呈しているが。これが整備された場合、次の段

階として想定されるのが、現在では担当教員が用意し

て配布している関係資料をグループ学習形式で学生に

作成のうえ発表させることで、算定の構造をより主体

的に獲得させる過程が期待できる。ただし全くの白紙

状態から作成させるには無理があろうかと思われ、例

えば所得税に関する資料は教員が作成配布し、算定作

業をさせたうえで、個人住民税に関する資料はグルー

プ単位で作成させるなどという段階を経た作業過程が

想定される。ただし、そのためには前述のように安定

したネットワークへの接続と、通常利用可能な状態に

タブレットが更新されていることが前提となり、環境

的課題として残されている。 

※1：岐阜高専一般人文科目(教授) 
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教科「総合国語」における AL 実施状況 
 

中島 泰貴※１ 

Yasutaka NAKAJIMA 

 

 

1. 教科「総合国語」の特徴 

 教科「総合国語」は、日本語を「話す」「聞く」「書

く」「読む」それぞれの基本的な言語活動を通して、

論理的な思考力と表現能力を養成し向上させることを

目的とする教科である。また、「日本語」の単純な運

用能力の向上のみならず、歴史的に培われてきた日本

の言語文化全般を正しく享受・継承するともに、その

発展を担える人材を養成することも目的としている。 

 上記の目標を達成する為の題材となる対象は、評

論・小説・詩歌などをはじめ、およそ日本語によって

記されたあらゆる文章にわたるが、低学年の授業では

検定教科書を使用し、上級学年に移るにつれ難易度の

高い専門的文章を扱えるようにカリキュラムを工夫し

ている。 

2. 実施状況 

2-1. 26 年度以前から実施済の AL 

 教員の話を学生がただ「聞く」、教員の板書を学生

がただ「書く」ことが「総合国語」の授業ではないこ

とは自明である。国語の教員として、常に学生との対

話を心がけ、双方向的な授業となることに留意してき

た。具体的には、一つの問に対して、一人の学生のみ

に答えを要求するのではなく、必ず周囲の複数の学生

も巻き込み、単線ではなく複線の、単純ではなく複雑

な、一つの解答という結果ではなく、解答へ至る過程

を重視するようにしてきた。 

 また、自作のワークシートの配布、出題範囲を事前

に示した上での、ほぼ毎回の小テストと実施と添削・

返却など、広義のＡＬ的な授業は 27 年度以前から既に

実施済である。 

2-2. 27 年度から実施した AL 

報告者が担当した、第二学年「総合国語」において

年に複数回のグループ学習を実施した。その内、「短

歌と俳句」の授業時の実践内容を具体的に示す。 

短歌と俳句それぞれ複数の歌句の理解と鑑賞を目的

として、各クラス６～７名によるグループ学習を実践

した。短歌や俳句という、間や行間に多くを語らせる

文芸の性格上、唯一の正しい「鑑賞」はもとより存在

しない。その為、個々の学生の学力や想像力の差異を

それほど問題とせず、グループ内の誰もが自由に平等

な立場から意見を述べることができると考えたからで

ある。また、自由に述べられた個々の見解を、一つに

まとめる過程での共同作業を期待したものでもある。 

授業の手順としては、まず授業の前半において、教

員の自作によるワークシートを配布した上で、以下①

～④の作業を実施した。 

①短歌と俳句の句切れ、俳句については季語の確認

をさせる。 

②気になった言葉や表現に囲みを付けさせ、その歌

句の詠まれた状況や情感を、言葉として範列的にいく

つでも列挙させる。 

③その中で、歌句の感動の中心に置かれている表現

は何かを考える。 

④短歌と俳句からそれぞれ一つをグループ内で相談

の上決定させ、その選んだ歌句について、さらに用意

したＡ４の別紙に、一人称（＝私・僕・俺／代名詞を

使わなくてもよい）による、なりきり深読み解釈（歌

意・句意）を書かせる。 

 具体的な授業の流れを詳述する。①の時点は、グル

ープ分けをせず、通常授業の形で質問・解答・解説を

行った。②については、具体的な作業方法がやや理解

しづらいので、皆吉司の俳句「小春日や隣家の犬の名

はピカソ」を例にして、教員が作業の模範例を示した。

「小春日」「隣家」「ピカソ」から連想される、様々

な事物や風景、あるいは感情・印象を表す形容詞や色
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などである。③では、感動の中心は何かを考えさせる

のだが、解釈が一つに決まらないように誘導するよう

心がけた。③の終了時点でグループ分けを行い、他の

歌句を対象に上記②③の作業をグループ共同で行うよ

うに指示を行った。グループ討議中は、全ての学生が

能動的に参加できるよう教室内を巡回し、必要に応じ

て質問に答えるなど、議論の逸脱を注意などすること

に努めた。 

 グループ作業がある程度進んで時点で、④の段階に

進むよう学生に指示を行った。その際、鑑賞文がどん

なに長くなろうと、時に飛躍したものになっても構わ

ないが、本来の歌句に含まれている要素を削ってはな

らないことを伝えた。また、グループの討論時間は３

０分前後とし、２０分を経過した時点で、まとめの作

成と発表者の決定を学生に指示した。 

 発表は、教室内に備え付けられている書画カメラを

利用し、学生の書いた原稿を一度まとめて回収した上

で、教室後方の電子黒板に投影し、グループの代表学

生に口頭発表を行わせる方法を採った。電子黒板の機

能を利用して、教員による映写原稿への添削を、全て

の見ている学生の前で同時に行うとともに、簡単な補

足説明と、学生同士による質疑応答の時間を、その後

に設けた。 

総じて学生は積極的に課題に取り組んでおり、教員

も学生の自由な発想を重視するように努めた。当初、

懸念していたような議論の不活発化による授業の遅延

や停滞はなく、むしろ学生たちは議論の時間の少なさ

に不満を漏らすほどであった。従って、学生たちの能

動的な授業参加というＡＬの所期の目的は達せられた

ものと考える。 

2-3. 28 年度導入予定の AL 

今年度に実施した「短歌と俳句」の鑑賞のみならず、

評論や小説などの散文一般の授業についても、上記の

グループ学習による討論から、書画カメラを利用した

発表・添削という授業方法を適用するつもりである。 

近年、答えが「分かる」能力と、答えを「まとめる

＝書く」能力とが著しく乖離している学生に接する機

会が増加しているとの印象を持っている。頭で分かっ

たことを、文章として表現しようとしない学生、つま

り答えを自らまとめて「書く」ことを忌避している学

生が増えていると言い換えてもよい。このような学生

は、授業中にいくら対話を通じた思考を促してみても、

口頭ではよく話すが、最終的な「解答」を板書の丸写

しのみに頼る態度を改めようとしない。結果的に、学

習成果が試験の「答案」として反映されてこない。こ

のような学生を、グループの共同作業に巻き込むこと

によって、答えを「書く」主体として自立させる効果

があるのではないかと考えている。 

3．今後の見込と課題 

学生の自発性、能動性を高める為、ＡＬ的授業の必

要性が求められるのは間違いない。ただし、ＡＬの実

施方法という型や、その実施回数、実施時間を予めシ

ラバス上に設定していかなくてはならないという点に

ついては、かなり疑問がある。 

対話型、あるいは課題型のＡＬは、その実施回毎の

学生の理解度や関心に大きく左右される傾向がある。

しかし、毎回の対話型・課題型ＡＬの実践が時間とカ

リキュラムの制約上困難な現状では、ＡＬの選択と集

中が必須だと思われるが、いつ・何を対象にＡＬを（ど

のように）実施するべきかというシラバス作成時の計

画が、実際の学生の理解度と大きく齟齬する可能性が

極めて高い。このような矛盾を放置したまま、ＡＬの

制度化を進めるのは、教員の自発性や能動性をそぎ、

形ばかりの硬直化したＡＬとなってしまいかねない懸

念を覚える。 

また、一人一人の学生の積極的な授業参加を促すと

いうＡＬの趣旨に照らせば、40 名前後の学生を相手に

するという高専の講義形式は、そもそも苦しい点があ

る。2－2で示したような、書画カメラと電子黒板を利

用した授業実践においても、授業方法としてはかなり

効果的であると実感すると同時に、教室の大きさに比

して電子黒板が小さく、４０人全員が集中して見るに

はあまりに適していないことから、今後の展開に課題

を抱えざるを得ない。少人数クラスの導入が切に求め

られる。 

 

※1：岐阜高専一般人文科目(准教授) 
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教科「保健」における AL 実施状況 
 

麻草 淳※１ 
Atsushi MAGUSA 

 
 
1. 教科「保健」の特徴 

 超高齢社会をよりよく過ごすための健康観、生活習

慣と疾病との関係、健康づくりのための正しい知識や

方法を理解し実践することを通して、健康に良い行為

を選択する力、生涯にわたって健康に過ごす力を養う

ことを目的としている。しかし、何もしなくても健康

的な高校生期の学生達に「健康」に関わる話しを「自

分のこと」として興味を持たせることは簡単ではなく、

これまでも苦戦してきた。学生たちが興味・関心を持

ち、自分のこととして考えらえるような工夫が常に必

要な教科である。 

 

2. 実施状況 

2-1. 26年度以前から実施済のAL 

以前から本授業では、生活習慣病を予防するための

知識習得と実践力を重視してきた。生活習慣病を予防

するには、若い年代から健康に良いと考えられる生活

習慣を実践していくことが望ましい。健康的な生活習

慣への意識を高めるため、まずは体組成を中心に自分

の「からだ」を計測し、測定結果と自分の生活習慣と

の関係を考察しレポートにまとめる課題を与えてきた。

更には、生活活動強度調査を行ない1日のエネルギー消

費量を調べ、食事調査で得たエネルギー摂取量と比較

(この調査を1週間の内で運動量の多い日と少ない日の

2日間について実施)するなど、特に健康との関わりが

深い食習慣と運動習慣についてまとめる課題を与えて

きた。この課題を与えてみると、スマートフォンやPC

にいかに時間を費やしているか、食べていると思って

いたが全くエネルギーが足りていないといったことに

気が付く学生が多いのが印象的である。 

さらに積極的な健康体力づくりのために、自らの体

力特性にあわせた運動プログラムを考えたり、それを

もとに体育授業においてウェイトトレーニングを実践

したりする場を設けてきた。その結果、ウェイトトレ

ーニング場に通う学生が増加し、授業で得た知識が実

生活に生かされ、運動習慣を確立する一助になってい

ると考えている。 

2-2. 27年度から実施したAL 

報告者が担当する「保健」が第 1 学年の半期科目か

ら通年科目となって 2 年目となる。新たに「飲酒・喫

煙、医薬品、薬物乱用、性、応急手当」などの分野を

取り入れることができるようになった。特に「飲酒・

喫煙、薬物乱用、性」の分野は、学生達自身がより身

近に感じる年代になってきており、そのマイナス面よ

りもやってみたいという好奇心の方が上回ってしまう

場合もある。そのため、単なる知識の習得にとどまら

ず、より自分のこととしてイメージが湧きやすいよう

映像を多く見せ、それに対する感想をまとめ、皆で話

し合う時間を設けてみた。 

 また、「性」に関わる授業においては、一般的な知

識習得に加え「望まない妊娠」「出生前診断」といっ

た話題を取り上げディスカッションする時間を設けて

みた。様々な考え方があり、絶対的な答が出ない問題

ではあるが、自分のこととして考えたり様々な意見を

聞いたりすることが、理性的な責任ある行動選択に繋

がるのではないかと期待している。 

「応急手当」の授業では、2 人に 1 つの心肺蘇生法学

習キットを用意し、全学生が胸骨圧迫・人工呼吸を体

験した。 

 

3．今後の見込と課題 

 2-1で紹介した2つのレポート課題に対しては、学

生達はいずれも興味深く取り組み、実生活の見直し

にもつながっている様子であるため、今後も継続した

い。2-2に紹介した性に関わる2つの話題については、

報告者が期待したような「迷い」を見せる学生も少な

く、議論が深まったとは言えない状況であった。事前

準備にもう少し時間をかけ、考えるための情報量を増

やす必要があると感じている。 

保健で学ぶどの分野においても、単なる知識や記憶

としてとどめるのでなく、自分の事、使える知識とし

てとらえられるような工夫を今後も続けていきたいと

考えている。そのためには興味や関心を高める話題、

知識を活用して解決するような課題の設定が最も重要

となる。 

また、現在まで、CRに導入されたICT機器を使用して

いないため、保健授業においてどのように利用するこ

とが効果的なのかということも引き続き検討していく。 

 

 

※1：岐阜高専一般自然科目(准教授) 
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教材「有限要素法の基礎」の紹介 
 

片峯 英次※１ 
Eiji KATAMINE 

 
1. はじめに 

 学修支援コンテンツの一例として，作成した教材「有

限要素法の基礎」について紹介する．  

 この教材は，機械工学科における必修科目「工学解

析」（５年），専攻科における選択科目「計算力学」

（２年）で利用されている PPT 形式の補助教材であり，

岐阜工業高等専門学校における学内専用の web 上に公

開されている．有限要素法は，構造解析，熱・流体解

析，電磁場解析などで幅広く普及しており，工学解析

において欠かすことのできない存在になっている． 

2. 教材の内容と特徴 

 本教材は，(1)有限要素法を学ぶための数学的基礎, 

(2)１次元バネモデルにおける力と変位の関係（バネモ

デルにおける剛性方程式），(3)２次元バネモデルにお

ける剛性方程式，(4)２次元トラス構造，(5)弾性体の

支配方程式，(6)仮想仕事の原理に基づく２次元弾性体

の有限要素法，(7)重み付き残差法に基づく有限要素法

（１次元問題）,(8) 重み付き残差法に基づく熱伝導場

の有限要素法等の 8 項目について，図，数式を用いて

記述した教材となっている． 

 有限要素法の学習には，マトリックス演算の学習が

必要なため，始めに高専低学年の数学で学んだその内

容をまず復習し，その後，バネモデルにおける剛性方

程式の概念をマトリックス方程式で理解する．また，

機械工学における主要科目である材料力学，弾性力学

で学ぶ弾性体の方程式を再復習し，バネモデルで理解

した剛性方程式の概念を弾性体問題へ拡張して，２次

元弾性体の有限要素法を理解する内容となっている．

さらに，コンテンツの後半部分には，やや数学的な立

場から有限要素法を理解するための基礎として，重み

付き残差法に基づく有限要素法（１次元問題・２次元

熱伝導問題）についての説明を加えている． 

 図１〜３に，重み付き残差法に基づく熱伝導場の有

限要素法におけるコンテンツの一例を示す． 

3. 計算力学技術者(初級)認定 

 本教材を主に利用する５年必修科目「工学解析」は，

日本機械学会のCAE技術者認定試験公認CAE技能講習会

（固体力学分野の有限要素法）として認定されている．

そのため，本授業科目修得者（必修科目のため機械工

学科卒業生全員）は，申請することにより「計算力学

技術者（初級）」の認定を受けることができます． 

 

 

 

図１ コンテンツの１例 

 

 
図２ コンテンツの１例 

 

図３ コンテンツの１例 

 

※1：岐阜高専機械工学科(教授) 
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教科「高電圧工学」における AL 実施状況 
 

所 哲郎※１ 
Tetsuro TOKORO 

 
 
1. はじめに 

高電圧工学では、電気情報工学科の電気・電子系の

基幹科目である電気回路と電気磁気学のうち、電気磁

気学の誘電体部分の復習を兼ねて、より実践的な学修

を展開している。教科書は高電圧工学（日高邦彦・数

理工学社）を現在は用いている。本教科書はより、電

界解析部分を強化した内容となっており、付録部分に

は電界解析のソフトに関する説明が２０ページ以上含

まれている。本年度はEXCELを用いての差分法に関す

る例題をAL用に導入した。本稿では高電圧工学の学修

支援コンテンツと、この差分法課題の事例を紹介する。 

2. 学修支援コンテンツの内容 

2-1. 高電圧工学の学修支援コンテンツ 

高電圧工学には下記の図 1 に示す７つの項目の学修

支援コンテンツがある。教科書や PPT 等のスライドで

はさらりと紹介される部分の「電気磁気学的な解説」

である。第４学年までの電気回路の続きで、学修して

いけるように工夫されている。 

最初の１番の電界の求め方をクリックすると図 2 と

なる。教科書の関連するページ数と共に、点電荷・線

電荷・面電荷・体積電荷、平行平板・同軸・同心問題、

そしてそれらの 2 層問題へと発展していく構成になっ

ている。その中の最後に AL 課題があり、教科書の 10

章の差分法の例題を実際にグループ学習させている。

各章の例題や章末問題も、問題の電極形状ごとに再分

類し、配置して解説している。 

 

 
図1. 高電圧工学の学修支援コンテンツ 

 

 

図2. 電界の求め方に関する学修支援コンテンツ 

 
2-2. Excelを用いた電位分布の可視化 

教科書の最後の 10 章の例題は電位分布の差分法に

よる計算から始まる。図 3 が問題の紹介部分である。 

Ｌ字型の空間があり外側がアース電位、中心導体が

指定の電位Ｖである。折れ曲がる部分の中心の電位が

V/2 と成らないことを、差分法により電界解析し求め

る例題である。 

 

 
図3. 差分法を用いた電位分布の計算 
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AL 課題としては、実際に一人１台のタブレット PC

を用いてグループ学習形式で実施した。EXCEL の使い

方や循環計算の反復計算の設定などは、ホームページ

上の解説で紹介し、グループで確認し合うことで、大

幅に作業に関する説明時間を短縮している。図 4 は教

科書にある課題の EXCEL での展開の様子、図 5 は、

EXCEL による循環計算の設定部分の様子である。図 4

の黄色のセルが 50.0 で無いことが、この電位解析問題

の要め部分である。 

 

 

図4. EXCELの循環計算を有効にして反復計算 

 

 

図5. EXCELの循環計算設定部分の解説 

 

3. グラフを用いた内容の可視化と問題の拡張 

一通り、教科書の例題がグループでの協同により実

際に解けたら、次の AL は拡張と可視化である。図 6 で

は、解析点の数を増やし、3D グラフで計算結果を可視

化している。この部分までが授業での課題提出目標で

ある。当然、次の展開として、電極形状を変化させた

場合や、より多くの点で解析し、3D グラフで電位分布

を可視化する事へと発展可能である。それらについて

は図 7 等で紹介し、自由課題として取り組ませている。 

 

 

図6. EXCELの格子数を増やして課題提出 

 

 
図7. くし形電極系間の電位分布の可視化例 

 

4. おわりに 

AL についての良いと思う点を学生に聞いたところ、

グループ学習は分からないところをお互いに教え合う

ことができて、また、初歩的なつまずき内容も聞きや

すいので理解がしやすいとの回答がいくつかあった。

確かに、実際に個人個人で演習する場合もＱ＆Ａがグ

ループの数だけ同時展開でき、応用も個人個人で自由

に展開できるため、AL のグループ学修は増やしていく

価値があると感じている。そのためにも、各レベルの

学修支援コンテンツの充実が望まれる。 
※1：岐阜高専電気情報工学科(教授) 
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論理回路シミュレータと LMS の活用 
 

白木 英二※１ 
Eiji SHIRAKI 

 
 
1. 概要 

電気情報工学科２年・ディジタル回路Ｉでは組み合

わせ論理回路や順序回路の基本的な原理を学ぶ。簡単

な回路の解析や設計であれば机上でも理解できる。よ

り深い理解のためには、複雑な動作や時間と共に変化

する挙動をもつ回路を実際に作り、観測することも大

事になる。しかしながら、講義の中で様々な回路を、

多くの集積回路(IC)を準備し接続して動作を確認する

ためには、物や時間が不足する。そこで、本授業では

コンピューターによる論理回路シミュレーションを学

生に実施させた。その上で、LMS における小テストを

行うことで学生の理解度の向上と、教員による学生の

理解度の把握を試みた。 

 
2. 学習手順 
学習の流れは次の通りである。まず、講義を行い、

自宅学習としてレポート課題を提出する。次の授業時

間にノートPC上でのシミュレーションとLMS上での

小テストを行う。今回の小テストは授業時間内と自宅

学習どちらでも可とした。 
シミュレーションソフトには論理回路シミュレータ

「らくらくロジック」を用いた。回路の組み立て、動

作テストをシミュレーションすることができる。シミ

ュレーションする内容は、レポート課題において設計

した回路および当日配布する課題回路である。自身で

設計した回路をシミュレーションすることにより、正

しい動作が得られるか確かめることができる。また、

当日配布した課題内容は講義内で一度説明した内容で

あるが動作を観測するとよいと思われる内容とした。 
LMS には Moodle を利用した。小テストにおいては

シミュレーション結果に関係する内容とした。ここで

は選択方式での小テストを実施した。回路を正しく組

めていない、もしくは結果を理解していないと正解す

ることは難しい。 

 
3. 実施結果 
3-1. 回路設計と動作確認 
まず、学生は授業を受けたうえでレポート課題とし

て回路を設計した。これを、シミュレータを用いて動

作を確認した。図 1 は実際に作成した回路と観測波形

である。学生自ら設計し、動作確認するだけでも理解

を深められたと考える。しかし、正しい結果かどうか

は学生自身では判断が難しい場合があった。そこで

LMS による小テストを組み合わせることによって、そ

の判断材料とすることができた。また、所望の結果が

得られなければ、回路を修正して正しい結果に結びつ

けようとした。 

 

図 1 設計した回路と波形の観測 

3-2. 回路の作成と小テスト 
次に、回路を課題として提示した。学生はシミュレ

ータを用いてその動作を確認した。図 2 は課題として

作成した回路の例である。これは実際に動作させると

複雑な挙動をする場合がある。学生ははじめ混乱して

いたが、小テストの回答を行うとその現象が授業で習

ったことであるとわかり納得していたようであった。 

 
図 2 作成した小テスト用回路 

 
4. シミュレータと LMS の活用の成果 
シミュレーションによる実験と LMS の小テストを

活用することで学生は授業時間内に加え自宅学習とし

ても課題に挑戦することもできた。これにより講義内

容をより理解することに繋ったであろう。また、教員

は LMS を用いることで学習の進捗度や学生の理解度

を容易に把握することができると考える。 

※1：岐阜高専電気情報工学科(助教) 
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電子制御工学実習Ⅰ，Ⅱにおける AL 授業の実践報告 
 

栗山 嘉文※１ 
Yoshifumi KURIYAMA 

 
 
1. 授業の目的 

電子制御工学会における第1学年および第2学年で受

講する電子制御工学実習は主に，機械加工としては旋

盤およびフライス盤，産業用ロボットのプログラミン

グ，シーケンス制御，溶接，電子回路設計を行ってい

る．この授業では，座学での理解を深めるだけでなく，

体験を通して安全の知識を身につけ，また設計する際

に実現不可能な設計図の提案を少なくさせることを目

的とする． 

 

2. 授業構成 

2-1. 授業内容とALの実施状況 

表１は作業テーマと一人あたりの大凡の学習時間を

示している．最近の工場は自動化が進み，NC 旋盤や

NC フライスなどと言ったプログラミングを主とした

加工機械が増えてきた．そのため NC 機械制御には多

くの学習時間を設けている． 

加工機は台数が限られており，加えて一人一人が機

械に触れ，加工作業ができるように，少人数教育を実

施している．具体的には，クラス人数約 40 名を 5 グル

ープに分け，３週毎で作業テーマが変えられるように

している． 

 

表 1：実習における作業内容 

作業テーマ 授業時間 

旋盤，フライス盤 1080 分 

ロボットの制御 540 分 

溶接 540 分 

NC 機械制御 2160 分 

電子回路組み立て 1080 分 

 

2-2. 電子回路組み立て 

私の受け持っているテーマは「電子回路の組み立て」

である．このテーマでは後の電子回路、電気回路，電

子デバイスなどの座学で学ぶ内容をより理解しやすく

することを目標として行っている．また回路の製作を

通して，PDCAの考え方や，考えの整理を学ぶ事がで

きる． 

 

 

2-3. 電子回路における実習内容とALの実施 

具体的に電子回路の組み立てでは，表２に示す内容

を実施している．基本的にブレッドボードを用いて回

路を組み立てていき，記述した回路をブレッドボード

上で表現させて，理解を深めている． 

  

表 2：電子回路組み立ての実習内容  

内容 使用する主な素子 

ブレッドボードの理解と

抵抗の選定方法 
LED と 抵抗 

トランジスタのスイッチ

ングと増幅効果 
トランジスタ 

ライントレースロボット

の仕組み 
フォトリフレクター 

機器の保護と動作 フォトカプラ 

PIC の活用 PIC 

センサーの仕組み 圧力センサー 

 

この実習の流れは，ALの授業の「導入」と「展開」

からなっており，「導入」では素子の説明および此方

で設計した回路を作ってもらう．仕組みを十分に理解

させたところで，「展開」として要望する装置の概要

だけを伝えて，自ら設計をさせている．また活発な意

見交換ができるように，学生同士での教えあいをさせ

ている． 

 

3．今後の授業について 

私の受け持つ実習テーマは学生からは高い評価を得

ており，今後は時間数をさらに拡大することを検討し

ている．また実習では学生が各種の授業に興味を持っ

て貰えるように各先生の意見も取り入れて構成をして

いる． 

今後は，学生のもの作りへの意欲をさらに引き出せ

るよう，教材に拡張性をもたせていきたい． 

 

※1：岐阜高専電子制御工学科(講師) 
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材料力学 I における AL 授業の実践報告 
 

栗山 嘉文※１ 
Yoshifumi KURIYAMA 

 
 
1. 授業の目的 

近年，コンピュータ技術が発達し，設計の殆どがCAD

となっている． 加えて応力や変形などの解析をするツ

ールもCADに組み込まれていることが一般的となって

きた．しかしながら，それらのツールを活用したとこ

ろで，応力や変形の基礎概念を理解していなければ，

構造上脆弱な箇所の補正や製造担当とのコミュニケー

ションに支障をきたしてしまうことが懸念される．そ

のため電子制御工学科 第3学年の材料力学の授業では，

機器の設計を行えるようにすることを目的に，材料に

関する基礎知識を教えている．  

 

2. 授業構成 

2-1. 授業内容とALの実施状況 

電子制御工学科の材料力学の授業は基礎知識を十分

に理解できるよう，本校の機械科に比べて進行速度を

遅くし，内容を絞ったものとなっている．授業は表１

のように進行をしている． 

 

表 1：電子制御工学科 第 3 学年における材料の力

学 I の授業内容と AL の実施状況 

授業回数 内容 AL 

第１，２回 垂直応力とせん断応力 

第３，４回 単位変換 

第５，６回 ひずみ 

第７回 許容応力 

第８回 まとめ ○ 

第９回 中間試験 

第１０，１１回 フックの法則 

第１２，１３回 断面変化棒，自重 

第１４回 応用問題 

第１５回 まとめ ○ 

第１６～１９回 丸棒のねじり 

第１９～２２回 梁に働く力とモーメント 

第２３回 まとめ ○ 

第２４回 中間試験 

第２５～３０回 たわみの基礎式 

第３１回 まとめ ○ 

2-2. 授業の進行について 

私のALの考え方は学生が興味を持てるような授業

内容にすることである．そのため授業の使い道を実践

に役立つ場面を紹介すると共に，設計に近いオリジナ

ルの計算問題を解かせている．授業のアドバイスを学

生自身に聞くと共に，学生の理解度に合わせて進行速

度を調整できるように余裕を持たせてある．また，私

の授業では 板書 ⇒ ノート写し ⇒ 例題の出題 

⇒ 回答 ⇒ 教えあい ⇒ 回答の説明というよう

に区切っている．特にノート写しの時間を設けたこと

で，説明を集中して聞くことができ，理解を深めるこ

とができ，さらにノート作りに余裕を持たせることで，

復習しやすくなる． 

 

2-3. まとめにおけるALの実施 

表 1 に示す様に試験前にはまとめを実施している．

ただし，まとめは短く簡潔に説明し，その後は用意し

た問題を出題し，学生間で自由に解かせている．この

とき学生間の交流を活発にできるよう，敢えて答えは

用意せず，また回答未発表のまま授業を終わらせてい

る． 

  

2-4. フォローアップにおけるALの実施 

試験終了後は試験問題に関してフォローアップを行

っている．試験問題に関しては予めスキャンを行い，

回答をコンピュータ上に保存する．そしてスキャンし

たデータを使って採点を行っている．そのため，返却

時は採点されていない回答が本人にわたる．次に電子

黒板を使用し，試験問題をスクリーンに投影し，回答・

配点方法の説明を行い，学生自身の手で採点させるよ

うにしている．このようにすることで，なぜ間違えた

かを改めて見直すことができると共に，理解度を深め，

次回への意欲を出せると考えている． 

 

3．今後の授業について 

私の所感では基本知識の理解は年々増加している傾

向にある．このままの授業体制でも十分に満足してい

るが，CAD による設計で役立った例を増やし，授業内

容をさらに充実させることに取り組もうとしている． 

 

※1：岐阜高専電子制御工学科(講師) 
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オムニバス形式のファシリテーターによる 

導入教育「シビルエンジニアリング入門」 
Introductory Education of Civil Engineering in cooperation with Professional Experts Participate 

 
和田 清※1 

Kiyoshi WADA 
 
キーワード：導入教育，ファシリテーター 
Keywords:  introductory education, facilitator 
 
１．はじめに 

環境都市工学科の教育改善の取組みは，平成 19 年度

の新カリキュラム改訂に伴って導入したシビルエンジ

ニアリング入門などから始まり，第 21 回日本工学教育

協会賞を受賞している．本報告では，シニア OB（建設

技術士有志会，同窓会土木会）やファシリテーターの

専門家などと連携した本学科学生への教育支援，特に

1 年生の導入教育の取組みについて紹介する． 

 

２．シニアOBによる建設技術士有志会の設立 

 平成 19（2007）年 8 月，本校および本学科の技術

者教育支援等の組織として,「岐阜高専建設技術士有志

会」が設立された．本校の土木工学科・環境都市工学

科卒業生・建設工学専攻修了生による有志の技術者集

団であり，技術士法の国家試験に合格し登録した者（建

設・上下水道・環境部門等）のうち，主に東海地区に

勤務する 62 名（平成 27 年 12 月現在）で構成されてい

る．昭和 43（1968）年に本校を卒業し，企業や官公庁

等で活躍された第 1 期生が定年退職を迎えられる時期

に合わせて前述の技術士有志会が設立された．豊富な

経験・知識・技術を持ったシニア世代が中心となって，

次世代の若い技術者に継承する場と本学科が支援する

体制が整えられた． 

 

３．新カリキュラムの編成と有志会の連携 

 平成 19 年度からの新カリキュラムでは，1 年生の専

門科目導入教育として「シビルエンジニアリング（市

民工学）入門」を取り入れて，種々の講義・実験・演

習科目などを加えて 5 年生の必修科目「循環型社会形

成論」，「建設マネジメント」「技術者倫理」，PBL 教育

「総合実験」「総合演習」等によって完結する．さらに

は，専攻科における第二サイクルとして繰り返される

専門教育システムは，異分野の学生と共同作業を行う 

 
図-1 OB を教育支援に活用したプログラムの概要 

 

創造工学実習などにおいてエンジニアリング・デザイ

ン教育が反復され，オープンエンドなプロセスを学習

経験できる（図-1参照）． 

 専門科目導入の 1 年生の教育段階から，現場見学や

基礎的な実験・実習を実施し，実地体験による持続可

能な社会の実現に向けて，「低炭素社会」「循環型社会」

「自然共生社会」という３つの側面の相互関係の重要

性を意識した．「シビルエンジニアリング入門」（導入

教育）の他にも，学科特別講演会，就職講演会（OB

座談会を含む）などを企画し，各分野で活躍している

OB の経験や職業観などを積極的に取り入れる計画を

立てた．建設技術士有志会の本校への支援は，主に環

境都市工学科 1 年生の科目「シビルエンジニアリング

入門」への支援であり，新カリキュラム導入の平成 19

年から現在まで 9 年に渡り継続している．シビルエン

ジニアリング入門では，環境都市工学で何を学び卒業

後はどのような仕事をするのか，社会基盤が持つ社会

の役割，循環型都市づくりの必要性などについて学ぶ

ことを目的とした．多様な専門職やその専門性を極め

るプロセスを OB 自らがモデルとなって説明するので

説得力があり，学生のキャリアパスを考える上できわ
※1岐阜工業高等専門学校 環境都市工学科 

4-71

http://www.weblio.jp/content/%E5%B0%82%E9%96%80%E6%80%A7
http://www.weblio.jp/content/%E6%A5%B5%E3%82%81%E3%82%8B
http://www.weblio.jp/content/%E6%A5%B5%E3%82%81%E3%82%8B


めて有効である．その実施例は以下のようである． 

 技術士の有資格者を中心に OBOG による講演会，ダ

ムやトンネル，橋梁などの社会基盤整備に関する現地

見学（2 回），専門家ファシリテーターによる合意形

成の演習，1 年生の授業担当者以外の学科教員による

PBL 型を中心とするコンテスト形式の実験演習など，

毎回講師と内容が変わるオムニバス形式の授業である． 

 

４．ファシリテーターによる合意形成の演習 

 以下では，AL の実施例として，専門家ファシリテー

ターによる合意形成の演習「土木とコミュニケーショ

ン」を紹介する．コミュニケ−ションの専門家，ファシ

リテーターは内容とプロセス（過程・進め方）に分け

て考え，プロセスに関わる人である．行動基準は相手

中心であり，教育の現場でも学ぶ点が数多い． 

 主な授業のプログラムは以下のようである． 

① はじめに（20 分）：自己紹介，講義のねらい， 

進め方、社会基盤整備における市民参加の事例 

② アイスブレイク（10 分）：傾聴の形稽古 

③ 講義（30 分）：市民参加の基礎知識， 

合意形成って何？，コミュニケーションの基礎 

④ 演習（75 分）：説明（10 分）， 

個人ワーク「どんな社会で暮らしたいか？そこで

のインフラ整備のあり方とは？」（5 分）， 

グループワーク，ディスカッション（50 分） 

⑤ 全体発表（30 分）：各グループの発表 

⑥ おわりに（15 分）：質疑応答，振り返り，まとめ 

 ②のアイスブレイクとして，題材をもとに 2 名ペア

となり良く聴く，相手に聴きに行くこと，「立場」と

「利害・関心」を区別し，特に「利害・関心」に着目

すること，「利害・関心」には実質的，心理的，プロ

セスの利害・関心（進め方，決め方など）を理解する．

これらにより，学生は公正なプロセスを経ることで納

得感を高める必要性を共有し，win-win をめざすために

は，まず聴くことの重要性を学ぶことになる． 

 この win-win に導く考え方として，③合意形成の演

習問題（例：家族の大学受験）が進められる．関心分

析シートによって関係者（父母兄弟姉妹）と関心事（大

学，専門分野，通学方法，一人暮らしの経済性，安全

性など）の関係性を明らかにする．合意形成は，利害

関係者が合意を目指して行う前向きな話合いのプロセ

スである．合意形成の基本形は，何についての合意形

成か，誰が意思決定者かを明確にした上で， 

・自分だけでなく利害関係者全員の「利害と関心」を  

 少しでも満たし，win-win になる案を提案していく 

・全員が満足できる，少なくとも納得できる案となっ  

 た時，「合意」に至る 

という物事を決めるためのプロセスであり，決定の適 

 

 

 

図-2 ラベルワークによる合意形成の演習 

 

切さ以上に手続きの公平さの重要性を理解する． 

 ④の演習では， 4〜5 名のグループに分かれて，ラ

ベルワークを中心にした具体的な意見集約を行う．こ

こで重要な役割を果たすのが，会議ファシリテーター

であり，以下の点を押さえて学生が選出される． 

・コミュニケーションの促進役として，中立の立場を  

 保って議事進行につとめる． 

・他人の発言を批判したり，自分の意見を言わない． 

・グループ全員を一つの共通の問題に集中させる． 

・議事進行の方法やツールを提案する． 

・グループが win-win の結論を見出せるよう手助け 

 ⑤ではこれらの成果を模造紙に付箋紙とカラーマー

カーでポスター制作し発表する．⑥の授業のまとめと

して「ふりかえりシート（主に記述式）」に記載し，

演習から得た学生の気づきや今後の自分への問いかけ，

授業の進め方と内容について満足度を確認して，次の

授業改善などに利用している．毎回実施している学生

のアンケートによれば，現場見学や簡単な実験・演習

形式の双方向型授業は評価が高く，90％以上の学生が

これらを効果的な授業であると評価している．  

 

５．おわりに 

以上，本学科における建設技術士有志会や専門家

ファシリテーターなどとの連携による導入教育につい

て概要を説明した．授業以外にもキャリア支援などを

行っており，今後継続して，学生の教育改善や研究活

動の活性化・高度化に繋がることを期待している． 
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電気回路の学修支援コンテンツ開発(2) 
 

所 哲郎※１ 
Tetsuro TOKORO 

 
 
1. はじめに 

 前年度に引き続き、ALを推進する上で、学生の理解

度ごとの、また、教科目をつなぐ部分の学修支援や補

助コンテンツの開発と蓄積を進めている。すなわち本

教材は、色々なレベルにある学生の能力をそれぞれ向

上させることを目指している。 
本稿では、電気電子工学系の基幹科目であるのみな

らず、理工学の基礎としての電気回路の学習に的を絞

って、開発中の学修支援コンテンツを紹介する。特に

数学的な素養の可視化をキーワードに、グラフや波形

応答も個人別に演習可能となるように、数学系のソフ

トであるMathcadとの連携について事例紹介する。 
2. 学修支援コンテンツの内容 

2-1. 数学との連携 

電気回路は数学で習った各項目を実際の物理現象と

つなぐ、工学系全般に関係する基幹科目である。

Mathcad では数字部分と共に単位を同時に取り扱う事

ができ、工学を学ぶ上で便利である。数学と物理の両

者の関連をより深く理解することができる。その例を

図 1 に示す。 
 

 

図1. Mathcadでの数値と単位の取り扱い例 
 

Mathcad では、：＝は定義で、＝はその評価を意味す

るため、単位を替えれば自動的に数値が同じ値となる

様に修正される。電圧Ｖと静電容量Ｃを定義すれば、

その積は電荷量の単位と成る。また、ＬＲやＣＲ回路

の時定数も時間の単位である事が確認できる。真空の

誘電率 ε0等の物理定数は予め定義されているので、簡

単に平行平板コンデンサの容量なども計算できる。 
岐阜高専の電気情報工学科では、電気学会の「基礎

からの交流理論」を電気回路の教科書として用いてい

る。14 章からなる教科書を 2-4 年と場合により 5 年生

（情報コース学生）でも用いている。当然数学の学習

進度との関係などから、各学年で教える方法を工夫す

る必要がある。例えば第 2 学年で習う交流フェーザの

合成や分解は、物理で習うベクトルの合成とも連携し

ているが、三角関数の加法定理との連携を、電気回路

のフェーザの合成・分解部分で紹介している。 
2-2. Mathcadを用いた電気回路の学修内容確認とそ

の展開部分の可視化 

交流波形の作図や合成で、EXCEL を用いてグラフに

することで可視化を行うことが普通であるが、例えば

ひずみ波のフーリエ級数展開を、第ｎ高調波まで求め、

グラフにするなどは、簡単なひずみ波であっても意外

と面倒である。マクロを用いるなどして自動化するこ

とは不可能ではないが、別のスキルを必用とし、電気

回路で教えたいことに集中できない。そのような場合

に、Mathcad などの数学系の CAD ソフトを用いれば、

数式を記述するのみで簡単に任意の高調波までのひず

み波を合成し、可視化することが可能となる。 
本当に曲線だけでできた正弦波の集まりで全波整流

や半波整流など、フーリエ級数展開が正しいことを実

感するには、数学ソフトのグラフによる波形の可視化

能力を活用することが便利である。また、無限項まで

展開した級数和も簡単に確認することができる。特に

自分の解いた答えが正しいかなど、教員の確認を必要

とするまでもなく、簡単に可視化して学生自ら確認す

ることが可能となる。  
2-3. グラフを用いた内容の可視化 

電気回路の過渡現象は、今後の世界の自然エネルギ

ー動向などを考慮すると極めて大切な学習項目である。

この場合もただ単に式を解いて終わりとするのでなく、

Mathcad でグラフを用いた可視化ができると良い。す

なわち、解き方により解の数式表現が色々と見かけ上

変化することが多く、自分の解き方（答え）が正しい

かどうか悩むことがある。この場合も、グラフで可視

化すれば同じく一目瞭然である。 
逆に言えば、問題を数式やグラフで可視化する事で、

初期条件や最終条件、回路の接続が直列か並列かなど、

電気回路としての取扱を悩む場合のヒントを得ること

ができる。例えば、本報告書の所のアクティブラーニ

ング授業の実践報告の、３番目の回路は、ＣＲ回路の

片方を充電しておき、２段目のＣＲ回路を接続したと
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きの過渡応答を問うもので有る。静電気学的にはコン

デンサの並列接続として、両方のコンデンサの分担電

圧が等しくなるように電荷の移動が生ずるが、過渡現

象としては時定数からも明らかなように、ＣとＲの４

素子の直列回路としての取扱である。これらについて

も、ラプラス変換による時定数の可視化や、グラフで

の可視化を通して、問題解決手順や正しい等価回路等

を学生自ら気付くことが可能となる。 
以下に、筆者による学修支援コンテンツの中から、

電気回路における数学との連携の事例を 3 つ、具体例

として紹介する。 
3. 数学と連携した電気回路学修支援コンテンツ例 

3-1. 三角関数の加法定理の電気回路のフェーザの

合成と分解に関する展開例 

 問題例１：初期位相がπ/6と-π/6である２つの振幅

Ａ、角周波数ωの正弦波の合成を求めよ。 
次に初期位相がπ/6の正弦波を、正弦成分と余弦成

分に分解せよ。 
フェーザベクトルで表される正弦波は、ベクトルの

合成と同様に、同じ角周波数の正弦波の合成として取

り扱う事ができる。横軸実部・縦軸虚部の複素数とし

て取り扱うこともできる。(大きさ)ｅｘｐ（ｊ角度）の

指数関数を用いた極座標表示との対応も同時に学修可

能である。ここで、実部を sin(ωt)の正弦波成分とした

ときには、虚部は 90 度進んだ cos(ωt)の余弦波成分と

なる。また、-j 方向を正弦波成分の sin(ωt)としたとき

には実部が cos(ωt)の余弦波成分となり、EXCEL で求め

た複素フーリエ級数はこの書式であることを意識させ

る必要がある。 
EXCEL でフーリエ級数を解析したときには、サンプ

リング数の半分までが反時計方向のフェーザ、後半は

折り返した時計方向に回転するフェーザである事など

も学修可能である。この、フーリエ級数の余弦成分ａ

と正弦成分ｂへの分解から、三角関数の加法定理を導

くことができる。その様子を図 2 と図 3 に示す。 
図 2 はフェーザベクトルの合成と分解を説明する図

である。全てのフェーザは角周波数ωで反時計方向に

回転している。初期位相がπ/6 (30 度)で振幅Ａの正弦

波は、横軸方向の正弦波と縦軸方向の余弦波へと分解

できる。この関係が、振幅を表す部分（Asin(π/6)と
Acos(π/6)）と、初期位相を意味する部分（sin(ωt)と
cos(ωt)）への分解として、図 2 に示すように合成と分

解を簡単に確認することが可能である。 
図 3 はフェーザの振幅 A を簡単のため 1 として、加

法定理の関係を図示したもので有る。 sin(α±β)と
cos(α±β)の加法定理を簡単に図で説明することが可能

である。数学公式としては sin か cos か、＋か－かなど

を暗記することに頼りがちであるが、正弦波より余弦

波が π/2（90 度）だけ進んでいることのみ理解できて

いれば、図 3 から簡単に三角関数の加法定理の公式を

推測することが可能となる。 
 

 
図2. 正弦波フェーザの合成と分解 

 

 
図 3. 加法定理のフェーザを用いた証明 

 

3-2. Mathcadによるひずみ波交流に関する学修支援

コンテンツの展開例 

問題例２：方形波と正弦波と三角波をフーリエ級数

展開せよ。次にそれらの全波整流および半波整流波形

についてもフーリエ級数展開せよ。さらに、各々の波

形の実効値や平均値を、フーリエ級数展開した式から

求めて見よ。また、任意の高調波までで、それらのグ

ラフを作成し、求めたフーリエ級数展開式が正しいこ

とを確認せよ。 
Mathcad ではシンボリックな数式の評価にも対応

しているので、ひずみ波の実効値や平均値などが、時

間領域波形より求めたものと、フーリエ級数展開式よ

り求めたもので等しいことが確認できる。 
図 4 は、全て上記のひずみ波交流の解析の過程で用

いる式である。奇数の 2 乗分の 1 の和が π2/8 となる

事は、方形波のフーリエ級数展開式を積分し三角波と
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なる時の、原点の値が 0 である事からも証明可能であ

る。時間領域での波形の微分・積分の結果は、フーリ

エ級数展開した各成分の微分・積分結果の合成からも

求める事ができる。また、半波整流波形は全波整流波

形と元の波形を足したものを２で割ったもので有るこ

とが、フーリエ級数展開式からも確認可能である。例

えば、半波整流した正弦波は、振幅 1/2 の正弦波と振

幅 1/2 の全波整流正弦波の和である。これらからは偶

関数と奇関数の関係など、フーリエ級数展開式からも

より深く学ぶことが可能となる。 
 

 
図 4. フーリエ級数展開式と関連する級数和の例 

 

波形の実効値・平均値とともに電力も、ひずみ波交

流で学ぶべき大切な項目である。例えば、方形波電圧

と三角波電流の問題などでは、力率を交互に±１として

計算する必用性を、このフーリエ級数展開した両波形

の電力の合成式より理解することができる。 

Mathcad を用いた数学とのもう一つの連携は、グラ

フによる可視化である。数式だけでは求めた級数和や

解が正しいかどうかを判断しかねる場合もあるが、グ

ラフで可視化する事により、その確からしさの検証が

可能となる。図 5～7に級数和による可視化や、波形に

よる可視化の例をいくつか示す。数学ソフトとの連携

で簡単にひずみ波を合成することが可能となる。 

以上のように、方形波と正弦波と三角波は、その実

効値が波高値の
ଵ

√ଵ
,
ଵ

√ଶ
,
ଵ

√ଷ
であり、波高値と実効値・平均

値、微分・積分との関係を数学的にも理解しやすい波

形である。これらの全波整流と半波整流波形、初期位 

 

 

図 5. フーリエ級数展開式と微積分との対応の例 

 

 

図 6. 半波整流波形のフーリエ級数展開式の例 

 

 

 
図 7. 波形合成とローパスフィルタ学修の例 

 
相を与えた波形などの、任意の時刻のフーリエ級数展

開式から求める値が、時間領域の波形の値と等しいこ

とを確認することは、良い演習となる。この場合に、

Mathcad など数学ソフトを活用すれば、級数の和など

を任意の高調波まで、または無限高調波まで簡単に求

めることができる。 
また、図 5～7 の様に、それらの結果をグラフで可視

化すれば、曲線のみの正弦波の合成で、直線を含む波

形や半波および全波整流波形も簡単に合成出来ること

が確認できる。単一パルスや窓関数、スペクトルへの

フィルター処理などの結果も簡単に可視化し、その効

果を体験することが可能である。 
3-3. Mathcadによる過渡応答のグラフによる可視化

を用いた学修支援コンテンツへの展開例 

問題例３：下記に示す電気回路の過渡応答波形を求

めよ。次にラプラス変換を用いて求めた解と過渡応答

波形が等しくなることを確かめよ。 
図 8 は二階微分方程式の重根条件問題で、コンデン

サに初期電荷がある場合のコンデンサの電圧の過渡応

答を問うもので有る。図 9 に示すように、Mathcad の

odesolve 命令で瞬時に解答のイメージを可視化可能で

ある。さて問題は、図 10 のようにラプラス変換したｓ

領域の回路から、コンデンサの電圧をｓ領域では簡単

に求められそうであるが、ここで、時間領域の図のコ
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ンデンサの電圧は、s 領域の図のコンデンサのみの電

圧(図 11)か、初期電荷の起電力を含めた部分の電圧(図
12)であるか、迷うことである。もちろん左の LR 回路

部分の電圧降下(図 13)を求めれば、求めるべき右端の

Ｃの電圧降下と等しいので、いずれの考え方が正しい

のかを検証することは可能である。この様なときに

Mathcad を用いれば、どちらの考え方が正しいのかを

簡単に可視化して確認することができる。 

 

 
図 8. RLC 回路の過渡応答の問題例 

 

 
 

図 9. 重根条件の RLC 回路の過渡応答の可視化 

 

 
 

図 10. ｓ領域での回路表現 

 

 
  

図 11. コンデンサのみの電圧降下の解析 

 

 

図 12. 初期電荷を含むコンデンサの電圧降下の解析 

 

 

 

図 13. 左側の並列回路部分の電圧降下の解析 

 

4. おわりに 

 以上のように電気回路としての理解を数学がサポー

トし、未経験の問題や課題に対しても数学的にも物理

的にも考察を深める事を可能とすれば、学生の自立的

な電気回路解析への技術力を向上させ、物理現象理解

への深度を増すことが期待できる。 
ＡＰの成果の一つは、以上のような学習環境を各科

目で提供できることであり、この成果を次なる課題で

ある教育全体の学修成果の可視化へとつないでいく。 

 
※1：岐阜高専電気情報工学科(教授) 

4-76



情報伝送工学の学修支援コンテンツ開発 
 

所 哲郎※１ 
Tetsuro TOKORO 

 
 
1. はじめに 

 本校電気情報工学科では、第2．第3学年の電気回路

Ⅰ、第4学年の電気回路Ⅱ（三相交流・回転磁界等）に

加えて、情報伝送工学を通年で教えている。教科書は

電気学会監修の「回路網理論」を採用している。電気

電子コース学生へは第4学年の必須科目であり、情報コ

ース学生へは第5学年での選択科目として提供してい

る。学修する主な内容は、波形伝送・2端子網・4端子

網・フィルター・分布定数回路・ラプラス変換を用い

た過渡応答等である。電気電子系と情報系では、電力

網を意識した説明や通信・信号処理を意識した説明な

ど、コースごとに適宜題材や例題を変更している。 

本稿では、電気電子工学系の学生向けに、授業の最

初と最後で学修する、波形伝送と回路応答部分の学修

を支援する学修支援教材として開発中のコンテンツを

紹介する。特に数学的な素養の可視化をキーワードに、

回路網とその数式展開の関連を、順を追って学修・演

習可能となるように配慮している。 

2. タブレット端末用の学修支援コンテンツの開発 

スマートフォンを含め、ICT 環境が整った学習環境

では、学修支援コンテンツを各学生が各々の能力や理

解度に応じて、授業中はもちろん予習・復習・発展学

修等、自由に展開することが可能である。AL が全学生

の基本的知識の定着に寄与した場合、その先を教授す

る時間が授業として取れなくても、意識の有る学生へ

学修内容を提供し、必要に応じて、CBT によりその学

修成果を可視化することが可能である。 

教科書等ではスペースの関係で省略することの多い、

図や関連項目の列挙が、容量制限のない学修支援コン

テンツでは提供可能であり、理解を助ける部分と理解

を深化させる部分など、時間や内容の制約を意識する

ことなく、自由に展開可能である。本稿のコンテンツ

は学内用のホームページに展開中のもので有り、その

一部を LMS 上のコンテンツと連携させている。もちろ

ん一部のコンテンツは AL 授業で活用している。 

図 1 に、筆者の提供しているタブレット端末用の学

修支援コンテンツの、「情報伝送工学」部分のリンク

集目次を紹介する。コンテンツの多くは画像（電気回

路図と数式など）と文字のみからなり、一部は EXCEL

ファイル等である。現在は、より数学との連携を意識

した Mathcad ファイルの開発を進めつつある。 

 
図1. タブレット端末で利用可能な学修支援コンテン

ツの目次（最後のブロックが情報伝送工学） 

 
基本的には、全ての担当教科を４半期ごとのブロッ

クに分類し、中間及び期末試験との範囲の整合性を意

識して配置しているが、教科書の章立てとの整合性を

優先し、分類している。 
3. 情報伝送工学用の学修支援コンテンツ開発例 

3-1. フーリエ解析学修支援コンテンツの開発 

大項目の次は、学修単元ごとのページである。この

部分が高専機構の MCC の学習項目にほぼ対応する。

その一例を、情報伝送工学の最初の単元部分から図 2
に示す。上記の１章の部分のリンク先である。 

 

 

図2. ＦＦＴ波形解析シリーズのメニュー画面 

 

図 2 は、フーリエ解析に関する実践的な復習部分の

紹介メニューである。第 3 学年の電気回路Ⅰや、第 4
学年の応用数学 B を通して、フーリエ解析の電気的・

数学的な理解は完了する。時間サンプリングデータを

用いての実践的な学修は、工学実験での AD/DA コン

バータの実験とも関連する。 
この単元では EXCEL を用いて、フーリエ解析を行
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うことのまとめを、順を追って説明している。 
図 3 は、上記の内の最下層（最深度）項目である、

３番目のリンク先項目の例である。EXCEL にスペク

トルデータを与え、逆フーリエ解析により時間領域デ

ータを作成する部分を解説している。スペクトルデー

タの複素数としての扱いを余り意識せずに、第 3 学年

では正弦成分と余弦成分（奇関数成分と偶関数成分）

のフーリエ級数の求め方として、理解させていた。こ

の部分を、複素数スペクトルの取り扱いへと展開して

いく。この部分は数学的な説明のみよりも、図 3 の様

な図を介しての具体的な解説の方がわかりやすい。特

に、反時計方向と時計方向の両回転フェーザの合成が、

時間領域波形をどの様に形成するのかについては、自

分で色々とスペクトルデータを代入して、実際にフー

リエ逆変換波形を確認することで、学修内容の可視化

が進み、理解が深まると確信している。 

 

 

図 3. 最下層のコンテンツである逆フーリエ解析 

 

3-2. USFによる波形応答学修支援コンテンツの開発 

波形伝送や波形応答を学修するにあたり、アナログ

な数式表現での学修と共に、A/D 変換後のデジタル波

形の応答を学修することが、教科書の最初に記述され

ている。この部分の解説は数学的に展開されており、

学生にとってはなかなか数式と図の対応など、電気回

路との対応を含めて理解が困難な部分である。 
学修内容は、たたみ込み積分へと繋がるわけである

が、数学的な式の展開は追うことができても、物理的

な理解や回路としての理解が必ずしもうまく可視化で

きていないと感じていた。そこで、単位階段関数（USF）
を数学的にも電気回路的にも図的に可視化し、畳み込

み積分の学修へと繋げるための学修支援コンテンツを

作成した。その目次部分を図 4 に示す。ミラー法やラ

プラス変換法とも連携して、学修を展開している。 

 
図 4. 単位階段関数(USF)による波形応答の解説項目 

 

図 4 の各項目では波形応答を、たたみ込み積分とそ

の EXCEL を用いた図的な解法、更にはラプラス変換

を用いた解法など、色々と展開している。電気回路の

過渡応答との連携も示して、数学の知識と電気回路、

情報伝送工学との連携へと展開している。図 5 はその

最下層（最深度）項目の一つである、６番目の項目の

USF の合成で任意の波形を表現する部分である。 

 

図 5. 任意の入力波形の USF による合成例 

 

図 6 は本校の LMS との連携部分の一例である。図 1

～5 の緑のタブレット端末学習シリーズは、四半期ご

との大括りでの階層化であり、授業の一回一回との連

携よりも、その項目の最終的な高専本科（場合により

専攻科）での学修達成目標を意識しており、その学年

までで習う数学的な知見の範囲を超える部分も掲載し

ている。一方 LMS のコンテンツは、教科目ごと、1 回

ごとの授業展開を意識して項目を掲載しているため、

毎回の授業との連動性がより高いものとなる。 

LMS は科目ごとに受講者にアクセス権を与えてお

り、レポート提出や CBT による達成度確認など、今後

の可能性を見いだすことはできるが、慣れないと管理

やコンテンツ作成が面倒な部分は今後の課題である。 
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図 6. 本校 LMS へのコンテンツ展開例 

 

3-3. 振返り学習用学修支援コンテンツへの展開 

 授業では講義時間や試験範囲全体などを意識するた

め、各 MCC 学修項目の学修展開が不十分となる可能

性がある。色々な見方を可視化して行くと問題の本質

が理解でき、問題の全体像をより良く学修することが

でき、応用問題への展開力を養うことが可能となる。

学修支援コンテンツは、時間配分や分量を気にするこ

となく、学習理解のみを意識して展開可能であり、こ

の意味でも AL の推進と平衡した展開が望まれる。 

 図 7は、回路応答のまとめ部分の一例である。数学

的に図を用いて解説し、次第に電気回路との連携へと

進めていく。 

 

 

図 7. ラプラス変換を介した数学と回路応答の連携 

図 8 は RLC 回路に USF である直流電圧を印加した

ときの、電流過渡応答を問う問題である。このときの

ラプラス変換した s 領域の回路式が、情報伝送工学の

教科書の中でしばしば展開される s を用いた式と対応

していることが示してある。 
数学的には電流源の印加も USF で同様に取り扱え

るため、近年多くの大学で試問されつつある電流源問

題や、電圧源と電流源を含むハイブリッド・複合問題

も、同様に解くことができる。その一例を図 9 に示す。 
図 10 は求めた過渡応答を図により可視化したもの

で有る。やはり、式だけでなく、実際の波形を数学的

に求めて可視化すると、波形応答のイメージが掴みや

すい。そのため、回路素子に数値を用いた式となり、

教科書の表記との連携性を、より増すことができる。 

 

 
図 8. RLC 回路の過渡応答の問題例 

 

 

図 9.電流源を有する回路の過渡応答への拡張 
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図 10. t 領域での回路の過渡応答の可視化 

 

3-4. 振返り学習用学修支援コンテンツへの展開 

(２端子網の例題を振り返る) 

 図 11 は、2 章の 2 端子網の類似問題の一部である。

3)に示す式から電気回路を合成する手順を教室外学修

可能としている。このコンテンツではただ単に W(s)の
式から回路を合成しているだけでなく、合成した回路

から Z(s)を求め、問題式と等しくなること、その周波

数応答が図のようになることまで展開している。 
W(s)で表した分数式が、電気回路と対応することが

なんとなく理解できた後は、問題となる数式がどの様

に作られたかを数学的に単純に展開し、電気回路に置

き換えることを眺めていくと、全体像がよりわかりや

すくなる。その一例として、LR 回路を展開していく様

子を図 11（W(s)の式）と図 12（対応する電気回路の

図）に対応させて示す。 
 

 
図 11. ＣＲ２端子回路網の問題展開例 

 

 

図 12. ＲＬ回路の数式表現の展開例 

 

 
図 13. 展開した数式の電気回路への展開例 

 

4. おわりに 

 以上のように情報伝送工学の理解を数学がサポート

し、未経験の問題や課題に対しても数学的にも物理的

にも考察を深める事を可能とすれば、学生の自立的な

回路網解析への技術力や、数式表現された回路網の理

解を向上させ、過渡応答などの物理現象理解への深度

を増すことが期待できる。 

 
※1：岐阜高専電気情報工学科(教授) 
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信号処理における学修支援コンテンツの可視化 
 

山田 功※１ 
Isao YAMADA 

 

1. はじめに 

 昨年の授業における学生の学習効果を踏まえ、既存

のコンテンツの改良をおこない、より教育効果の高い

学修支援コンテンツの開発を進めている。コンテンツ

作成における基本方針は、対象を多様な理解レベルを

有する学生とし、学修の達成度として基本的レベルと

している。本稿では、電気情報工学科の学生が学修す

る重要な科目である「信号処理」における線形システ

ムの学習に焦点をあて作成した学修支援コンテンツを

紹介する。このコンテンツのポイントは、数学的な表

現に偏りがちな教科内容を数値シミュレーションで作

成した図により可視化をおこない、具体的にイメージ

することの難しい数式の意味をより的確に理解できる

ようにしたことです。 

2. 学修支援コンテンツの内容 

線形システムは、信号処理のみな

らず自動制御工学に代表される信

号の入出力関係を扱う制御系工学

の基本となるコンテンツです。図１

は、入力信号 xሺtሻ がバネというシ

ステムを通じて信号 yሺtሻ が出力

されるシステムです。このとき、入

力と出力の関係は、システムの特性

を表す伝達関数 hሺtሻ を用いた次式で示されます。 





0

)()()(  dthxty        (1) 

この積分はコンボリューションと呼ばれるものです。

そこで、この式の表す意味とその具体的な計算方法を

学ぶことが必要となります。 

2-1. 線形時不変システム(Linear Time Invariant System) 

講義では、「線形時不変システム」の“線形”及び

“時不変”の意味を説明します。 

① 線形性(加法性)とは、入力信号が２つの信号

の和のとき、出力は次式のように、それ	ሻݐଶሺݔと	ሻݐଵሺݔ	

ぞれの出力の和として得られることです。 

   yሺtሻ ൌ Lሼܽݔଵሺݐሻ ൅ ሻሽݐଶሺݔܾ ൌ ሻݐଵሺݕ ൅  ሻݐଶሺݕ

ただし、ݕଵሺtሻ ൌ aLሼݔଵሺݐሻሽ, ሻݐଶሺݕ ൌ ሻሽ  としݐଶሺݔሼܮܾ

ます。 

② 時不変とは、時刻 t で入力された信号に対する

応答(出力)	yሺtሻ ൌ のとき、時刻t	ሻሽݐሺݔሼܮ െ τで入力され

た信号に対する応答(出力)は	yሺt െ τሻ ൌ ݐሺݔሼܮ െ ߬ሻሽで

与えられることです。作

成したコンテンツでは、

この２つの性質を満た

すシステムにおける入

力と出力の計算が、離散

値を例にして、次のよう

な図により可視化をして

説明されています。図３

は時刻ゼロで大きさ１の

インパルスがシステムに

入力されたとき時刻 

0,1,2において、大きさ

が 3,2,1の信号が出力

されることを表してい

ます。いわゆる、インパ

ルスレスポンス応答で

す。次に図４は、同じシ

ステムに時刻 0,1,2に

おいて大きさ 2,3,1の信

号が入力されたとき、どん

な出力になるかを問い掛

けています。異なる時刻に

生じた３つの信号を性質

②の時不変性を使い、３つ

の応答に分解します。３つ

の入力信号は①の線形性

により、それぞれインパル

スの２倍、３倍、１倍であ

ります。したがって、出力

もそれぞれ２倍、３倍、１倍となります。最後に任意

の時刻における出力はそれぞれの時刻における和とな

ります。すなわち、次式のように計算されます。 

式(2)の一般的な表現は式(3)で表され、図 6 には、図

4 の結果を示します。 

 
M
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System
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図 1 バネシステム 

図 3 時不変システム
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図 5 個々の入力に対する出力
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



n

m
mnhmxny

0

)()()(       (3) 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

以上の離散値を用いた説明において、図に示したパ

ルス幅を限りなく０に近づけると、式(2)は、式(1)と

なります。式(1)及び(2)は空間領域におけるシステム

の入出力関係を示す式です。 

2-2. コンボリュ－ションの計算（計算過程の可視化） 

式(1)で示されるコンボリューションの計算方法を

理解するために、計算過程を可視化した例を示します。 





0

)()()(  dthxty                     (1) 

信号 x(t)及びシステムのインパルスレスポンス h(t)

を図 7 に示します。 

 

 

 

 

 

 

はじめに、式(1)における関数hሺt െ τሻの表す意味を図

に示します。図 8 は h(t)

を縦軸について反転し、

横軸方向に tだけ推移し

たものです。次に図 9

は、信号 x(t)と反転・推

移した関数hሺt െ τሻの積

の意味を図示したもので

す。すなわち、信号 x(t)と

関数hሺt െ τሻの重なりを示

しています。さらに、積分

は重なっている部分の面

積を求めることです。た

だし、重なり部分の形は、

推移 tの値により変わり、

具体的に式(1)を計算するには、次に示すような積分領

域の場合わけが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

図 10 は、①から⑤の計算

結果を図示したものです。 

このように、コンボリューシ

ョンの計算は次の３つのス

テップからなっていること

が理解できます。 

ステップ１：関数の反転と推移 

ステップ２：関数の重ね合わせ（積） 

ステップ３：積の部分の面積の算出 

このように、信号及びインパルスレスポンスが汎用

的な関数で表されてない場合でも、関数を図式化する

ことで具体的な計算方法を容易に理解できます。 

3. 応用例 

応用例として、レンズを通じて画像が得られる単純

なシステムを示します。図11は入力信号を図12はイン

パルスレスポンスを示し、前述の図7に対応しています。

ただし、インパルスレスポンスは指数関数で与えられ、

右端が最もシャープな関数で、左の関数ほどボケたも

のとなっています。図13は出力である画像を表し、前

述の図10にあたります。それぞれの図と式を対応させ

考えることで、線形システムにおける入出力関係がよ

り確かなものとして理解できます。 

 

 

 

 

4. おわりに 

 講義で一方的に式を提示して、演習問題を与えても、

ほとんどの学生は解くことができません。解けないこ

と以上に問題なのは、学生が学修に興味を持たなくな

ることです。それに対して、上述した問題を可視化す

る方法は、理解が難しい線形システムの理論及び具体

的なコンボリューションの計算を容易に理解できます。

このことは、ＡＰにより提供された学習環境の上で初

めて可能となると考えます。 

※1：岐阜高専電気情報工学科(教授) 
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電気磁気学の学修支援コンテンツ開発(1) 
 

羽渕 仁恵※１ 山田 博文※１ 
 

Hitoe Habuchi, Hirobumi Yamada 
 
 
1. はじめに 

MooldeやBalckbaordといったe-ラーニングシステム

に学習支援コンテンツを作っても、それを学生が使用

しないのでは意味がない。学生がコンテンツを強制で

はなく自主的に活用するようになるためには①コンテ

ンツに学生にとって必要な情報があること、②コンテ

ンツに学生が参加し学生自身で内容を改善できる仕組

みが必要と考えられる。電気磁気学の学習支援を目的

とし、Moodleにてそのコンテンツを開発したので報告

する。 

 

2. 学修支援コンテンツの構成 

電気磁気学の学習支援コンテンツは、2 つの活動

(Activity)から成り立つ。一つは、高専卒業生が大学に

編入する際に実施される編入学試験問題のデータベー

スである。もう一つは、問題に対する解答や解説を議

論するフォーラムである。図 1 に編入学試験問題のデ

ータベースの画面を示す。編入学試験問題を出題年度、

大学、問題番号で分割して、問題の内容でもソートで

きるよう本校で使用している電気磁気学の教科書の目

次の見出しを情報として加えてアップロードしている。

各問題の右端の虫眼鏡マークをクリックすることで、

試験問題が表示される。図 2 はその画面である。その

問題の解答は図 2(b)の下のようにあるフォーラムへの

リンクをクリックすることで表示される。 

ここで、本コンテンツでは、解答の提示方法として

単に模範解答を掲載するということはせず、解答は教

員や学生のディスカッションで構成させる。この理由

として、模範解答だけでは、理解できない学生がいる

場合は対応できないためである。さらに、編入試験問

題の解答は過半数以上の大学で公開していないので誰

かが作る必要があり、作ったとしてもそれが正しい解

答である保証をつけることは困難である。そこで解答

は学生に作製してもらうことを前提として、それをフ

ォーラムのディスカッションで修正・質問できる仕組

みを導入した。教員はそのディスカッションを補佐す

る役目を果たすことで解答のブラッシュアップをする

ことができる。ただし、投稿や返信できるようなデー

タベースのフィールドは Moodle では対応していない。

そこで、問題ごとフォーラムにてディスカッショント

ピックを作製して、そこで学生や教員が解答やコメン

トを投稿できるようにした。 

 

  

     図 1 データベースの一覧表示画面      

図 2 問題を表示した画面 
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3. フォーラムによるディスカッション 

フォーラム活動によるディスカッションの例を図 3

に示す。ただし、この画面は例であり実際に学生が投

稿した画面ではない。この問題の解答は大学側で公開

されていたので、ディスカッショントピックに模範解

答としてその画像をアップロードしている。このフォ

ーラム画面ではこの解答がよく理解できない学生は質

問することができる。模範解答の右下の返信をクリッ

クすることで、ディスカッションに質問やコメントを

追加することが可能である。この例の場合は、模範解

答の下にその質問が表示されている。ここでは、比誘

電率が 2 の誘電体を入れるとなぜ電界は 1/2 になると

いう模範解答に対してその理由が分からないため質問

した想定である。この解答は学生がしてもよいし教員

でも良い。たとえ間違った解答や解説が投稿されても

新しい投稿により修正されていくのがこの方式の特徴

である。 

本校では moodle は学外で利用可能であるためスマ

ートフォンでも本コンテンツを利用できるように工夫

している。画像は画面サイズを合わせて自動的に画像

が縮小または拡大できるようになっている。したがっ

て好きな時間・場所で閲覧または投稿が可能となって

いる。 

 

4. 運用方法 

本コンテンツは moodle 上で動作する仕組みまでは

完成している。運用は次年度から実施予定である。現

在のところ運用は次のように考えている。 
最初に試験問題のデータベースを作る必要があるが、

工学基礎研究の研究内容として実施する他、サイエン

スボランティア学生を集って実施する予定である。解

答の投稿は電気磁気学 I の授業の一環で行なう予定で

ある。この投稿は自主的とは言えないが、ある程度投

稿が進めば、次は編入学を希望する学生たちが本コン

テンツを活用し始めると予想され、その学生たちによ

る投稿が増えていくと期待できる。 
本コンテンツは、最初は電気情報工学科の全学年の

学生が参加できるようにし、運用がうまくいけば、全

学科の学生にも利用できるようにする。 

 
 

※1：岐阜高専電気情報工学科(准教授) 

図 3 ディスカッションの画面 
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計測工学（４年・電子制御工学科）における LMS の利用 
 

福永 哲也 
Tetsuya FUKUNAGA 

 
 
1. はじめに 

岐阜高専電子制御工学科では、４年で計測工学の

授業を実施している。この授業では、授業時間の約半

分をExcelの課題として、学生自らが課題に取り組み、

計測工学を理解することを目的として、授業を実施し

ている。ここでは、その概要を述べる。 

 

2. 計測工学授業の構成 

2-1. 授業の形態 

 計測工学の授業は通年 2 単位の科目である。4 年生

の教室は岐阜高専のマルチメディア棟にあり、学生 1

人が 1 台のパソコンを利用できる環境にある。教室に

は教員用のコンピュータもあり、配信システムにより

教員用のコンピュータでスライドを再生すれば、全て

の学生用コンピュータで同じ画面を見ることができる。

また、学生用コンピュータではインターネットも利用

できる環境にあり、学生はいつでも LMS にアクセスで

きる。 

 岐阜高専の授業は 90 分である。授業中に課題を行う

時間をとるためおおよそ授業を 30 分ずつ 3 つに分け、

それぞれの最初の 15 分でパワーポイントによる説明

を行い、残りの 15 分で Excel の課題に取り組む。 

 

2-2. 本校LMS（moodle）の利用 

計測工学の授業は、授業時間の約半分が Excel によ

る課題となる。後期の数回の授業のみ、Excel の課題が

なく、その間レポートの提出がある。授業の内容は、

誤差の話、データの補間等の話、分散分析等の話、実

験装置の話、データ処理（移動平均等）の話、相関関

数等の話、周波数解析の話、になる。これらの中で、

実験装置の話はレポートとなる。その他は、基本的に

Excel の課題がある。また、最初に Excel の利用法（式

や関数、セルの基礎とショートカットキーの基礎）を

理解してもらうために、Excel の基礎という課題がある。 

課題ファイルは LMS で配布する。学生は LMS から

Excel の課題ファイルをダウンロードし、課題に取り組

む。授業時間中に終わらなかった課題は時間外学習と

なる。課題の提出期限は基本的に翌週の授業前まで（10

時 40 分まで）である。課題の提出も LMS で行う。教

員は LMS 上に課題ファイルを置き、課題の提出を用意

する。課題の提出では、利用期限やアップロードファ

イル数を設定できる。また、教員は LMS 上で、課題の

提出状況を把握でき、学生が提出した課題もダウンロ

ードできる。また、学生も自分の課題提出状況を把握

できる。 

課題ファイルは毎週 3〜5 個となる。初めのうちは、

課題ファイルを 1 個とし、その中でワークシートに課

題を分けていたが、そうすると授業を聞かず課題だけ

を先にやろうとする学生が多いので、今は 1 個の課題

ファイルに 1 個のワークシートを入れるようにしてい

る。 

 

2-3. Excel課題の内容 

計測工学では数千のデータを扱うことがある。例え

ば、中心極限の定理については、多くの誤差要因があ

ればそれらを合計したものは実際に正規性を帯びてく

ることが確認できる。Excel を使わない授業では、多く

を数式だけで行うことになるが、Excel を使えば簡単に

多数のデータを扱うことができるので、実際にデータ

が正規性を帯びてくることを確認できる。また、正規

性を帯びてきたかを確認するには、ヒストグラムを見

る必要があるが、Excel の分析ツールを使えばデータの

ヒストグラムを簡単に作成できる。その他、Excel の分

析ツールには多くの機能があり、分散分析や周波数解

析にも分析ツールを利用している。また、数式や関数

も多くあり、データの補間や移動平均、相関などに利

用している。なお、以前は多くのデータを乱数関数な

どで発生すると再計算で時間がかかりパソコンを操作

できなくなるため関数をいったんコピーして値を貼り

付け再計算が起きないようにしていたが、現在のパソ

コンは性能が上がり、数千のデータであれば再計算さ

れても動作の異常はないので値の貼り付けは行ってい

ない。 

 

3．今後の見込と課題 

岐阜高専では、パソコンの老朽化に伴い平成 28 年度

から 4 年生教室も普通教室となるが、情報処理センタ

ーの演習室が 3 教室から 5 教室に増える。計測工学の

授業は今後情報処理センターで行う授業となり、LMS

による課題ファイルの配布と提出管理を行い、課題フ

ァイルの内容を更新しながら、学生に確かな実力がつ

く授業を目指して改良していきたい。 
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